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は じ め に

佐賀県の淡水魚の由来

淡水魚のうち特に純淡水魚 十 次淡水魚)は 、陸 と海で区切 られた狭い水

域 に生息する。支流か ら支流への移動は別 として、海や峠を越 えて別な河川

に移動することができないため、河川 ごとに生息す る魚は異なるはずである。

しか し、実際には佐賀県内に生息する淡水魚の多 くは、 日本最大の淡水域で

ある琵琶湖 を含 む西 日本に共通 してお り、東 シナ海や対馬海峡をはさんだ中

国大陸について も同じことが言 える。

これは、今か らおよそ90万 年 前から2万 年前にか けて訪れたギュンツ氷期、

ミンデル氷期、 リス氷期、 ウルム氷期の4回 の氷河期 などの折に海水面が低

下 し、当時は平原であった東シナ海の海底で、大陸 と西 日本の各河川が合流

して一っの大 きな河川 になったことがあるためと考 えられている。

さらに細か く見 ると北部九州 には、 ヒナモロコ、セボシタビラ、カゼ トゲ

タナゴやア リアケギバチなどが見 られ る。 これ らは、最後の海退期であるウ

ルム氷期に渡って来て、本州 まで侵入することがで きなかった ものの子孫で

ある可能性が高いと考 えられてい る。

純淡水魚以外 ではヤマノカ ミ、ア リアケシラウオ、ハゼクチなどの回遊魚

や周縁的淡水魚が有明海および、その流入河川に見 られ る。 この中には、 ア

リアケ ヒメシラウオやエツの ように、その後独 自の進化 を遂 げたものもある。

カワムツの分布 カネヒラの分布 カゼ トゲタナゴの分布

「フィール ド図鑑淡水魚王(東 海大学出版会)よ り転載

このように、佐賀県や有明海沿岸を含めた北部九州の淡水魚は日本 と中国

大陸との接点として、ひいては日本列島の成立の過程を示唆する重要なもの

として注目されている。

佐賀県の河川概況

県内の河川 は、筑後川、嘉瀬川、松浦川、有田川、六角川、塩田川(多 良

岳を水源 とする中小河川を含める)を 中心 とした6つ の水系 に大別すること

ができる。それぞれ独 自な景観 を持 ち、生息す る淡水魚類相 も異なる。

この うち、脊振 ・天山山岳地帯、多良岳山岳地帯を水源 とする河川は、急

峻な上流部 を持ちヤマメなどの渓流の魚が生息する。 これに対 し、松浦 ・杵

島丘陵地帯 に水源 を発する河川 は中流域が発達する。塩分濃度の低 い有明海

に注 ぐ河川には、ヤマノカミなどの他では見 られない魚が生息する。 この う

ち、佐賀平坦地を流れ るものは長大な感潮域 と発達 したク リークを持つため、

北部九州特産魚やタナゴの仲間が豊富である。 これに対 し、多良岳 に源 を発

する河川の多 くは源流から一気に海 まで流下するため河口付近 まで礫底 とな

ってお り、純淡水魚は乏しいが ヨシノボリ類が多 くウツセ ミカジカも生息す

る。 また、玄界灘に注 ぐ河川 にはサケやイ トヨなどの冷水性の回遊魚が見 ら

れる。

佐賀県は小さな県であ りなが ら、 このような理由で有数な淡水魚の宝庫 と

なっている。 しか し、近年ではほ とん どの河川には砂防ダムや河口堰 など多

くの堰で分断され、クリークや用水路 は圃場整備 によ り巨大で単調な水路へ
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河口からの距離(㎞)

と変貌 した。 また、ジャンボタニシ対策のため、水田か らの排水が塩 ビ管 に

切 り替 えられ産卵のため遡上できる水田も減少 して しまった。 こうした生息

環境 の変化のほか外来魚の侵入な どによって、県内の淡水魚類相 も大 きく変

貌 してい くことが予想 され る。

このような中で、本書 は20世 紀 末期の県内の自然の記録 として貴重な もの

となることであろう。 また本来 は、 このような本 は私の ような若輩者ではな

く、専門家 による綿密な研究に基づいて出版 されるべきものであると思うが、

教育 の現場で若い人々の自然離れが急速 に進みつつあることを実感 し、何 ら

かの形で世 に公表され る必要性 を痛感 した。 また、本書が世に出 ることで21

世紀 を担 う子供たちの中か ら興味 を持 って くれる人間が現れることを期待 し

て、不完全な ものなが ら世に出すこととした。

また、本書が出版 されるにあたっては、多 くの人 の惜 しみないご協力 とご

尽力があった ことを宋筆 ながら明記 し謝意 を表す る。

なお、 この本 は1993年8月 か ら1995年4月 まで佐賀新聞に78回 に渡って連

載された 「さがの淡水魚王を加筆修正 した ものを元 に、新たに15種 を加 えた

ものである。 田島 正敏

大切にしたい故郷の淡水魚

木村 清朗(元 九州大学農学部教授)

私 は大学に入 るまで、杵島郡山内町にすみ、子供 の頃から釣 りが好 きであっ

た。佐賀県の淡水魚類 をとくに勉強 したわ けではないが、故郷の魚はやは り

懐かしい。

本県の北は玄界灘に、南 は有明海 に面 している。玄海 には東か ら玉島川、

松浦川、有田川などが、有明海 には筑後川、嘉瀬川、六角川、塩田川、鹿島

川、多良川などが注いでいる。玉島川はアユ釣 りの発祥の地 とされ、玉島神

社には 「神功皇后垂論の石王が祭 られ、 その伝説 は全国に流布 されている。

奈良時代 になると、大伴旅人、家持父子 による玉島川のアユ釣 りの歌が、万

葉集 に集録 されていて有名である。当時 はうら若い女性がアユを釣 っていた

ようである。 どんな方法によったのであろうか。

佐賀県の山は もともと浅 く、森林があまり発達 していないので、筑後川下

流部 を除けば、 どの川 も規模が小 さ く、水量豊か とはいい難 い。常に、慢性

的な水不足 に悩んだ といわれ、藩政時代から治水、利水工事が行われてきた。

唐津藩主寺沢志摩守広高が造った大黒井手(井 堰)、 佐賀鍋島藩の成富兵庫

茂安による馬頭井手 は、いずれ も松浦川中流にあり、現在 も補修 されなが ら

その機能を発揮 している。大黒井手上流の伊万里市桃の川で、40年 も前に私

はアユの友釣 りを楽 しんだ ことがある。結構、型が良かった。魚 には比較的

やさしい堰だったのであろう。また、 この井手 まで3月 に唐津湾か ら遡って

くるウグイ(イ ダ)は 、全長30～40cmで 、雄 の腹部 は赤 くなって美しい。バ

リに掛かるとスピー ドがある強い引きをみせ、爽快そのもの。今 も夢 にでて

くる楽 しい思い出である。

本県の川は小な りといえども、上流ではヤマメが、中流で はオイカワ、 コ

イな どが釣 り人達 を楽 しませている。玄海側 の川へ、時々、冷水性のサケが

秋に遡上する。古老によれば、産卵 もしていた らしい。中流のヨシや水草の

蔭では、オヤニラ ミが静かに胸鰭 と目玉 を動か していた。 その俗称 も面 白い。

鯉蓋の縁で緑色に光 る斑紋 を 「夜の目王、本当の眼を 「昼の目王に見立てて、

山内町あた りではヨルメヒルメと呼ぶ。近頃 は希少種の仲間入 りをしている。
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子供の頃、 このオヤニラミ様 を焼いて食べた記憶 もある。今な ら確実に罰が

当た るであろう。

有明海側 では中下流域に佐賀平野が広が り、わが国でも有数の、穀倉地帯

になっている。古 くから干拓が行われた関係で、網の目の ように灌概用のク

リー クが発達 し、 ほとんどの河川がつながっている。 これ らの地域を巡 ると、

成富兵庫の名前を聞 く所が多い。

このような先達や維新以降の事績 には、技術的な制約 もあ り天然の石や土

と水がそれぞれの連携 を失 っていない。クリークについていえば、環境が変

化 に富み、水草類がよ く繁茂 して平野部 の魚類、 とくにコイ科の仲間の生息

や繁殖 に絶好の場 を提供することになった。コイ、 フナ類、美 しい体色のタ

ナゴ類、美味 しいオイカワやカマツカ、産卵が面白いツチフキ、 これ らを狙

うナマズ、ウナギ、カムルチーなどの楽園であった。

また大小の溜地や近年建設 されたダム湖な どには、コイ以外に他地方か ら

ゲンゴロウブナ、 ワカサギ、あるいは外来種 のブラックバスやブルーギルな

どが、移殖されている。

淡水魚類に関 していえば、大陸に近い こともあって、・佐賀、福岡の両県は

九州で も最 も種類が豊富である。本書の主な執筆者、田島正敏教諭(県 立 白

石高校)に よれば、移入種 も含めて29科88種5亜 種 に及ぶ。結構多様性に富

んでいる。そして、川やク リーク、溜地 などにすむこれらの魚類 は、戦後 し

ば らく県民の重要な蛋白源であった ことを忘れてはな らない。

有明海 は比較的浅 く、最大潮位差6mを こえる。広大 な干潟がで きるな ど、

生物の生産力が高 くて、水産上重要な水域である。 その環境条件 は、朝鮮半

島西岸や中国大陸東岸 によく似 ている。魚類相 をみると、海 と川を往来する

エツ(カ タクチイワシ科)、 アリアケシラウオ、ア リアケヒメシラウオ属、ヤ

マノカミ(カ ジカ科)、 ハゼクチ、ムツゴロウ(ハ ゼ科)な どが大陸 と共通 の

特産種である。

純粋の淡水魚では、カゼ トゲタナゴ、絶滅危惧種の ヒナモロコ(コ イ科)

は、 日本の他地方では決 してみ られない。

わが国の淡水魚のほ とん どは、地史的に古 くか ら大陸 と関係が深いのだが、

上記 の特産種 の多 くは佐賀、福 岡県を中心 にしてすむのみで、比較的新 しい

時期 に九州へ分布 してきたのであろう。その理 由は、第 四紀 の数回にわたる

氷河の盛衰 と関係づ けられている。氷期には広大かつ厚 い氷床が地球 の高緯

度地方 に発達 したため、温暖な現在 よ り海水面が120m、 研究者によっては200

mも 下 がっていた とい う。その際に九州北部 と、朝鮮半島や大陸 とが地続 き

になって各水系がっなが り、魚類相 を交換 した らしい。旧ソ連邦 の故G.U.

リン ドベルク博士は、 このような立場 で、世界各地の淡水魚や汽水魚の地理

的分布 を明快に説明している。

さて、佐賀県では近年、水辺が急激な都市化の波に呑 まれ、ダムや河口堰、

取水堰 の建設、河川工事、水の富栄養化、ク リークの統合、整備な どによ り、

生息魚類各種の減少が昨今、取 りざたされている。 ヒナモロコにいたっては

生存 しているか どうかあやふやだ。 メダカもドジ ョウも減 った。エツは漁業

の対象 として、将来 も大丈夫だろうか。心配の種が尽 きない。

それでも私たちの足元を注意深 くみると、まだまだ淡水魚類 の姿を結構 目

にすることがで きる。本書では、そのような魚類がた くさんの美 しい写真 と

ともに紹介 されていて、 とても楽 しい。私 は、 どうか このような仲間 とその

生息環境が、無事 に21世 紀 に引き継がれることを切 に望む ものである。限 り

ない欲望 と便利 さの追求 に、少しブレーキが必要ではあるまいか。

(きむら・せいろう 福岡市在住、農学博士、武雄高一鹿児島大水産学部

一九州大大学院農学研究科水産学専攻博士課程単位取得退学、農学部助手、

助教授を経て教授、今年3月 定年退官。主な研究分野は日本産淡水性サケ ・

マス類の生活史に関する研究、西日本における淡水魚類の生態学的研究、淡

水魚類による環境評価に関する研究)
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淡水魚 とは

淡水魚 といえば、普通に考えれば淡水 に住 む魚 ということになる。 しかし、

淡水魚は淡水のみで生活するのではない。 ご存 じのようにアユは秋にふ化 し

た稚魚が春まで海で生活するし、ウナギはフィリピン沖の深海底 に戻 って産

卵す る。 また、一般に、海水魚 と思われているもので も汽水域 から純淡水域

に侵入す るもの も意外 と多い。以下 に、生活環による淡水魚のグループ分 け

を述べる。なお、円口類(ヤ ツメウナギの仲間)は 厳密には魚ではないが慣例

に従 って魚 として扱かっている。

純淡水魚

淡水で一生 を過 ごす正真正銘 の淡水魚で、コイや ドジ ョウの仲間やナマズ

やギバチの仲間な どの他にカワヨシノボ リな どの陸封魚も含 まれる。海水へ

の抵抗性がほ とん どな く、海 に入 ることができないため、分布の拡大 には氷

河期 などの海岸線が後退 した時期 に、複数の河川が合流 して1つ の大 きな河

川や湖になることが必要である。現在の分布は、 日本列島が形成 されてきた

過程の ような過去の地史 を物語 っているもの と考えられている。

通し回遊魚

淡水 と海の間 を必ず往復する魚の ことで、サケの仲間、ハゼの仲間、な ど

が これ にあたる。さらに産卵 との関係か ら、ウナギやヤマノカミなど海 に入

って産卵す るものを降河回遊魚。サケ、イ トヨなど産卵 のために川 に上 るも

のを遡河回遊魚。 また、アユやヌマチチブなどの ように産卵 とは直接関係 な

く、遡河または降河 を行 うものを両側回遊魚 と細か く分けることがある。

周縁性淡水魚

ボラやスズキの ように通常は海で生活 しているが、時 として淡水域や汽水

域 にも侵入 して くるものや、マハゼのように汽水域 の魚 としか呼べないもの

も含 まれ る。
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用語解説

亜種(あ しゅ)離 れた地域に生息す る一見別種 に見える2つ の集団が、交

雑 して孫以上の子孫 を残す ことができる場合 に用い る。

脂 ビレ(あ ぶ らびれ)サ ケ科やギギ科などの背ビレと尾 ビレの間 にある鰭

条のないヒレ。

浮 き石(う きい し)河 床 に見 られる石で下面が土砂に埋没 していないもの。

魚の隠れ家や餌場な どとして利用されることが多い。

栄養塩類(え いよ うえんるい)植 物や植物プランク トンが必要 とする無機

塩類(肥 料)。

塩水浴(え んすいよ く)1～3%の 食 塩水に1～10分 ほ ど泳がせて寄生虫な

どを除去する方法。

追い星(お いぼ し)繁 殖期 に見 られる皮膚が硬 く変化 した白色の小点～イ

ボ状の突起。雄に現れるものが多い。

学名(が くめい)ラ テン語で表記された世界共通 の名前。通常は、属名＋

種小名の2つ の単語で表 され る。研究の進歩 によって度々変更され る難点

がある。

型(か た)亜 種ほどの違いは見 られないが、若干の違いが見 られる場合の

区別 として用い られ る。後 の研究 によって区別の必要が無 くなることもあ

るが、種や亜種に昇格す ることも多い。

感潮域(か んち ょういき)河 川の中で潮の干満の影響 を受ける水域の こと。

汽水域 とその上の淡水域の一部 も含 まれる。有明海湾奥部では淡水(あ お)

取水 を行 っていた所 は感潮域 に含 まれる。

鰭条(き じょう)ヒ レに見 られる筋。棘 と軟条の こと。

汽水域(き すいいき)河 口付近に見 られる海水 と淡水の混 じりあった塩分

の薄 い水域の こと。塩分 に触れると河川水 に含 まれていた物質が凝集沈殿

す るため、潟泥のあるところ と考 えてもよい。

棘(き ょく)鰭 条のうち、硬 くて先端の とがっているもの。

銀毛(ぎ んけ)サ ケ ・マスの仲間で河川で生活 していた幼魚が、降海に備

えてパーマークが消失 して銀一色 になった もの。スモル トともいう。

ケイ藻(け いそう)ケ イ酸質の殻を持つ単細胞植物。潟泥の表面の黄土色

や河川中流域の石の表面のヌメリはケイ藻の集団による。水生昆虫や魚の

餌 となる。

固有種(こ ゆうしゅ)世 界中で狭い特定の地域にしか生息しないもの。

婚姻色(こ んいん しょく)産 卵期 に現れる目立つ色合 いの こと。野生動物

では、雄 に現れるものが多い。

在来種(ざ いらいしゅ)外 来(帰 化)種 や国内で も別 な水系か ら移入 され

た種 に対 して、 もともとその地域 に生息していた種。

仔魚(し ぎょ)ふ 化 してから各鰭条数が成魚 と同じになるまでの個体。

脂瞼(し けん)眼 や眼の周囲に見られる透明な厚い膜。前方視界の確保や

水の抵抗を抑える働きがある。

止水域(し すいいき)湖 沼や人工的に作 られたため池や クリークな ど流れ

のほ とん どない水域。

沈み石(し ずみい し)河 床 に見 られる石で下面が半 ば土砂に埋没 してい る

もの。ハゼ科 などの産卵床 となる以外 は、利用する魚はあ まり多 くない。

すみわけ 同じ生活様式をもつ2種 が生活の場所や時間を違えることで、競

争 を回避 して共存 を可能 としていること。

瀬(せ)川 の浅い ところを示す。魚に とっては餌場 として機能することが

多い。 白波が立つような場所 は早瀬 といい、底質は浮 き石になっているこ

とが多い。水面が穏やかな場所は平瀬 といい、底質 は沈み石 になっている

ことが多い。

側線(そ くせん)水 流や水圧 を知覚する器官。多 くの魚の体側に点列状 に

並んでいる。

託卵(た くらん)子 供の世話 をする動物の巣を乗っ取 り、 自分の子供 の世

話 をさせること。オオ ヨシキ リに託卵するカッコウなどが有名である。

稚魚(ち ぎょ)鰭 条数が成魚 と同じになってか ら、鱗が完成す るまでの個

体。

地方名(ち ほうめい)標 準和名に対 して方言での呼び名 のこと。同じ呼称

でも地方によっては別な ものを指していた り、利用価値 の低いものは区別

せず数種を混称 していた りするので注意 を要するが、 その地方の文化 と生

き物 との関わ りや利用度 を推測することができる点では重要である。
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軟条(な ん じょう)鰭 条のうち先端の とがっていない もの。柔 らか く節が

ある。最後の2本 の軟条は付け根 で癒合 していな くて も1本 と数 える。

年魚(ね ん ぎょ)シ ロウオやハゼクチのように誕生か ら1年 で一生を終え

る魚。ただし、古文書では特にアユのみを示 している。

パーマーク サケ ・マスの仲間で淡水で生活する幼魚期の体側に共通に見 ら

れる小判型 の模様。サクラマスの河川残留型であるヤマメなどは成熟 して

もパーマークは失われない。

標準和名(ひ ょうじゅんわめい)日 本国内で通用す る標準的な生物名。学

名 と異 なり変化す ることがない。

富栄養化(ふ えいようか)栄 養塩類が増加 すること。 また、その ような湖

を富栄養湖 といい、植物 プランク トンによって緑色に濁っている。

淵(ふ ち)川 で水深が深いところ。県内では 「がぶ ろ王 とよばれ、魚の住

みかになっていることが多い。瀬 よ りも流速が遅 いため、シル トを堆積 さ

せ るため健全な淵のある河川では瀬 も健全に保 たれ る。淵 ほど深 くない場

合 には 「トロ王 と呼ばれる。

PH(ペ ーハ ー)水 素イオン濃度 のことで、PH7が 中性。それ より大 き

い方がアルカリ性、小 さい方が酸性。PH1、14が 最 も酸性度、アルカ リ

性度が強い。

未成魚(み せいぎょ)う ろこが完成 してか ら最初 の成熟を迎 えるまでの個

体。

幼魚(よ うぎょ)ふ 化 してか ら成魚 になるまでの個体 を一般的に示す。厳

密 な意味では使用 しない。

陸封(り くふ う)本 来 は海 と淡水の間を回遊 していた魚が、何 らかの原因

で一生を淡水で過 ごす ようになること。

魚の各部名称

全長

背びれ

側線

鰐ぶた

胸びれ
復びれ

尻びれ

尾びれ

軟条

体長

・腹 中線

背中線

〈縦扁〉〈側扁〉
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スナヤ ツメ
Lethenteron reissneri

ヤツメウナギ科

地 方名 やつめ うな ぎ、め くらうなぎ(幼 生)

大 き さ20cm

生息域 中～下流域

ヤツメウナギの仲間は、国内で回遊性の ミツバヤツメとカワヤツメ、一生

を淡水で過 ごすシベ リアヤツメとスナヤツメの4種 が知 られている。県内で

普通に見 られる20cmほ どのヤツメウナギはスナヤツメ と考 えてほぼ間違いな

い。しか し、 これ らは互 いによ く似てお り、 その区別 は吸盤状 の口器やその

歯の形 を見 る必要がある。

産卵期は、4月 ～6月 とされ、上流の砂礫底で産卵す る。卵か らふ化する

と3年 間を盲 目のアンモシーテス幼生 として川底 に潜 って、泥底の有機物 を

食べて生活す る。

4年 目の冬には眼、 えら穴 とも完成 して成体になるが、吸血生活は行わな

い。変態 と同時に消化管は退化 し餌 をとらな くなる。春 に産卵 を終える頃に

は体長 も3cmほ ど短 くなって死亡する。

県内では多布施川に多 く、佐賀市水道局付近では3月 ～4月 にかけて石 に

口器で吸着 している姿が岸辺から観察できる。 また、1993年 下流の佐賀市伊

勢町の小水路で昼間に遊泳中のレンガ色 のアンモシーテス幼生が捕獲 されて

いる。 この他、厳木川や田手川にも生息情報がある。田手川ではア ンモ シー

テス幼生 を、「め くらうなぎ」 と呼んでいる。

「かんの虫王の薬 として、 まごたろうむし(ヘ ビ トンボの幼虫)の 代用 とし

て利用 され る。

1993.4.3多 布施川(佐 賀市)

[]器'1993.4.3

多布施川(佐 賀市)

1995.4.24

アンモシーテス幼生

眼は皮下に埋没しエラ穴は

溝状 多布施川(佐賀市)

中原正登氏捕獲
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カ ワヤ ツ メ
Lethenteron japonicum

ヤツメウナギ科

地方名 やつ めうな ぎ

大 き さ50cm

生息域 中～下流域 、玄界灘側 にまれ に見 られ

る

魚類 という言葉は、いわゆる普通の魚である硬骨魚類 とサメやエイなどの

軟骨魚類 の両方を示す ことが多い。 しかし、 このほかにも軟体動物であるタ

コやイカをはじめ、昆虫 と同じ節足動物であるエビやカニなども魚扱いされ

ることも少な くない。国外で も同様で、 クラゲの英名 はジェリー フィッシュ、

イカはカ トルフィッシュといった具合である。

ところで、円口類 に分類 され るヤツメウナギ もウナギ どころか魚です らな

い。あえて言えばカエルやサンショウウオを魚 と呼ぶのに等 しい。しかし、

軟骨 とはいえ脊椎骨 をもつ遊泳生物なので、通例 にならって魚 として扱うこ

とにする。

1993年3月 上旬、唐津市の半田川で47cmの カ ワヤツメが1個 体捕獲 された。

写真の個体 はこの時のものである。カワヤツメは本来、 日本海側では島根以

北 に、太平洋側では茨城県以北 に分布するとされてお り、県内の河川 に遡上

して来 ることはまれである。

ヤツメウナギ類の幼生 は、目が未完成で7対 のえら穴 もまだ溝状 につなが

ってお り、ア ンモ シーテスと呼 ばれる。ふ化後、1年 ほどは河川中下流の軟

泥底に潜って生活 し、変態 して降海する。海では吸盤の ような口と鋭い歯で、

大型の魚に食いつき、吸血鬼のような生活 をする。2～3年 の海中生活の後、

夏場に河川に遡上するが餌 をとらず、春先に産卵 して死亡す る。

遡上期の ものはかな り美味で、新鮮なものは蒲焼 きにする。多量 のビタミ

ンAを 含み、「とり目(夜 盲症)」 の薬 として知 られている。

1993本3.8半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏 捕獲

口器1993.3。8(同 上)
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ウナギ
Anguilla japonica

ウナギ科

地方名 お な ぎ 、 び りん そ一 、 び ろ っ そ 、 よ し

の こ うな ぎ、 あ お、 くろ、 ご ま、 が ね

くい 、 か に くい、 ぎ ん うな ぎ、 くちぼ

そ 、 しけ うな ぎ、 そ うめ ん こ(し らす)

大 き さ100cm

生息域 上流～河 口・汽水域 、ため池 ・ク リー ク

ウナギは12世 紀頃 までは「むなき王と呼ばれていた らしい。「むな き王には「棟

木王「胸黄王「胸開 き王な ど諸説ある。

ウナギを知 らぬ人 はいないが、その産卵生態は最近 まで不明であった。体

内卵が見つか らないため寄生線虫が子供 と間違 えられて胎生 と信 じられた こ

ともある。古 くは、アリス トテレスが「地底か らミミズがわ きウナギ となる王

と書いているし、 日本に も「山芋変 じてウナギ となる王という言葉がある。

現在ではフィリピン沖の300～400mの 中 層で産卵 し海流に乗ってアジア各

地 に分散すると考 えられている。仔魚は柳葉状でレプ トセファルス幼生 と呼

ばれ、近海で変態 してウナギ型のシラスにな り河川 に遡上する。 うろこが完

成 してクロコと呼 ばれる頃には著 しく遡上力を増 し、普段は河川 と連絡のな

いようなため池にまで入 り込む。

昔か ら利用度の高い魚で、県内で も多 くの地方名 を持 つ。玄海側では 「あ

お王、「くろ」、「ごま王の3つ の うちで、「あお王を最良 とし、「ごま王は最下

級 とし養殖の対象 としない。

これに対 し、有明海側では有明海のカキ礁に見 られ る 「しけうなぎ王を最

良、その次 に筑後川 に多い 「あお」を良 とし、「がね くい(く ろ)王 を最下級

とする。かつて養殖が行われない頃、東京築地市場 では有明海沿岸産のウナ

ギは他の産地の約2倍 で取引されていたという。

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)

ウナギのシラス1995.3.28塩Eヨ 川(塩 田町)
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マ アナ ゴ
(レプ トセファルス)

Conger  myriaster

アナゴ科

地 方名 あなご、 ど くら

大 き さ12.5cm

生息域 河 口 ・汽水域

「変態王 という用語 は、成長 に伴 って形態が変化す ることを意味す る用語

で、イモムシが蝋(さ なぎ)を 経てチョウになった り、オタマジャクシがカ

エル になった りすることを示す。魚にも変態す るものが ある。ヤツメウナギ

科の魚は、アンモシーテス幼生か ら変態して成体(親)に なるし、アナゴ科

やウミヘビ科 を含 むウナギ目の魚 も変態す る例である。

これ ら魚の幼生 は透明で偏平 な柳 の葉 の様 な形をしてお り、 レプ トセファ

ルスと総称 される。「薄い頭」を意味す るこの名称は、 これ らの幼生が新種 と

思われていた頃、新属 の呼称 として設定 されたものであった。その後、 これ

らが ウナギやアナゴ類 の幼生であることが判明 して以降は、属名 としての価

値は失われてい るが、現在では単 に柳葉型の幼生を示す名称 として使 われて

いる。

一 口にレプ トセファルス幼生 と呼んで も
、親の種類数だけ幼生の種類があ

るわけで、それが何の幼生なのかは体形や筋節数、微少な色素胞 の有無 など

で区別 され る。

ウナギのレプ トセファルス幼生 もマアナゴの幼生 とよく似るが、 こちらは

約6cmで シ ラスウナギに変態 してしまう。逆に、マアナゴの8.5cm以 下 の幼生

は、まだ発見されていない。

いずれにせ よ 「鮨ネタ」のアナゴや 「蒲焼 き王 になるあのウナギ も子供の

頃は このような姿だった とは、にわかには信 じられない体形である。

レプ トセフ ァル ス幼 生1994.3.29半 田ll1(唐津市)熊 本常夫氏 捕獲

レブ トセファルス幼生1994…3.29(同 上)
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コ ノ シ ロ

KonoSirus  punctatus

ニシン科

地方名 おやの しゃ くせ ん、 この しろ、つ な し、

はび ら、 はびろ

大 き さ30cm

生息域 河 口 ・汽水域

夏 に松浦川河ロの松浦大堰の魚道を見ていると、網を入れな くて も多 くの

魚を観察することができる。40cmほ どの黒色の大型魚の大群 はボラである。

また、そのわきの浅瀬で はヨシノボ リ類 の稚魚の群が流れに抗 して遡上の機

会をうかがっている。流れの速 い魚道のコンクリー ト壁の藻 をつついている

のはセスジボラ、 ときどき姿 を現すのが ヒイラギや クサフグ といった具合で

ある。それ らに混 じって3～4cmほ どのスリムな小魚が数十尾の群をなして、

足下の急な流れに逆 らって上ってい く姿が見える。それがコノシロの幼魚で

ある。

体 は側扁 してお り腹縁 は鋭い稜線 を形成 し、全体 として包丁を思わせ るよ

うな形になっている。また、背 ビレの最後方の軟条が糸状に長 く伸びている

のが最大の特徴である。

ニシンの仲間は主にプランク トンを食べ るプランク トンフィーダーであ り、

飼育 にあたっては ミジンコやブラインシュリンプ(ア ルテミア)を 与 えてい

たが、量の確保がたいへんである。ある日、試 しに与えてみた ミジンコウキ

クサ(1㎜ ほ どにしか成長 しないウキクサの一種)を 喜 んで食べて くれたの

には助かった。口を開けたまま、小刻みに上下 に頭 を振 りなが ら目まぐるし

く泳 ぎ、 ものの数分 もたつ とミジンコウキクサはすべてなくなってしまう。

鮨ネタの 「こはだ」は10cm前 後 のコノシロのことである。 また、 コノシロ

の幼魚に似た 「はだ ら」「もうか り王と呼ばれる魚はサ ッパの ことで、岡山名

物の 「ままか り漬 け王の材料 にされる。県内では利用されないため、岡山に

向けて出荷されているらしい。

幼魚1994.8.11松 浦川(唐 津市)

背 ビレ後端の鰭条が伸張す る

1994.8.11(同 上)
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エ ツ

Coilia nasus

カタクチイワシ科

地方名 えつ、 うばえつ

大 き さ60cm

生息域 下流 ～河 ロ ・汽水域、有 明海側のみ

有明海 は、泥の海 というイメージがあるが、泥が広がってい るのは有明海

の中で も湾奥部だけで、遠か らず消滅する諫早湾 と佐賀県の沿岸 くらいであ

る。この水域が、有明海の生物相の独 自性 を維持 しているといっても過言で

はない。

カタクチイワシ科のエツ も世界中で、有明海湾奥部だ けに生息する日本固有

種で、環境庁により希少種の指定 を受 けている。

体色 は銀 白色で背側が淡青褐色で、生時は金色の輝 きがあるが死ぬ と色は、

さめてしまう。体形 は腹縁が鋭 く、刀のような体形である。胸 ビレの条が数

本、糸状に著 しく伸長 している。主上顎骨の後部 も立派なヒゲを思わせるよ

うに後 に大 き く張 り出してお り、 とて も 「煮干 し王の材料 にされ るカタクチ

イワシの親戚 とは思えない。

有明海沿岸各地 には弘法大師が流 したヨシの葉がエツになった という伝説

もある。

産卵は筑後川 と六角川の感潮域の上限の淡水域 で行 われる。河 口付近でふ

化した稚魚は、河川やクリークで成長 し秋に海 に入 る。

しか し、主な産卵場である筑後川で は、産卵群自体 が漁の対象 となってい

る上 に、筑後大堰 によって大 きな影響 を受 けている。 さらに六角川の場合は、

既に完成 している河 口堰が稼動すれば産卵場その ものが消失す ることになる。

このため、六角川の場合 は重ねて 「佐賀県六角川のエ ツ王 として、地域個体

群の指定 も受けている。

1995.3.14塩EBIl1(鹿 島市)藤 井秀男氏提供
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胸ビ レは糸状 に伸びる1995.3.14塩 田川(鹿 島市)藤 井秀 男氏提供

1995.3.14(同 上)

主上顎 骨は伸長する り995.3.14塩 田川(鹿 島市)藤 井秀 男氏提供

エ サをこ しとるための鯉祀

1995.3.14(同 上)

幼魚1991.8.4

佐賀 江水系のクリーク(佐 賀市)
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コ イ

Cyprinus carpio

コイ科

地 方 名 こい 、 の ご い 、 ひ ご い、 ま ご い

大 き さ100cm

生 息域 上流域下 部～河 口 ・汽水域、 ため池、

ク リーク

水中では屈折率 の違いからあ らゆるものが大 きく見える。慣れない頃はす

べての ものが陸上 の1.5倍 か ら2倍 に見 えてしまうものだ。大学の卒業論文の

ため、潜水調査 をしていた時の ことであるが、川岸 のヨシの根元 のえぐれに

カワムツの稚魚 を百数十尾を数えた ところで、その薄暗い奥に何か気配が し

た。おそるおそる首 を突 っ込 んでみる と、直径3cmほ ど もあ りそうな うろこ

模様 の壁があった。それをた どってい くと、ギ ョッとす るほど大 きな魚の眼

が じろっとこっちを見ていた。冷静に考 えると80cm程 度 のコイだった と思 う

が、その時は1.5m位 に見 えていたわけである。この時以来、川の水 を飲 むこ

とに抵抗 はな くなったように思 う。

コイはヒゲがあるのが特徴のようにいわれるが、2対 つま り4本 のヒゲを

持 っていることはあまり知 られていない。前方の1対 は短 く、後方のヒゲが

長 く目立っ。

昔か ら馴染みのある魚で、以前 は県内の平野部の水田では田植 え後か ら夏

季に水 を落 とすまで水田での養殖が行われていた。草取 りの手間 も省 け、コ

イの成長 も著 しかった という。 また、古 くか ら観賞用 に品種改良 も行 われて

お り、様々な品種が創出されている。 こうした飼育品種は、野生のコイ(ノ

ゴイ)よ り体高が高 くなっており、ヤマ トゴイ と総称 されて区別され ること

がある。

コイ科の魚は口に歯 を持たないため吸引摂餌を行 う。そのかわ り喉 に咽頭

歯を持つ。コイなどの大型魚は、 この歯で貝類な どもかみ砕いて飲み込むの

である。 その威力は10円 玉 をも曲げてしまうほどである。

1993.9.11牛 津川(多 久市)

コイの顔1993.9.11(同 上)
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ゲンゴロウブナ
Carassius cuvieri

コイ科

地方名 ふ な、へ らぶな、 げんごろ うぶな

大 き さ62cm

生 息域 下流域 ～河 口 ・汽水域 、ため池、 ク リ

ーク

もともとは琵琶湖 にのみ生息する日本固有種である。 しか し、以前は成長

が早いことか ら食用 として、近年では釣 りの対象 として各地に移植 され、全

国 に広 まっている。

県内で は昭和8年 よ り、琵琶湖か ら取 り寄せたものを増殖 して放流 された。

その過程で、本家の もの より「優 しい面構 え王に変異 し「栄鮒」の名 を頂戴して

いる。

他のフナが雑食性で ミミズを餌 として釣 るのに対 し、ゲ ンゴロウブナはプ

ランク トンフィーダーであ り、芋や麩等で釣る。体 もプランク トン食 に適 し

た形 に特化 している。例 えば他のフナが水底をあさるために口が下向きに突

出するのに対 し、プランク トンを捕食する本種 は前方 にまっす ぐ突 き出す。

消化管 も2倍 ほど長い。

また、えらの前半分の白色の部分は水か ら餌 をこし取る機能 を持 ち、鰐祀

(さいは)と 呼ばれる。この鯉杷は他 のフナが50本 前 後なのに対 して、プラ

ンク トン専食するゲンゴロウブナは110本 ほ どである。見分けがつかない場合

は、 この鯉杷の数 を数 えればよいのだが、厄介なことに野生化 したゲンゴロ

ウブナには鯉祀数が90本 程 度 しかないものがいる。おそらく、在来のフナ と

交雑 しているのだろう。釣 り人 はこれ を 「はんべ ら王「あいべ ら」等 と呼んで

いるようである。

プランク トン食性で成長が速 いことか ら、富栄養湖の多いフィリピンへ移

植され、地元の漁師か ら有 り難がられ、時の大統領夫人の名前 を頂 き 「イメ

ルダフィッシュ」の名 を頂戴 したそうである。しか し、マルコスなき今では

一体 どういう扱 いを受 けているのだ ろうか。

1992.9.12田 手川(神 埼 町)

ゲンゴ ロウブナの顔1992.9.12(同 上)
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クリークの片隅で 岩田 淡水(佐 賀市)

私が釣 りの対象 とするヘラブナのふるさ とは滋賀県の琵琶湖である。琵琶

湖固有種 のゲンゴロウブナがルーツで、 このゲンゴロウブナを人工的に改良

したのがヘラブナだ。明治時代、大阪の河内地方で大がか りに養殖、全国に

出荷されるようになったため、カワチブナ とも呼ばれているが、佐賀平野ク

リークや北 山ダムにいるヘ ラブナは、佐賀市蓮池町の養魚家が昭和8年 、琵

琶湖産のゲンゴロウブナを親 ブナ として改良し、佐賀 の古い呼び名の栄(さ

かえ)を 取 って 「栄ブナ」 と命名、産卵 フ化 させた体長3セ ンチの稚魚3万

3千 余匹を放流 したのが始 まり。いらい昭和39年 まで県当局や内水面漁業協

同組合 などの手で放流が続 けられ、環境 に恵 まれて在来のマブナをはるかに

しのぐ旺盛 な繁殖力で広が り、九州のヘラブナの宝庫 といわれるまでの魚影

となった ものである。

佐賀平野のたたず まいは近年、大き く変容 した。大小迷路の ようだったク

リークが土地改良事業 によって統廃合 され、人間的サイズ を超 える直線の水

路に画一化 された。 それ と一緒 にネコヤナギな ど田園に彩 りを添 えていた

木々の緑 も消えて しまった。集落が緑のべ一ルを取 りはず されて、不思議 に

遠 く、そしてひとかた まりに見えるようになった。 むかし、佐賀平野のクリ

ークには 「ヌクメ王という人工魚巣が設置 してあった。ヌクメの語源は 「温

める王である。ぬ くぬ くと保護、温存す るという意味だ。水落ち後 ここに居

着いたコイやフナを獲 る堀干 しと泥揚 げは佐賀平野 の農家の年中行事であり、

風物詩で もあった。しかし、姿 を消 した。農業の変革、農村の生活様式の変

化、都市生活者 との混住化、それに伴う共同体の崩壊…時代の流れ という言

葉だけではす まされない寂 しさを釣 りが趣味の私 は感ぜずにはおれない。

あの浮 き草のホテイアオイ。堀 の片隅 に浮かび、淡紫色 の花を咲かせてい

た間は、可愛い気 もあった。が、いまはどうだろう。汚れた水の栄養 をたっ

ぷ り吸収 して、ネズ ミ算式 に大繁殖 し、堀を占拠 している。浮き草稼業の気

ままさなんて、 うっか り気 を許 した人間を嘲笑するかのようではないか。

魚たちは本能的に敏感だ。 こんな場所か らは脱 出する。だか ら堀によって

魚影 の濃淡が極端 だ。釣 りのポイン ト選びの ヒン トにはなるが、悲 しい こと

である。自然のなか に自らを没 し、魚たちと対話する釣 り。私たちは佐賀平

野のクリー クをこよな く愛 している。 クリークを単 にかんがい用水確保 とい

う 「有限の価値」化するのではな く、水遊びや釣 りを通 して語 らう 「無限の

価値王ある場 として生かす ことが大切ではないだろうか。

(いわた ・たんすい、本名 ・岩田誠、佐賀県内水面漁場管理委員、日本へら

鮒釣研究会本部常任理事、同佐賀さかえ支部長)

魚の たまり場 「ヌクメ」
堀覚え書き

佐賀平野 に網の目の ように発達 している堀(ク リーク)は 、江湖(え

ご)の 名残だ。 この堀に、所々に魚を集めるために 「ヌクメ」が作 られ

ていた。堀底を深 く掘 り下げ、材木を立て並べ魚のた まり場 とした もの

で、「カメ」とか 「ガメ王とも呼ばれた。 これはヌクメに割れた瓶(か め)

を入れることが多いことか ら命名 された らしい。

規模 は瓶 を入れただけの ものから、中には大工の手 を入れ、棟 を張 り、

ヌクメ内が小屋 ぐらいのものもあった という。材料 の木 は松 を1年 間水

に浸 しておき、つるつるに皮がはげたものを使 うと魚の付 きが よく、位

置 は日当た りのよい深みで、入 り口が南向きが最上 とされた。
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ギンブナ

コイ耕

地方名 ぎんぶ な、ふな、ほんぶ な、 まぶな

大 き さ25cm

生息域 中流 ～河 口 ・汽水域、 ため池 ・ク リー

ク

フナは急流以外な ら、 どこにで も見 られ る普通の魚である。裏 を返せば、

環境に非常によく適応するいうことで もあり、事実大 きな形態的変異が見 ら

れる。例 えば、ため池のギンブナは体高 も高 くゲンゴロウブナ も顔負けであ

った りする。 その上、分類 も混乱 してお り意外 に面倒 な魚である。

金魚を含めて、他のフナ類の染色体数は100本(2倍 体)で あるが、ギンブ

ナだけは、150本(3倍 体)で ある。3倍 体 は種な しスイカの例のように、子

孫を残すことができないはずなのだが、 どっこい3倍 体のギンブナは立派に

繁栄 してい る。

実 は、ギ ンブナは雌性発生 という特殊 な発生 を行 う。精子は発生のきっか

けを与えるだけで、受精の直後に精核 は卵か ら放出され、父親の形質は遺伝

せず、子供 は母親 とまった く同一な遺伝子 を持つ クローンとなる。そのため、

発生 の開始 には ドジョウの精子さえも有効であ り、その場合 もあいの子 を生

じるようなことはない。実際、関東地方のギンブナは雌ばか りだ とい う。

以前 に県内で調べた十数匹の中には、雄 は少なか らずいたのだが、不思議

なことにすべて15cm以 下 であ り、雌 は18cm以 上 のものばか りであった。

時折、三つ尾のフナが捕獲 されることがある。金魚 とフナ類の「あいの子王

と考えられてお り 「鉄魚王 と呼ばれている。染色体数の関係でギ ンブナ とは

関係ないはずであるが紹介 してお く。また、 まれ にコイとフナ類の雑種 も生

まれることがあるが、 こちらはコイナ と呼ばれる。

1994.5多 布 施川(佐 賀市)

ギンブナの顔1994.5(同 上)

Carassius auratus langsdorfii
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オオキンブナ
Carassius auratus buergeri

コイ科

地方名 きんぶな、ふ な、ほんぶな、 まぶ な

大 き さ30cm

生 息域 中流～河 口 ・汽 水域

琵琶湖から移入されたゲ ンゴロウブナ と区別 して、在来のフナはマブナと

も呼ばれる。 しか し、必ず しもマブナ=ギ ンブナという図式は成 り立たない。

日本固有種 のゲンゴロウブナを除 き、ユーラシア大陸にはキンブナ系 とギ

ンブナ系のフナがあるとされる。

日本 にも全国に分布するギンブナの他に、キンブナ系のフナ として、東 日

本のキンブナ(15cm)、 諏 訪湖一帯 のナガブナ(25cm)、 琵琶湖には鮒寿司に用

いられるニゴロブナ(35cm)が 分布 し、西 日本 にはオオキンブナが広 く分布 し

ている。

ギンブナより体高が低 く顔立ち も異なる。体色 もギンブナのオ リーブ色 に

対 し黄色が強 く、腹側の各 ヒレも赤みが強い。食性を反映 して鯉杷数 も少な

く消化管 も短い。背ビレの軟条 は14～16本 でギ ンブナの17本 前後 よりやや少

な く、その分背 ビレの基底長 も短 くア ンバランスな感 じを受 ける。

しかし、特 に九州のオオキンブナは形態的には、ギンブナ と微妙に重複す

るところが多 く、何をもって区別できるとは明言しかねるところがある。確

かに、河川に見 られる30cmほ どのフナは体高が低 く、体色 も黄味が強いのだ

が、背ビレ条数は17本 で あることが多い。ただ し、松浦川のフナは背 ビレ条

数が16本 の ものの割合が高いようだ。

フナ類 自体が多形性 の魚で変異 に富むため、分類 も混乱 してお り、学名 も

流動的である。いずれにせ よ、泥臭い魚の筆頭であるフナにも、"き んさん"

と 、"ぎんさん"が いると言 うことには違いはない ようである。

1994.5.5塩 田川(塩 田町)

オ オキンブ ナの顔1994。5.5(同 上)
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ヤ リタナ ゴ
Tanakia lanceolata

コイ科

地方名 たばや、で んぼや、べんばや、べ にば

や、あかぶ ち

大 き さ10cm

生息域 中～下流域

和名は 「槍」のような 「たなご」の意味である。かつて、唐津 に勤務 して

いた頃、生徒 に名前 を聞かれてそう教 えたところ、川にもタナゴがいるのか

と驚かれた ことがある。海 に棲 む方はウ ミタナゴ といい、コイ科のタナゴ類

とは 「あかの他魚」である。

しか し、その繁殖法はいずれ も変わっている。ウ ミタナゴの方は胎生(卵

を体内でふ化 させ稚魚を出産する)の 魚 として有名である。 これに対 しコイ

科のタナゴ類 はイシガイ科 の淡水産二枚貝の中に卵 を産みつける。

ヤリタナゴの雄の婚姻色 は背側が緑青色を帯び、胸 ビレ付近の腹側は淡い桃

色で美 しい。 また、背ビレと尾ビレの縁 には赤色 の帯が見 られるが、特に尻

ビレは鮮やかである。産卵期は春か ら夏にかけてであ りそれ以外の季節では

婚姻色は消失 している。 しか し、水槽内では水草 を多 く入れた り十分な隠れ

家を与えることで リラックスさせてお くとほぼ1年 中雄の婚姻色 を保つ こと

ができる。 これに対 して、雌の体色 は肩に不明瞭な暗色斑が見 られ るが基本

的に銀一色で、短 い産卵管がある以外、これ といった特徴はない。

タナゴの仲間では比較的流れの速 い水域 を好み、県内河川の中下流域に広

く分布する。体高が低 く眼径ほ どもある長い1対 のヒゲを持つ ことの他に、

背 ビレの条ではな く膜 の方に紡錘型 の黒色斑が1つ ずつあ り、全体 として1

列 に並んでいることが特徴である。 これ らの形態的特徴 は同属のアブラボテ

にもあてはまるが、色彩が大 きく異 なるため、背ビレの膜 を見ることがヤリ

タナゴの最 も確実な識別法である。

婚姻色1993.4.3多 布施川(佐 賀市)

婚姻色 の現れは じめた雄

1993.4.3(同 上)
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アブラボテ
Tanakia limbata

コイ科

地方名 たばや、でん ばや、べんばや、べ にば

や、 しぶたい、 しぶたご、 しびん た

大 きさ7cm

生息域 中流域

県内で は、タナゴの仲間 は 「でんぼや、べんばや」等 と混称 されるが、ア

ブラボテだけは 「しぶたい、 しびんた」等 と呼ばれ、他のタナゴ類 と区別 さ

れることがあるようである。県外 には 「くそばえ ・くそぶな ・にがぶな」な

どの地方名がある。 いずれ も、鯛、脆(は や)、 鮒 に似た まずい魚、 または体

色か ら出た呼称 と思われる。和名のアブラボテは油色の平たい魚の意味で、

もともと大阪付近の呼称である。

タナゴの仲間では最 も速い流速 を好み、名古屋以西に広 く分布す る。瞬発

的な突進速度がずば抜けてお り、水槽の中で飼育すると他のタナゴ類 よ りも

よく馴れ、持 ち前の突進力で餌 を独 り占めし、成長速度 も他 を圧倒する。

貝か ら泳出したばか りの稚魚は他のタナゴと同様 に背 ビレにカゼ トゲタナ

ゴを思わせ るような黒色斑紋が見 られ るが、2cmを 超 える頃には消失 して、

背 ビレと尻 ビレの先端がやや黄土色 を帯 びて くる。 さらに、 ヒレを含 めた体

全体が黄土色 を帯び る。成熟すると黄緑暗褐色 に変化する。黄土色だったヒ

レは、黒色 と鮮やかなオ レンジ色の縞模様が現れシックな色調になる。 また、

このような婚姻色 は、九州産のものが一際鮮やかであるらしい。

成熟 した雄の鼻先には白色のいぼの様な構造が見られる。これは「追い星」

と呼ばれる角質化した固い組織で、成熟した雄によく発達する。繁殖期に他

の雄を突っついて排除する時に使われる。

初めて見た人は皮膚病 と勘違いするようであるが、人間で例えれば思春期

のニキビの様なもので、繁殖期の終わりには脱落してしまう。

婚姻色1991.10.27多 布 施川(佐 賀 市)

1994.8.1六 角川(武 雄市)
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セボシタビラ
Acheilognathus tabira subsp.2

コイ科

地 方名 たばや、でん ばや、 べんばや、べ にば

や

大 きさ8cm

生息域 中流域、小水路

タナゴという名前は、その側扁 した体形か ら 「タイの子」が託 った もの と

いわれている。 これに対 してセボシタビラのタビラとはタナゴの古名で、手

のひらのような平たい魚、という意味 らしい。

タビラの仲間は東 日本のアカヒレタビラ、西 日本のシロヒレタビラ、北部

九州のセボシタビラの3亜 種に分 けられている。本州産の2亜 種 は雄の尻 ビ

レの縁が それぞれ赤や白の婚姻色 を呈することか ら、セボシタビラは未成魚

の背 ビレに見 られる黒色斑(背 星)か らつけられた名である。

ほとんどのタナゴの仲間は稚魚期 に、背 ビレの前端 に黒色斑が見 られるが、

セボシタビラの黒色斑 は少 し後退 した位置(第4軟 条～第6軟 条)に あ り、婚

姻色 を発現する直前 まで見 られる。

ヒゲはヤ リタナゴとカネヒラの中間で眼径 の1/2程 度。体形 はヤ リタナ

ゴに似 てお り、婚姻色以外では背 ビレの黒色点列がカネヒラの様 にヒレの筋

(軟条)に あること、尾部 に短 い青色の筋(縦 条)が ほんの りと見 られるこ

とで区別で きる。やや流れのある砂礫底 を好 み、産卵期 は2月 下旬か ら8月

上旬 までの長期にお よぶ。

県内には7種 のタナゴの仲間が存在するが、 このセボシタビラについては、

田手川で1個 体を捕獲 したに過 ぎない。しかし、筑後川 をはさんだ福岡県柳

川市付近 には多い という。 また、長崎県壱岐にも多 く生息するという。

なお、唐津市在住の荒巻裕氏 によると、大分県玖珠盆地で発見 されていた

ヤ リタナゴと思われていた化石 は、骨の形態よ りタビラ類の化石 と判断でき

るとい う。

婚姻色1993.12大 牟田市

婚姻色の現れはじめた雄

背ビレに黒色の 「ホシ」がみえる

1993.12(同 上)
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カネ ヒラ
Acheilognathus rhombeus

コイ科

地方名 たばや、 でんばや、べん ばや、 べにば

や

大 きさ13cm

生息域 中流～下流域

日本最大のタナゴで、県内全域の平野を流れる河川に普通に見られる。し

かし、全国的には琵琶湖から広島県東部までと北部九州に分布するのみであ

る。

雄の婚姻色は大変豪華である。白濁 したピンク色に染 まった尻 ビレと後方

に伸長 した背 ビレを一杯 に広げて縄張 りを主張する様子は、他のタナゴを見

慣れた目には 「でかい」の一言 につきる。特 に10cmを 超 えるような大型の雄

の頭部 は金属光沢 を増 し、 まるで鉄兜をかぶ ったようで異様な迫力 さえある。

バラタナゴ類 をそのまま大き くしたような魚であるが、微小 なヒゲ を持ち

体側のブルーの線 は境界が不明瞭で金属光沢 もない。 また、やせた未成魚 は

体高 も低 くヤ リタナゴと紛 らわしいが、背 ビレを広げて黒色点列の位置を見

ればよい。夏の終わ り頃か ら婚姻色 を呈 し始め、水面上からも美 しいピンク

色の尻 ビレで一目でそれ とわかる。

産卵は秋で、優勢な雄が二枚貝を中心に縄張りを作る。他の雄を追い払い、

陶酔したような表情で体をけいれんさせ雌を誘う。雌は臭いで貝の出水管の

位置を確認 し、腹部を貝に打ちつけるようにして産卵管を挿入し、瞬間的に

1個 から数個の卵を産みつける。直後に雄は雌を追い払い入水管の前で放精

する。こうした一連の動作を何回も繰り返す。稚魚は冬を貝の中で過ごし、

4月 頃に貝から泳出する。泳出して間もない稚魚の腹部はシマヨシノボリの

雌の婚姻色のような鮮やかなコバルトブルーである。

飼育は容易で観賞価値も高いが、植物食性が強い雑食性のため水草をかじ

って丸裸にしてしまう難点がある。

婚姻色1990.8.4城 原川水系の水路(干 代田町)

幼魚1993.5.24城 原川(神 埼町)
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タイリクバラタナゴ

Rhodeus ocellatus ocellatus

コイ科

地方名 たぼや、 でんぼや、べ んばや、 べにば

や

大 きさ8cm

生息域 小水 路、ため池 ・ク リーク

タイ リクバ ラタナゴは和名が示す とお り、本来は中国大陸 と台湾に生息す

る魚である。太平洋戦争中に食料確保のため、中国か らソウギ ョ等が関東に

大量 に移入された折に"密 入国"し た らしい。後 日、卵 を産 みっけられた二

枚貝が琵琶湖 に移入 され、以降、毎年各地で行われるアユやフナの放流 に混

入 してあっとい う間 に全国にバラまかれてしまった。

また、その美 しさか ら観賞魚 として売買 され、その一部が自然界 に 「捨て

魚」 された ことも急激な分布拡大 の要因になっているようだ。

タイリクバラタナゴはヒゲもな く日本固有亜種のニッポンバ ラタナゴと非

常 によ く似ている。最大の識別点は、腹 ビレ前端 に真珠光沢のある白線が見

られることである。しかし、雌やニ ッポンバ ラタナゴ と交雑 した ものでは見

られなかった り、不明瞭であることが多い。 そのほかの特徴は、大型でニ ッ

ポンバ ラタナゴが成熟するサイズになって も背 ビレに幼魚期にみられ る黒色

斑紋が残っているし、成長すると体長が6cmを 超 える。 また、額の角度が小

さいため、その分背中の盛 り上が りが きつい。雄 の腹部や尾柄 の婚姻色がニ

ッポンバ ラタナゴが朱色に近いレンガ色で腹 ビレが黒ずむ ことが多いのに対

し、 タイ リクバラタナゴの婚姻色は真紅 のバラを思わせ る紅赤色で、腹 ビレ

は透明である等があげられる。

県内では、武雄市、鹿島市、有田町等の県西部に多いが、その他の地域 に

も雑種 と思われ る個体が点々 と生息 している。 この中で、鹿島市北部 の用水

路には、明 らかなタイ リクバ ラタナゴの特徴を備 えた ものばか りが多数生息

している。

婚姻色1992.6塩 田川水系のクリーク(鹿島市)坂 本兼吾氏捕獲

1994.5.5塩 田川水系のク リーク(鹿 島市)
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ニッポンバラタナゴ

Rhodeus ocellatus kurunmeus

コイ科

地 方 名 たぼや、で んばや、べんばや、べ にぼ

や

大 きさ5cm

生息域 小水路、 ため池 ・ク リー ク

小学3年 生の頃、学校の帰 りに佐賀城の西堀端の浅瀬でレンガ色の腹 を見

せなが ら、盛 んに餌 をついばんでいるバラタナゴを見つけて 「熱帯魚がお堀

におる」 と思った ことを今で も鮮明に思い出す。

かつて、西 日本のため池な どに普通 に見られた この魚は、環境庁 によって

絶滅危惧種 に指定 されている。

本種の絶滅の危機 は、他の動物 とやや意味合いが異な り近縁のタイリクバ

ラタナゴと交雑 してしまうことで、 日本固有亜種が消滅するということにあ

る。 日本の淡水魚は、中国大陸か ら陸続 きとなった時代に渡って きて、その

後 とり残され、別(亜)種 として分化 した ものである。

長い地球の歴史の中では、種の分化 と平行 して、分化の途上 にあった もの

同士が再び同化す ることは別 に珍しい ことではないかも知れないが、それが

人間の手で行われ るとなると話 は別である。

現在、大阪産 のものが東京の赤坂御用地にて保護されているが、本家の大

阪では既に雑種化 してしまっている という。

県内で も西部 を中心 に既 にタイ リクバ ラタナゴの侵入が確認 されてお り、

佐賀城跡のお堀でも雑種化が確認されている。佐賀市近郊は全国で も最後の

天然の生息域 と思われる。行政等による緊急な隔離保護の施策を期待 したい

ものである。

繰 り返すようだが、本種の最大の脅威 は遺伝子 の撹乱である。ニ ッポン型

に見 えてもタイ リク型の遺伝子 を潜在 している可能性が あり、卵 を保持 して

いる可能性のある二枚貝 も含めて、別の水域への放流は厳に慎んでいただき

たい。

婚姻色1992.5.5多 布 施川水系のク リーク(佐 賀市)

産卵管の伸びはじめた雌

1992.6晴 気川水系の水路(小城町)
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カゼ トゲタナゴ
Rhodeus atremius atremius

コイ科

地方名 たばや、でん ばや、 べんばや、べ にば

や

大 きさ5cm

生息域 小水路、 クリー ク

カゼ トゲタナゴの雄 は産卵期 には愛 くるしいアイラインと口紅で、雌 を誘

う。 ヒゲもな く一見バ ラタナゴ類 に似 るが、肩部の金属光沢がな く、体側 の

ブルーの線 も色彩が異なる。つま り、バラタナゴ類 は水色の線が背 ビレの起

点よ り後方から始 まって、尾柄付近で細 まって消え入 るように終わ る。雌 は

線自体 が細 く目立たないことがある。 これに対 してカゼ トゲタナゴではコバ

ル トブルーの線が背 ビレの起点よ り前方で始 まり、尾柄末端で太いまま断絶

する。雌 も雄 と同様であるがむ しろ紺色に近い。 また、その延長の尾 ビレの

基部が雌雄 とも黒ずむ。

カゼ トゲタナゴは世界中で北部九州 にのみ生息する極端 に分布域の狭い魚

である。河川や クリークも利用 しないことはないが、む しろやや流れのある

水の澄んだ小水路 を好 むので農業用水路は主要な生息地であった。

ところが近年、そのような環境 は、圃場整備 によって単調で巨大 な水路に

変わってしまった。 また、宅地化 によって三面コンク リー ト張 りになった り、

土砂 の堆積で水深が異常 に浅 くなった りして、徐々に、かつ確実に悪化 して

いる。

現在、本種にとって一番安定した環境は、意外にも佐賀市街を網羅する多

布施川の小支流かも知れない。

広島県東部から兵庫県西部には、別亜種のスイゲンゼニタナゴが生息する。

素人目には同じに見える両亜種が離れて分布していることは日本列島の成立

を考える上で興味深い。残念ながら佐賀ほど平地の多くないこれらの地域に

分布するこの魚は、開発によって生息環境を奪われ、絶滅の危機に瀕してい

る。

雄1992.6晴 気川水 系の水路(小 城町)

雌1993.8晴 気川水系の水路(小城町

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



淡水魚 と
二枚貝について

タナゴの仲間が二枚貝 に産卵す ることは広 く知 られている。一方、二枚貝

の幼生(グ ロキディウム幼生)は 、一時期 ヨシノボ リ類 を中心 とした魚類 の

体表 に寄生する時期がある。つま り、タナゴは二枚貝 を 「ゆ りかご王 として

利用 し、二枚貝は魚類 を分布拡大のための移動手段 として利用 し、お互いに

持ちつ持たれっ(共 生)の 関係を保 っているのである。

二枚貝は呼吸のために、新鮮な水を入水管から取 り入れ、えらを経由して

出水管から排出する。 この時、水の中か ら微小な有機物 をろ過 して食べてい

る。 その食性 と高水温や酸欠 にも弱いため、長期間の飼育はかな り難 しい。

飼育下のタナゴ類 の繁殖のためには、カネヒラを除いては、むしろ人工授精

の方が確実で安心である。

県内では、イシガイ科の トンガリササノハ、 ドブガイ、マツカサガイ、イ

シガイのほかにシジミガイ科のマ シジミ、ヤマ トシジミ等が分布す るが、シ

ジミガイ科の貝は産卵 の対象 にはな らない。なお県内では、淡水産の二枚貝

を総称 してカラスガイ と呼ぶ ことが多いが、本物のカラスガイは分布 しない

ようである。

また ドブガイについては、従来タガイ、ヌマガイ等 という名称が使われて

きたが、それ らは生育環境の違いによる変異 に過 ぎず、近年では同一種 の「型」

として区別 されているに過 ぎない。

タナゴ類の雌は産卵管をイシガイ科の二枚貝の出水管か ら挿入 し貝の中に

産卵する。雄 は入水管 に放精する。精子 は水流 によって運ばれ、貝の内部で

受精する。

卵 は種 によって異なるが、洋梨型～だ円形 でいずれ も、ク リーム色でもち

米 ほどの大 きさである。温度 にもよるが1日 から数 日でふ化す る。

ふ化 した仔魚は刺激 に反応 して泳 ぐことができる。 しか し、眼 どころか頭

す ら完成 していない状態であり、脱 ぎ捨 てられた卵膜がなければ、卵が泳 い

ドブガイの出水管からの匂いを嗅ぐニッポンバラタナゴ。雌は腹部

から伸びた産卵管を挿入して、卵を二枚貝の中に産みつける

1992.5。5多 布施川水系のクリーク(佐賀市)

イシがイの中で生活中のカネヒラの仔魚

1994.12嘉 瀬川水系の水路(久保田町)
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でいるようにしか見 えない。早 くふ化 して反射的に泳 ぐことで、二枚貝のえ

らのポケ ット状 になった袋(鯛 葉腔)に いち早 く入 り込み、外界へ放出され

ないための適応であろう。そのために、卵黄の部分には翼状の突起や表面に

微小な鱗状 の突起 も備わっている。ふ化 した仔魚は約1カ 月あまり、秋 に産

卵す るカネ ヒラの仔魚 にいたっては約半年を、狭いポケ ッ トの中で過 ごして

十分に成長 し、卵黄を吸収 しつ くした頃 に貝か ら泳 ぎ出す。

二枚貝 に卵 を産みつける淡水魚は、タナゴ類のほかにヒガイの仲間が知 ら

れている。 こち らは、大胆 にも産卵 も放精 も入水管か ら行われる。卵 は2㎜

ほどであるが、受精後 に吸水 して5㎜ ほどに膨潤す ることで外界への放出を

免れ る。約10日 でふ化 して貝から泳 ぎ出し、2日 後 には餌をとることがで き

る。 また、近 くに二枚貝が生息 しない場合には石の割れ 目などに産卵するこ

とがある。

タナゴの仲間が二枚貝への依存度が高 く、二枚貝な しでは生息で きないの

に対 して、 ヒガイの仲間の依存度はさほ ど高 くはない。

ドブガイ イシガイ科

中、下流の流れの弱いところや水通 しの良いクリークの砂泥底～泥底に見

られる。殻は薄いが、成長す ると20cmほ どになる。大型 のものは、黒色で殻

頂部がす り切れて白 くなっていることが多いが、小型のものは淡褐色で褐色

や緑色の同心円状 の模様があ り美 しい。かつて、タガイ、ヌマガイと呼ばれ

ていた ものは、現在では ドブガイのタガイ型、ヌマガイ型 とされている。左

右の殻の噛み合わせ部に"歯"(一 般 にちょうつがい と呼ばれる)が ない。

イシガイ イシガイ科

やや流れのある中、下流の砂底 に見 られる。成長す ると6cmに な る。殻頂

付近には織の ような突起が見 られるものが多いが、大型 の個体ではす り切れ

てしまっていることも多い。色は ドブガイ と同じような変化 をするが、黒色

のものの中には虹色の光沢 をもつ場合 もある。

マツカサガイ イシガイ科

やや流れのある中、下流の砂底 に見 られる。成長すると5cmほ どになる。

殻頂付近にはイシガイより広い範囲に明瞭な穎粒状 の突起が見 られ、時 とし

て全体 におよんでいるものもある。稚貝 は淡黄褐色で成長 に伴 って茶味 を増

し、黒色へ と変化 してい く。

トンガ リササ ノハ イシガイ科

やや流れの強い河川や水路に生息す る。成長すると12cmほ どになる。琵琶

湖にのみ生息するササノハガイの河川型 とされ る。タナゴ類 も利用しないこ

とはないが、 あまり好 まないようである。

ドブガイ(みろくぎゃ一) イシガイ マツカサガイ トンガリササノハ

ニッポンバラタナゴの卵

(受精直後)

胚発生は盤割

(受精後絢3時 間)

ふ化直後の仔魚

(受精後約40時間)

ふ化後約20日目の仔魚

この後、卵黄を吸収しつくして、

二枚貝から泳ぎ出す
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春の水辺にて

中島 睦子(佐 賀市)

シソ科のホ トケノザ という紅紫色の花が群が って咲 く畦道、スイバの葉 も

だいぶん大き くなった小川のほとり、キンポウゲの黄色の花、カラスノエン

ドウも可愛い花を付けている。 ああ春になった と実感 する。

そんなの どかな一日、鍋島町の荻野地区のクリークで堀干 し、佐賀ではゴ

ミクイ とか、ゴ ミアゲとも言 うらしい、行事があった。

自治会の方々や子供 クラブ、ボランティアグループ、消防団等の人々が知

恵 と体力を出し合って、数十年ぶ りの堀の大掃除 となった。水車 も大切 に保

管 されていた もの を借 りて踏 めるようにしてある。ポンプや機械の力 を借 り

ク リークの水は段々減ってゆき小魚達が少しで も水の多い方へ移動す る。鮒

などは体を寝かせて泳いでいる。 ウロコがキラキラ光 る。 メダカもいる。ナ

マズ もいる。虹色に輝 くバラタナゴもいる。ナマズや ドジ ョウ等の川魚には

思い出が沢山ある。私が子供の頃は、竹串に刺 した川魚の素焼 きをわ らつ と

に刺 して保存食であった。そのナマズの味噌煮が とても好 きだった。今 日、

久 しぶ りにナマズの味噌汁を頂いた。少 し思い出の味 とは違ったけど懐か し

かった。

小 さい頃、ザルです くったメダカや鮒をバケツや桶 に入れて、餌 はミミズ

や ご飯つぶ、それに防火用水の中に沢山いた ピンピン虫(ボ ウフラの こと、

ピンピン虫 と呼んだ方が より特徴 をとらえているようだけど)を 取って入れ

てや った。迷 い込んで来たカイツブ リもタライに水 を張って入れてみた。で

もす ぐに逃げ られた。子供 なが ら水鳥 ということを知っていた らしい。生 き

物 との付 き合 いは、田舎の子供達に とって当た り前の ことで何で もかんで も

飼っていた。

春、夏、秋 と川遊びは飽 きなかった。川 は今 より身近だった。入 り易 く上

り易いようになっていて、草 も土砂 も石 ころも程よ くあった。今、堀や川が

コンクリー トで整備されている所が多 く子供達 はあまり遊ばなくなった。 も

っと自然 を相手に遊んで欲 しい。ゆった りとした時間を生 き物達 を見つめな

が ら、遊びなが ら共有 して欲 しい。川底 の砂 を素足で踏んだ時の感触や草の

根元 をザルです くって上げる時のワクワクするときめきを体験 させてや りた

い。その為 には、安心 して入れ る川、生 き物達 の棲 める川が必要である。

川が本来の川であるように願っている。

(なかしま ・むつ こ、県緑のア ドバイザー)

堀覚え書き 雨後の 「アガイイオ トリ」

堀の近 くに暮 らす人々 にとって、雨後の楽 しみの一つに 「アガイイオ

トリ王があった。6月 が コイ、フナの禁漁期間 となる以前は、 この梅雨

の時期が 「アガイイオ トリ」の最盛期だった。

「アガイイオ」とい うのは 「上が り魚」の意味で、かんがい用に堀 を満

水にした5月 中ごろか ら、雨がた くさん降 る日に、堀 の魚が岸 のメラク

チ(水 口)か ら、水田に向けて、 よく上 りこむ。

メラクチつまり水の落ち口は、たいてい夏に水車 をかけて水田に水 を

踏み込む場所 となっている。雨で水田にあふれ る水が落ちている時、 こ

こを玉網(タ モ)で す くえば、 コイ、フナ、 ドジ ョウなどが捕れた。 ま

たメラクチの下にウナギウケを仕掛 けてもよかった。水の落ち口は溶存

酸素やえさが豊富で、 しかも水田は産卵場所 として堀の魚が入 り込んで

いった。

また堀端 の夜 は、「夜振(ヨ ボイ)王 と称 してたいまつやカーバイ トラ

ンプ片手に 「アガイイオ トリ」に出かける楽 しみもあった。玉網です く

うほか、狙 いを定めてヤスで突 く攻撃的なもの も。闇夜 にあっちこっち

にたいまつの火が入 り乱れる情景 は、村の子供 に哀愁 と驚異の感情 を与

えた という。
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ハ クレ ン

Hypophthabmchthys molitrix

コイ科

地方名 れ んぎ ょ

大 き さ100cm

生息域 下流域 、ク リー ク、湖 沼

中国原産 の魚で、水中を漂 う有機物 とくに植物性プランク トンや藻類を捕

食す る。成長が極 めて速い ことか らほかの中国四大家魚 と同様 に食用 を目的

として移入され、利根川水系に定着 した ものである。一時期霞ヶ浦での年間

水揚 げが1500tに 達 した ことがあるという。

現在では、埼玉県羽生市 よ り下流の利根川で見ることができる。雨後の翌

朝に1m近 い大物が3mほ どもジャンプす るダイナ ミックな姿を見 ることが

で きるとい う。

同じ属の コクレンに似 るが、体色 は銀白色 で背側 は緑褐色で、暗色 の斑紋

はない。産卵期には雌雄 とも暗紫色の婚姻色が現れるが追い星は生 じない。

体形 は側扁が強 く、 コクレン同様 に腹中線が竜骨状の突起が見 られ るが、突

起はコクレンよ り前方の、のど元か らはじまる。腹側にたれ下がった眼 もコ

クレンほ ど極端ではない。

植物プランク トン食に適応 して、鯉杷は同 じ食性 のゲンゴロウブナ よりも

さらに多 く900本 以上で、互いに合着 して不規則 な隙間があいている。空気呼

吸 も行 うことがで きるため酸欠にも耐性が高 く、アオ コなども食べるため富

栄養湖の浄化に役立つ一方、餌をめぐっての競争に不利 なゲンゴロウブナは

底生生物を食べるように変化 し、数 を減 らしているところもあるとい う。

県内では、1978年 に筑後川での記録がある。おそ らく他の魚の放流に混 じ

って入 ってきた ものであろうが正確な ことは不明である。いずれにせ よ、 ソ

ウギ ョと同様に長大 な河川 を流下しなが らふ化す るため、県内ではやは り定

着 していないものと思われ る。
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コ ク レ ン

Hypophthalmichthys nobilis

コイ科

地 方名 れん ぎょ

大 きさ160cm

生息域 下流域、 ク リーク、湖沼

家で飼 って、直接生活 に役立てる動物を 「家畜」 とい う。ニ ワトリの場合

には 「家禽」 とい う言葉がある。中国の農村では食用 目的で淡水生の大型魚

が飼育 されてお り、 これらは 「家魚」 と呼ばれる。

さして大 きくもない池 に、上層で植物プランク トンを食 うバ クレン、中層

で動物プランク トンを食 うコクレン、水底 の貝 を食 うアオ ウオ、そして岸寄

りで草 を食 うソウギョの四大家魚を、池の状況 を考慮 しなが らコイ、フナ等

とも組み合わせて混合養殖 している。1000年 以 上前 の唐の時代か らの伝統 と

いうことである。

コクレンの幼魚の体色 は金色であるが、成長す るに従 って和名が示すよう

に黒味が強 くなる。 また、体側やヒレには不規則な暗色斑が現れる。産卵期

の雄 の頭部 に追い星 を生 じるが、婚姻色は不明瞭である。体形 は側扁が強 く、

腹 ビレの付 け根か ら肛門にかけての腹中線が、サ ッパやコノシロの腹部 よう

に竜骨状に隆起する。

しか し、何 よりの特徴 は腹側に異様 にずれた眼で、一度見たら忘れ られな

い強烈な印象を与える。この神様 の気 まぐれ としか思 えないような顔 っきは

生 まれながらの ものではな く、5cmほ どの幼魚の眼は体 の中央 にあるらしい。

県内では、1982年 に有明海 の堤防か ら1㎞ 内に設置 されたウケハゼ(漁 法)

で、110cm(11.5㎏)の 個 体が捕獲 されている。おそ らくソウギョなどに混 じ

って放流された ものであろう。 しか し、 ソウギ ョな どと同じ理 由で、定着は

していない もの と思われる。

有明海の ウケハゼで捕獲 されたコク レン(1982.7.29付 佐賀新聞掲 載)
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カワバ タモロコ

Hemigrammocypris rasborella

コイ科

地方名 めだか

大 きさ6cm

生 息域 ため池、 ク リーク

この魚の名前を漢字で書くと「川端諸子」。まるで女性の名前になってしま

う。「諸子」とは小魚の総称で、「川端」は新種記載時の標本提供者の名前に由

来する。

体側に暗色 の縦条があ り、 その上方に金色の筋が光 る。腹側 には大 きく湾

曲する黒色の点列が3列 見 られるが、産卵期には雌雄 ともに不明瞭 になり、

雄は全身が金色 に輝 く。 このため、関西では「きんぼて」「きんじゃこ」などと

呼ばれ る。

県内では、特に本種を示すような地方名はないが、モツゴ等と異なり内臓

を取らずに飴炊きにしても美味と言うことをご存じの方もあり、昔から水田

地帯で利用されていたようである。

水槽内でも簡単に産卵する。気が付 くと水草に淡水魚としてはやや小さめ

の丁度1㎜ ほどの透明な卵を産みつけている。しかし、ふ化までの時間が約

24時間と短 く、気がつかないうちにふ化してしまうことが多い。十分に大き

な水槽ならば自然増殖 も可能であるが、他の魚と同様に卵のうちにタッパー

のような浅い容器に隔離した方が望ましい。

日本固有種で静岡以西の太平洋側、四国の一部 と北部九州に分布する。流

れの緩やかな用水路や川、浅い湖沼やため池に生息する。

生息環境が人間の生活環境と重複するため近年減少が著しく、地域によっ

ては絶滅が危惧されている。

県内でも耕地整理をはじめ、宅地化による水路の陸化や荒廃等不安材料に

は事欠かない。特に目下急増中のブルーギルの生息する水域でカワバタモロ

コが見られないことも非常に心配なことである。

1994.5.5塩 田川水 系のクリーク(鹿 島市)

1992.6六 角川水系のク リー ク(白 石 町)
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ハ ス

Opsariichthys uncirostris uncirostris

コイ科

地方名 なし

大 き さ30cm

生息域 中～下流域

ハスは、本来 は琵琶湖淀川水系 と三方湖に特産の魚であった。 しか し、各

地でアユの放流が盛んになるにつれアユに混 じって放流され、現在では全国

ほとんどの地域 に見 られるようになった。オイカワにやや似てお り、20cmを

超 えるような「しらはや」が釣れたなどと言 うときには、 このハスであること

が多い。

オイカワよりさらに体幅が薄 く(側 扁)、 ほほが広 い。手触 りも表皮がザラ

ッとしてい る割 に腹部 はデロン とした感 じで柔 らか い。最大の特徴 はロが

「く」「へ」の字 に曲がっていることである。

コイ科では珍 しく魚食性があ り、アユを食害するため、県外には懸賞金 を

かけている漁協 もある。あの素早いアユを追尾 して捕食するほどなので、遊

泳力 に優れ、目も大変 いいようだ。

しかし、水槽ではメダカー匹食べたことがな く、やは りコイ科の魚 らしくも

っぱらコイ用の餌 ばか りを食べるので、飼育 は思ったほど難 しくはない。た

だ、慣れていないものは水槽からよ く飛び出してしまうので、1週 間 はあら

ゆる隙間 をふ さいでお く必要がある。写真の婚姻色の現れた雄 の背ビレのけ

がは、 ヒーターのサーモスタッ トを投入するための円形の穴から飛 び出そう

として引っかかった時の ものである。

県内には1978年 に はすでに侵入してお り、現在では県内ほぼ全域の中流域

に見 られるようになった。 また、水通 しさえよければクリークにも見 られる。

婚姻色1991.8.30城 原川(神 埼 町)

未成魚1993.8.29六 角 川(武 雄市)
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オイカ ワ
Zacco platypus

コイ科

地 方 名 あ か は や 、 さん じ、 し らは や 、 は や 、

さ く らば や 、 や まぶ き、 あ か らい 、 あ

か っ ぱ

大 き さ15cm

生息域 中～下流域

川の魚 というものはな じみ深 いようでいて意外 に知 られていない ことが多

い。

そもそも人がそれ らを目にするのは釣 り上 げられたいわば陸に上が った魚

か、そうでなければ水面下 を逃 げ惑 う姿であるか らであろう。また、魚の天

敵 は水鳥であることが多 く、水面上の動 く人影な どには、非常に警戒心が強

い。その上、背中側の黒っぽい体色が保護色 とな り、水面上か らは見つけに

くい。 このような理由で身近な水路や河川に住んでいる魚でも意外に知 られ

ていないのであろう。

オイカワは 「はや釣 り王の対象 として親 しまれている、 ごく普通に見 られ

る魚である。県内で 「しらはや王 といえばオイカワを指す ことが多い。一般

に魚の雄 は繁殖期 になると婚姻色 と呼ばれる派手 な色彩 を呈するものが多い。

その中で も本種 の雄は熱帯魚 も顔負けの極彩色の衣装をまとう。「あか らい」

や 「やまぶき王 とい う地方名は、 こうした婚姻色 の出た雄を示す名称である

が、それが 「しらはや」 と同 じ魚 とは思っていない人 もいる。

カワムツと混称 されることもあるので、簡単 に相違点 を挙 げてお く。

オイカワは体幅が薄 く、うろこがやや大 きく水面上からはうろこが網目模

様 に見 えることがある。 また、カワムツは時に不明瞭なこともあるが体側 に

黒条が見 られるが、オイカワには不規則 な淡色の横帯が見 られる。吻(鼻 孔

の前方)に 朱点が見 られるの もひ とつの特徴である。 また、 カワムツの各 ヒ

レは黄色であることが多い。

婚 姻色1992.8.2松 浦川(伊 万里市)

1994.8.1六 角 川(武 雄市)
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カ ワ ム ツ(B型)

Zacco temminckii

コイ科

地方名 あかはや、 さん じ、 しらはや、 はや、

や まそ う、や まぶき、や まば え

大 き さ15cm

生息域 上流域の下部～中流域

県内では、 フナより体高の低 い淡水魚をお しなべて 「はや王、 また は 「○○

ばや王 と総称することが多い。その中で も個体数が多い本種 はオイカワとと

もに 「はや王 と呼 ばれることの多い魚である。側面のシルエッ トは似 ている

が、体幅 もオイカワより厚 く、体側 に沿った暗色条、雄の婚姻色等によって

明確に区別で きる。実際、 ほとんどの地方名 はオイカワ と混称 しているが、

その実体 はある川ではカワムツを 「やまぶき王と呼びオイカワを 「あかはや王

と呼んでいるが、別の川では逆 にカワムツを 「あか はや王、オイカワを 「やま

ぶき王 と呼んでいるといった具合で、両種 を同一種扱いしていることはほ と

ん どない。

また、「はや王、「しらはや王はオイカワ とカワムツの雌 または婚姻色 の現れ

ていない雄 を示 し、その他 は婚姻色の出た雄 を示す地方名である。生活域か

らきた 「や まばえ王だけはカワムツのみを指 していることが多いようである。

つ まり、オイカワが開けた平瀬 を同 じような大きさの個体が集 まって遊泳

する事が多いのに対 し、カワムツは岸辺の植物が繁茂 したやや流れの遅い淀

みに大小入 り乱れて じっとしていることが多い。カワムツが好 むような環境

は人の手の入っていない山辺に多いのである。

両者 の生活様式の違いは近年の河川改修によって明暗 を分 けた。つまり、

川幅 を広 げ淵 を埋 め、かつ岸辺 の植物を刈 り払 うことで本種 は生活の場を失

い、かわ ってオイカワが増加 した。両者の生息数の比 はその河川の自然度 を

計 る尺度 として も有効なほどである。

婚姻色1992.10.27E]手 川(神 埼 町)

未成魚1993.8晴 気川水系の水路(小城町)
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カ ワ ム ツ(A型)

Zacco sp.

コイ科

地方名 あかはや、 さん じ、 しらはや、 はや、

や まそ う、や まぶ き、ほ りぼや

大 き さ15cm

生息域　 中～下流域、 ク リーク ・ため池

1994年 の夏はまれにみる大渇水で、淡水魚に とっても受難の季節だった。

大挙 して河 口に押 し寄せるはずのヨシノボ リ類の稚魚の姿 はな く、水溜 まり

と化 した中小河川には、産卵 を断念 した らしい婚姻色の消 えた親魚 と流れの

あった頃にふ化 した少数の稚魚が息 も絶え絶 えであった。

そうした中、比較的状況の良かった嘉瀬川水系で久 しぶ りに美 しい婚姻色

の現れたカワムツの雄が捕獲 された。普段 なら見向きもしないところだが、

懐か しい美 しさに見 とれていると何か違 う。背ビレだけでな く、黄色のはず

の胸 ビレ、腹 ビレともに朱色 である。体色 も含 めて不透明な ピンクっぽい朱

色である。

佐賀県産 のカワムツについての疑問が一気 に解 けた。つまり、何故ク リー

クにもいるのか。体側の黒条が淡いものが多 く、時 としてそれが完全 に消失

していることがある。 これら、学生時代 に見た広島のカワムツ と異なる特徴

は、すべて止水域 を好むカワムツA型 の特徴であ り、平野の止水域 の乏 しい

広島で見た ものはすべてカワムツB型 だったのである。 また、県内には、ク

リークに見 られる 「はや王を意味する 「ほりぼや王 という呼び方があり、カ

ワムツA型 の地方名 と考えられる。

追い星の出方 も異なるが、両者の形態的な相違点 は側線鱗数の他に、尻 ビ

レ軟条がA型 の方が1本 少ない9本 であることな どがある。生殖的隔離の成

立 も確認 されてお り、遠か らず別種 とされ るようであるので、 この場 もこれ

に従 うことにした。

婚姻色1994.8多 布施川水系(佐賀市)

1994.8(同 上)
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ヒナ モ ロ コ

Aphyocypris chinensis

コイ科

地方名　めだか

大 き さ　 6cm

生息域　 細流、用水路、 ため池 ・ク リーク

ヒナモロコは国内では福岡市を中心 とした北部九州にのみ生息す るとされ

る絶滅危惧種 である。福岡市 はシンボルフィッシュ として保護 を行 っている。

　カワバ タモロコによく似るが、 こちらの方が体高が高 く体幅 も薄 く、全体

的に平べったい。 ヒナモロコはむしろ寸胴である。 また、カワバタモロコの

腹 ビレと尻 ビレの間の腹縁は竜骨状の突起 になってお り、腹部の後半の肋骨

は浮 き出ていることが多い。体側 には3本 の点列が大 きく腹側へ湾曲してい

る。これに対 して ヒナモロコは全体に地味で、体側の黒色点列 は斜め後方に

直走す る。

　カワバ タモロコが周年、ため池 に生息するのに対 して、 ヒナモロコは用水

路や流れの緩やかな細流 に生息 し、冬 はため池で越冬する。福岡市近郊では、

このような水田地帯 はとうの昔に宅地化され、水路 は埋 め立てを免れていて

も排水溝 と化 してお り、天然水域では絶滅 した と考 えられていた。 しかし、

1994年12月 に福岡県田主丸町の用水路で98尾 が捕獲 されてお り、周辺地域 の

状況 の良いところにはまだ生存 している可能性 はある。

　県内では、1978年 に筑後川、巨勢川、多布施川、城原川、松浦川で確認 さ

れているが、それ以降の確認例はない。県内でもヒナモロコの好 む両側か ら

ヤナギや草の垂れ下がった様 な細流は見 られな くなってしまったが、何 とか

生 き残 っていて欲 しい ものである。

1993.4　飼育個体　中嶋秀利氏提供

1993.4(同 上)中 嶋秀利氏提供
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体長102.0cm、体重12.3kgの成魚
1994.11.21　六角川水系のクリーク（武雄市）
岩永行弘氏捕獲（坂本兼吾氏撮影）

 



タカハヤ
Phoxinus oxycephalus jouyi

コイ科

地方名 あぶ らばや、あぶ らめ、 あぶ らぼ う、

くそばえ、 どろば え、 はや

大 き さ10cm

生息域　上～中流域

ヤマメが住むような上流域か ら中流域 まで生息する。県内でも、水温の低

い山間部にごく普通 に見 られる。しかし、稚魚の遊泳力が劣るためか、夏季

には意外なほど下流 まで流下 し、カワムツなどの稚魚 と混群 を作っているこ

とがある。

これ までの調査では、松浦川本流 と六角川からは、確認されていない。両

河川 とも規模 の割には源流部の標高が低いため、夏の高水温 に耐えられず、

生息 しないのだ ろうと思 っていたが、六角川の場合、本流にはいないが水 田

のわきの用水路や、谷筋の細流の方には生息 しているらしい。

これ らの両河川の上流部 は河床が岩盤 むき出しの状態で、隠れ家になるよ

うな浮き石が少ない。どうも水温 よりも河床型の方が重要な要素 らしい。 そ

ういえば水槽内では確かに水温25℃ 位 までは平気である。

ヌル ッとした手触 りか ら「あぶ らめ」「あぶ らばや王な どと呼ばれるが、 この

呼称は、平野部 ではヌメ リのあるムギツクやカワヒガイを指す ことがある。

また、体色や味が不味なことか ら「どろばえ王「くそばえ」等の地方名がある。

なお、標準和名 のタカハヤは東 日本 に多い本物のアブラハヤより尾柄高が高

いことか らつけられた名前である。

産卵期は3～8月 と割合長 いが他の多 くの魚のような美 しい婚姻色はない。

ただ雌の上吻が、天狗の鼻 を思わせ るように突出するだけである。 これは、

産卵を砂礫の中に突入 して行 うための適応 らしい。

1990.7本29嘉 瀬川(大 和 町)
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ウグイ
Tribolodon hakonensis

コイ科

地方名 いだ、 ゆだ、 う ぐい

大 き さ30cm

生息域　 上流～ 河 口 ・汽水域

世界 中でコイ科の魚は約300属 に分けられると言われ るが、このウグイ属の

仲間だけが降海するものを含む。

低水温 にも強 く、ダム さえなければヤマメの住 むような上流域 にも見 られ

る。また、青森県の恐山湖 にはpH3と い う強アルカ リ性に もかかわ らず、ウ

グイだけは生息するという。

典型的な雑食性 の魚で、水生昆虫や付着藻類か ら大型動物 の死骸 も食べる。

河川の淵や物陰 に定位 して流下す る餌 を待つ こともあるが、持ち前の遊泳力

で積極的に餌 を求 めることもある。嘉瀬川の熊 ノ川付近では、夕方 に30cmほ

どのウグイが羽虫をジャンプして捕食する姿が見 られ る。

ウグイの産卵 は春で 「す り」 と呼ばれる。雌雄 ともに3筋 の朱赤色の縦条

と黒色帯の織 りなす美 しい婚姻色 をあらわす。大雨の後の増水がおさまりか

けると、砂利が堆積 したばか りの瀬尻の斜面な どに大挙 して突入 して行われ

る。産卵放精の瞬間にはどさくさに紛れて卵 を食べてしまうもの もいるので

このような崩れやすい、つ まり卵が埋 もれやすい所が産卵場 として選ばれ る

のだろう。松浦川では、産卵 のため湖上 してきた群を捕獲す る漁業があ り、

大変美味 との ことである。

うろ このはがれやすい魚で、普段 は捕獲 して もそれが もとで死亡 すること

が多い魚だが、婚姻色が現れる頃には全身に微小な追 い星 を生 じ、サンドペ

ーパーで武装 したようにな り、 うろこもはがれに くくなる。

夏のウグイは 「ね こまたぎ王 ともいわれる。つまり、あま りのまずさに猫

も見向きもしないで、 またいで素通 りするという。 しかし、冬から春の産卵

期 にかけてのものはかな り美味で、塩焼 き、南蛮漬 けや味噌田楽 などにする、

1994.10多 布施川(佐 賀市)古lll国 夫氏捕獲

雄の婚姻色1995.4.25

松浦川(伊 万里市)

雌の婚姻色(同左)
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モ ツゴ
Pseudorasbora parva

コイ科

地方名 い しばや、 くちぼ そ、ぜ ん もんばや

大 きさ8cm

生息域　 中～下流域 、細流、 ため池 ・ク リー ク

クリークなどが生活排水や コンクリー ト化されて環境が悪化すると多 くの

魚が減少す る中で、逆に増加する魚がいる。その代表がフナ とこのモツゴで

ある。 これ らは決 して「汚れた水王を好むわけではな く、競争相手や捕食者が

いな くな り、結果 として増えて しまうのである。

モツゴは県内ではイシバヤ、クチボソ、ゼ ンモン(=乞 食)バ ヤなどと呼ば

れ、 もともと水 田の周囲の小水路やク リークな どに多 く、酸欠 には耐性が高

い魚である。

口は受 け口で上 を向 き、体側に尾 ビレか ら眼をつ らぬいて吻端にいたる黒

色縦条が見 られる。しかし、大型 の個体や繁殖期 には消失して見 られない。

また、餌によるのかクリークによっては婚姻色の現れたカワバ タモロコのよ

うに全身金色 に染 まっていることが ある。産卵期 の雄 の婚姻色 はうろこの周

囲が漆黒 にな り、全身 「網 タイツ模様」で妙 な迫力 さえ感 じる。

飼育 は容易であ り、 コイの餌で もパチッ、カチ ッと音 を立てなが らっつい

て食べる。 また、水槽の掃除のために入れてお くことの多いサカマキガイや

モノアラガイ等の小 さな巻き貝 も好 んで食べる。

産卵期 は春～夏で、雄がヨシや石、 コンクリー ト護岸等 を掃除した産卵床

に1.5㎜ ほ どの透明な楕円形の粘着卵 を点列状に産み付 ける。水槽 内でも比較

的簡単 に産卵す る。 この場合、水槽のガラス壁や、上面 ろ過器の吸水口のゴ

ミ避 けの網な どが産卵床 として選 ばれることが多い。特に、吸水口に産着さ

れた場合、 これを取 り外 してタッパー等に浸けてお くと放 っておいて も無事

にふ化するが、再度の産卵に備 えて吸水口に何 らかの備えをしてお く必要が

ある。

婚姻色1994.5.5塩 田川水系 のクリーク(鹿 島市)

1994.7.17六 角 川水系のク リーク(白 石町)
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カ ワ ヒガ イ
Sarcocheilichthys variegatus variegatus

コイ科

地方名 あぶ らばや、あぶ らめ

大 き さ13cm

生息域　中～下流域

生物の名前 は普通、漢字ではな く片仮名で表記す る。当て字や、同じ漢字

で も本家の中国 と日本で は全 く別な物を指す ことが あり、無用な混乱 を避 け

るためである。

ところで、「鯉王と書 いてヒガイと読む。 この漢字 はかなり新 しい和製漢字

(国字)で ある。 これは、明治天皇が この魚を大変好 まれた ことか ら作 られ

た とい う。

ヒガイは琵琶湖 の漁師の間では3つ の型 に分 けられていたが、長い間単一

種 として扱われていた。1982年 になって、油色の婚姻色 を呈す るアブラヒガ

イ、体側 の斑紋が不明瞭で20cmに 達 するビワヒガイ とカワヒガイの3種 に分

けられた。

県内ではカワヒガイのみが生息す るが、松浦川 と多布施川に比較的多 く、

それ以外で は嘉瀬川、中地江川で少数捕獲 しているに過ぎない。

口はゼゼラに似て意外 なほど小 さい。各 ヒレは美 しいオレンジ色 を帯びて

おり、背 ビレには特徴的な黒色斑が見 られる。体側 の黒色縦条の他 に不規則

な雲状斑が あるが、幼魚期には雲状斑が未発達で、ムギツクに似 る。

産卵期は5月 か ら7月 で、雄は頭部 を中心 に紫色の婚姻色を呈する。雌は

ヒレの榿色 を増 し、1cmほ どの産卵管 を伸ばす。産卵 はタナゴ類 と同様 に淡

水産二枚貝 に行われる。タナゴが貝 に悟 られぬように感覚の鈍 い出水管か ら

挿入するのに対 し本種は堂々 と入水管か ら挿入 して産卵する。2㎜ ほどの卵

は、膨潤 して5㎜ ほ どに肥大 し、容易には排出されない。ふ化 した仔魚はす

ぐに貝か ら泳 ぎ出す。

産卵管 をもつ雌 の成魚1992.7.19松 浦川(武 雄市)

婚姻色の現れた雄 、う しろは産卵管 をもつ雌の成魚

1992.7.19(同 上)
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ムギ ツ ク
Pungtungia herzi

コイ科

地方名 くちぼそ、 す じばや、す ぼ、すぼばや、

す ぼび きばや、 ど じょうばや、あぶ ら

め、 い しばや、あ いの じょうと く

大 き さ15cm

生息域　中流域

私自身 も、慣れない頃は体側 に黒い線(縦 条)の あるカワムツ、モツゴ等 は

全部同じ魚に見えた ものだ。その中で もこのムギツクだけは簡単 に区別でき

た。吻端か ら眼を通 り尾 ビレにいたる体側の黒条が はるかに濃 く、短 いが一

対のひげがあ り、体幅が厚 いために体の断面が円形 に近 く、尾 ビレの付け根

が くびれていないため、見 るか らに 「ずんどう王だか らである。

そんな様子か ら県内にはす じばや、 どじょうばや、すぼぼや、すぼびきば

や等の地方名がある。また、おちょぼ口をさしてモツゴ と同様にクチボソと

呼ばれることもある。分布域 はイ トモロコと似て琵琶湖付近か ら熊本、宮崎

までで、中流域の石や障害物があり水面が波立つほどではないがやや乱れて

いるようなところには必ず と言っていいほど生息する。しかし、いかんせん

くちぼそであ り、「ハヤ釣 り王に混 じって釣れることはまれなようである。

産卵期 の婚姻色 はほ とん ど現れないが、幼魚期には各 ヒレはオレンジ色を

帯びていることが多 く、明瞭な黒色縦条 と相 まってシックで美 しい。 しか し、

成長 に従 って腹側 に数本の暗色の筋が出現 しだんだんぼやけて くる。

非常に憶病 な魚で、驚 くと必ず石や物陰に入 り込んで しまう。 しか し、肉

食性ではあるが子煩悩な ドンコやオヤニラ ミな どの巣 を他の魚 と集団で襲い、

どさくさに紛れて彼等の卵を食べ、代わ りに自分達の卵を残 して卵 の世話を

して もらう行動(託 卵)を す る大胆 さも持つ魚である。

1993.8,28厳 木川(厳 木 町)

1994.8.1[‡ 】川(鹿 島 市)
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タ モ ロ コ

Gnathopogon elongatus elongatus

コイ科

地方名 な し

大 き さ10cm

生息域 中～下流域、細流、 ため池

モ ロコという名 は県内ではなじみが薄 いが、近畿地方では琵琶湖の恵み、

高級魚 として有名 な魚で、琵琶湖地方の 「川 もの屋王では小 さなモロコの甘

露煮が大 きな顔 をして並んでいる。

小魚の代名詞のような名前が示す様に区別の難 しい魚であるが、幸い県内

で確認 された3種 、つまりイ トモロコ、 カワバタモロコ、タモロコは、全 く

別 な属 に分類 され る魚である。つ まり似ているのは名前だけと考 えても差 し

支 えない。むしろ体側 に黒色の縦条 をもつムギツクやモツゴ等の稚魚の方が

よっぽど紛 らわしいのではなかろうか。

タモロコは眼径 とほぼ同長のヒゲを持つ こと、体側 の太 い黒色縦条の下に、

カワバ タモロコに似た感 じの淡い黒色 の点列が2～3列 、直走す ることが特

徴である。

県内ではタモロコは松浦川水系ではわ りと多い。有明海側には分布 しない

のではないか と思っていたが、福岡県南部や熊本で も確認 されてお り、今後

嘉瀬川水系等からも確認 される可能性が高い。なお、文献 によっては、本種

は九州 には自然分布 しないとす るもの と自然分布するとするもの とがあ り判

然 としない。 しか し、今の ところ地方名 を得ていないこと、早 くから琵琶湖

産アユの放流を行って きた松浦川水系 に多い ことな どか ら、本来分布 してい

なかった可能性 も否定できない。

先 に述べた琵琶湖でいうモロコは、 ホンモロコの ことであるが、近年減少

が著 し く、タモロコや場合によってはモツゴ等 も代用 としているようである。

しかし、味 はホンモロコよりもかな り劣るらしい。

1992.8.5半 田川(唐 津市)
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ゼゼラ
Biwia zezera

コイ科

地方名 なし

大 きさ7cm

生 息域　 中流域、細流 、ク リー ク

カマツカやツチフキに似 るが ヒゲを持たない。 しか し、大 きさも異なる上

体形ははるかにスマー トで、 カマツカやツチ フキと間違えることはまず考え

られない。体色 を除けば、むしろカワヒガイ を小 さくしたような形である。

体が小 さい上に口はさらに小 さ く、釣 り針 には絶対 にかからない。 また、投

網で も網目を抜 けてしまうほ どの大 きさなので、 この魚を直に見たことのあ

る人 は少ないのではないだろうか。

これまでの河川調査でも田手川、徳須恵川の中流の流れの遅い淀 みで、そ

れぞれ1尾 ずつ捕獲 したに過 ぎないのだが、佐賀城 のお堀 には多 く生息する。

婚姻色はモツゴと見間違 うほど見事 な紫色 を帯びた漆黒の網タイツ状で腹

ビレと尻 ビレが水色がかった白色 を帯び る。産卵期 には水面上か ら観察する

と白色の ヒレが目立つ雄が、ひ らひらと底生魚 とは思 えないほど活発に泳ぎ

まわ り、侵入者 を追い払 う様子が観察で きる。卵 は、粘着力が強 く岸辺の植

物の根 に塊状で産着 される。卵 は淡黄色で、0.8㎜ ほ どであるが、産卵後吸水

して2・5㎜ ほ どに膨 らむ。雄 は、卵塊に近づ く他の魚を追い払っているのだろ

うが、肝心の卵塊は周囲に転がっていることが多い。 口は小さいのだがその

攻撃は執拗で、同 じ水槽 に入れてお くと、結局1番 優勢な1尾 だけになって

しまう。

日本固有種で、和名は琵琶湖の膳所地方に由来する。当地では佃煮な どに

利用するが頭が取れやす く商品価値がない。 このことと、同 じ膳所藩出身の

幕末の大老、井伊直弼(桜 田門外の変で首 を取 られた)と 掛 けた 「いいさん王

とい う地方名が当地 にある。

1992.11徳 須恵川(北 波 多村)

婚姻色1994.5.1多 布施川水系佐賀城跡南堀(佐賀市)
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カマ ツカ
Pseudogobio esocinus esocinus

コイ科

地 方 名 か まつ か 、 か もつ か 、 ぎ ょ う と く、 じ

ょ う と く、 す な せ せ り、 す な も ぐ り、

ど う き ょ う、 ど う き ゅ う

大 き さ20cm

生息域　中～下流域

カマツカは砂のある川 にはどこにでも生息する。憶病 な魚で、驚 くとす ぐ

に砂の中にもぐってしまう。体色 も砂地模様 でなかなか見つけにくい。当人

も 「砂化 けの術王にはよほど自信があるらしく、体が半分 くらい露出してい

て も平気で じっとしている。

馬面でヒゲがあ り、唇 には多数の乳頭状の小突起が密生 し絨毯 のようにな

ってい る。河川中流域 の砂底の瀬でスマー トな底生魚 といえば、カマツカ と

考 えて まず間違いない。流水性の魚で、酸欠には弱 い方であるが、沈降性 の

餌 さえあれば飼育 自体 は難 しくはない。ただ し、観賞が目的ならば水槽の底

には砂ではな く5㎜ 程度の小石を敷いてお くことを奨める。さもない'と、人

が近づ くと姿を隠し、そのたびに植 えたばか りの水草が浮 き上がって しまう

ことになる。

カマツカの食事風景はお もしろい。 口を突出させて砂 を吸い込み、その中

の有機物や小動物 だけを飲 み込み、えら穴か ら小さな滝 のように砂 を出す。

忙 しく口を動か しなが ら少 しずつ前進 してい く様子 はさながら、ブル ドーザ

ーのようでもあるし
、掃除機のようでもある。実際、カマツカのいる水槽は

いつまでたっても砂が汚れない。

産卵 も砂地でお こなわれる。つまり、 この魚 にとって、砂 は 「ゆ りか ご王

であ り、「食卓王であ り、かつ 「家」で もあるのである。

生活のすべてのステージを全面的に砂に依存するカマツカの生活様式が、

他の多 くの魚が森林の荒廃や河川改修が生活の場の喪失に直結 したのに対 し、

あまり影響 を受 けなかった要因であろう。

1993.8.1六 角川(武 雄 市)

吻を突き出させてエサ を砂 もろとも吸い込む

1993.8.1(同 上)

驚く と砂 に潜 る1993.8.1(同 上)
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ツチフキ
Abbottina rivularis

コイ科

地 方 名 か ま つ か 、 か もつ か、 ぎ ょ う と く、 じ

ょう と く、 す な せ せ り、 す な も ぐり、

ど う き ょ う、 ど う き ゅ う

大 き さ10cm

生息域 中～下流域 、用水路、 ク リーク

流れのある河川の砂礫～砂底 にはカマツカが住 んでいるが、流れのあまり

ない用水路や水通 しの良いクリークなど浅 く、泥気の多い所 には短いひげを

持つツチフキが住んでいる。

ツチフキは体色 といい、体つきといいカマツカによく似 ている。区別に自

信がない場合 は、裏側か ら口を見 ると簡単に見分 けることができる。カマツ

カの口には、絨毯 を連想させる発達 した乳頭状突起がびっし りと生えている

がツチフキには見 られない。 また、吻部が短 く、目の前方に くぼみが あり額

が 「おでこ王状に飛び出 して見 える。 また、全体 にずんぐりした感 じがする。

成熟 した雄 は背 ビレがアンバ ランスなほど大 きく伸長する。また、尻ビレ

や腹 ビレは山吹色 に染 まり意外 と美 しい。 また、頭部お よび胸 ビレ前縁に追

い星 を生 じる。産卵は水深50cm以 下 の柔 らかい泥底 に雄が掘 った直径20～40

cmほ どの浅い窪地状の産卵床に行われ、やは り雄 によって保護される。卵 は

寒天質様物質 を多 く含 み2。5～3㎜ ほ どで周囲の泥が付着 してお り、さながら

「泥 まんじゅう王 といった感 じである。

カマツカに最 も近縁 なコイ科の底生魚で泥 には潜 るが、カマツカのように

砂に潜ることはない。水槽 にスカベ ンジャー(お 掃除屋 さん)と して入れてお

くならツチフキに限 る。

どこにで もいそうな、 とぼけた顔 をした魚であるが、分布域は意外 と狭 く、

琵琶湖以西～岡山まで と福 岡 ・佐賀 に不連続的 に自然分布するとされる。

1992.5.5多 布施川水系のク リーク(佐 賀市)

1994.5.1多 布施川水系佐賀城跡南 堀(佐 賀市)
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ニ ゴ イ

Hemibarbus barbus

コイ科

地方名 さ くらばや、 いだ

大 き さ50cm

生息域 上流域 下部～河 口 ・汽水域

和名 は 「似鯉」の意味だが、実物 を見て コイ と間違 える人 はいないほど実

際は似 ていない。敢えていえばヒゲがあることと、成魚のうろこの感 じが似

ているとい う程度である。 それよりもむしろ大阪の地方名の 「キツネゴイ」

の方がよっぽど雰囲気 はある。

県内ではウグイ と区別 をせず 「さくらばや王「いだ王 と呼 ばれることが多

い。

全長20cmく らいまでの幼魚は体側 に10個 前後の点列があり、ズナガニゴイ

と間違われることがある。 こち らは別名 ウキガモ ともいい、「浮 くカマツカ王

の意味で、背 ビレや尾ビレにも黒色斑があることで区別で きる。ちなみにズ

ナガニゴイは九州 には分布 しないことになっているが、他の放流魚 に混 じっ

て、遠からず侵入 して くるのか も知れない。

ニゴイの産卵はウグイと同じ頃 に同じ様な場所で行われる。 また、コイ科

の魚 にしては耐塩性がやや強 く、富栄養化や汚濁にも強いため、環境が悪化

す るとウグイに代わ って増加するという。特にシル トの堆積が進むと、付着

藻類が減少 しそれを餌 とする多 くの魚が減少するのに対 して、ニゴイだ けは

増加す る。

県内では、以前はほとん ど見かけることはなかった というが、上流部の山

の荒廃や堰 による流速の低下のためか、筑後川水系の下流域や嘉瀬川でも急

激に増加 しつつある。

小骨が多いが肉質 はよ く、てんぷ らや唐揚げなどにする。あらいにすると

思いのほか美味 という。ただし、傷みは早 いらしい。

若魚の体側には黒色斑が見られる1994.8嘉 瀬川(久保田町)古 川国夫氏捕獲

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)
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川と魚たちの未来

田中 信明(佐 賀市)

カヌーで川 を下っていて気持ちの よい川 というのは水が きれいで魚のた く

さんい る川だ。そんな川 はあまりダム建設や河川改修でいじられていない川

なので風景 も最高だ。下 を見れば底 まで見通せ る澄 み切 った水の中を無数の

魚が泳 ぎ、川岸 に目を移せば川面 に大 きく枝 を延ばした川辺の木々や葦の茂

みに様々な野鳥の姿 を見 ることがで きる。自然の中に遊ぶ楽 しみの源はそこ

にあふれる様々な生命なのだ。

そんな川 には必ず流域の人々の暮 らしが深 く結び付いている。漁で生計を

立てる川漁師、楽 しみで川漁をする人、釣 り人、川で泳 ぐ子供たち。人影の

ない川 にも、川岸に繋がれた舟や仕掛 けられたつ け針 にそんな流域の人々の

川 とのっなが りをかいま見ることができる。そ こに住む人々が川に愛着 をも

っている川ではゴミもあまり見 ることがない。

しかし、 もうそんな川 はほ とん ど無 い。淵 も瀬 もつぶされた平 らな川底、

人 も他の生 き物 も川か ら遠ざけてしまうコンクリー ト護岸、川 の流れを分断

す る無数の堰、 そして清流を汚れた水 に変えて しまうダムが川 に棲 む生 き物

たちの住処 を奪 い、生命の輝 きを失 ってしまった川に人々は愛情 を失ってし

まった。そして、親水、環境整備 と称 して川の自然を破壊 して造 られた場所

は、それ まで川 に親 しんでいた人々 を川か ら遠ざけ、代わ りに川にはなんの

愛着 もない人々を呼び集 めてゴミの山を築いている。 これが私たちのふるさ

と、佐賀の川だ。

嘉瀬川で川下 りや釣 りをしていて出会 うお年寄 りたちの話では嘉瀬川が こ

んな川 になって しまったのはこの30年 ほ どの間だ という。ほんの30～40年 前

までは今の2倍 、3倍 の豊かな水量 を持ち、清 く澄み切った水 にはた くさん

の魚が棲む豊かな川だった というのだ。 それが今 はかつては珍し くもなかっ

た魚 までが絶滅寸前に追い込まれ、釣 りの対象 として放流されている魚さえ

増 えることがないという有様 になって しまった。昨年、大和町の子供たちと

一緒 に嘉瀬川 を下 ったときに
、大 きなニゴイが姿を見せて子供たちは歓声 を

上 げていたが、ニ ゴイは汚れた川に多い魚である。「この川はこんな もの じゃ

ない。 もっと素晴 らしい川だったんだ よ。王私 は子供たちにそう言ってや りた

かった。

心配なのはその30年 の 間に育 った世代、つまり私たち以下の世代 はその素

晴 らしかった川の姿 を知 らない ということだ。川の自然の素晴 らしさを知 ら

なければ死 にか けた川 も、「川 とは こんなもの」 と見過 ごしてしまうだろう。

そして川はただの水が流れるだけの場所になる。

佐賀の川がた くさんの魚たちの棲む生 きた川 として生命を取 り戻せるのか、

あるいはこの まま悪 い環境に適応で きる魚しか棲めない川になってしまうの

か、 まだ川本来の姿を知 っている人間がいる今がその分岐点に違 いない。 こ

の本に書かれている魚たちは20年 、30年 後 にその元気 に泳 ぐ姿 を見 ることが

できるのだろうか。

(たなか ・のぶあき、 カヌーイス ト、アウ トドア用品店経営)

「堀干 し」の楽 しみ

麦作のため水 を落 とした冬場の堀の楽 しみは堀干 しだった。魚たちは

堀底 を掘って作 られているヌクメの中に集 まって じっとして、 さなが ら

越冬状態。水抜きは、古 くは水車 を、後 にはポンプを使った。いよい よ

堀が干 し上が りヌクメを開 くと、コイ、 フナ、ナマズ、ウナギ、ハヤな

ど食用魚か らギバチ、 ライギ ョまでがバチャバチャ。 スッポンも加わ り、

魚市場のにぎやかさ。魚買いさん もやって きた。

その日の夕餉は、 コイの味噌汁にフナの酢 ぬたが賞味 された。 その夜

遅 くまでかかって焼いてつ くられた小ブナの串焼 きは、麦藁の束 に刺 し、

か まどの上な どにつ り下 げられて保存食(ヒ ボカシ)と した。時々取 り

出しては、 さっとあぶって醤油で食べる味 は、酒の友 として珍重された。
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イ トモ ロ コ

Squalidus gracilis gracilis

コイ科

地方名 い しばや、そ こばえ、ほん もろこ

大 き さ8cm

生息域　中～下流域

どこにで もいる何の特徴 もない普通の魚 というものは、いつでもとれ ると

いう安心感か ら写真 も撮 らない。おまけに、小型 の魚はち ょろち ょろとカメ

ラの前 を行 った り来た りで、止 まったか と思うと水草の陰になっている。 シ

ャッターを押す指 に驚いてUタ ー ンす る事 もある。 また、銀色の魚はス トロ

ボの向きを考 えない と光を反射 してしまった り、魚体 に風景が反射 して写 り

込んだ りで、 フィルム1本 使って もまるで使 いものにならない と言 うことは

ざらである。

このイ トモロコもそんな魚のひ とつで、冬 になって低温のため動 きが緩慢

になってようや く撮れた ものである。

木曽川～熊本北部 の西日本に広 く分布するが、琵琶湖一帯の近畿地方では

珍 しい魚で宝物扱いをされているそうである。 しか し、県内では河川中流域

に普通 に見 られる魚である。やや流れのある川の、流心 をはずれた流れの緩

やかな石の陰な どに10尾 程 度の群で定位 していることが多い。

イ トモロコは体 の割に眼が大 きく愛 らしい。口元 にはや はり体 の割には長い

1対 のヒゲがあ り、その長 さは眼径 と同長以上である。モロコと呼ばれる魚

は似 たものが多いが、 この長 いヒゲと側線上の うろこは上下 に著 しく長いこ

とが特徴である。

1993.8.28厳 木川(厳 木町)
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ドジ ョウ
Misgurnus anguillicaudatus

ドジョウ科

地方 名 ど じ ょ う、 ど じ ゅ う、 どん じゅ う 、 き

ね か ん ど じ ょ う、 きね ど じ ょ う

大 き さ12cm

生息域 上 流域の下部～ 下流域、細流、水 田

河川 よりも、小川や水田わきの用水路などに生息す るなじみ深い魚である。

地方名の 「きねかん 王や 「きね 」 は特 に大型の ものを指す呼称であ

る。

ドジョウの生活す る環境 は、干上が った り夏場には水温が40℃ を超 え酸欠

になることもある厳 しい環境である。そうした環境 に生活するドジョウは"魚

離れ"し た能力を持っている。皮膚が乾燥 しない程度の水分があれば泥の中

に潜 って雨が降 るのを待つ ことができるし、酸素はえら呼吸だけでな く、皮

膚呼吸や腸呼吸によって補 うことができる。たらいに入れてお くと、ちょろ

ち ょろと水面へ上が ってきては空気を飲 み込み、底へ降 りなが ら肛門から気

泡 を出すの を見 ることができる。関東 には、その様子か ら 「おどりこ」 とい

う地方名 もある。

雌雄の区別 は、胸 ビレを見れば容易 に見分けられる。つまり、雄の胸 ビレ

は大 きく先が尖っているが、雌 はその2/3ほ ど しかな く先端 は丸い。 また、

雄 の胸 ビレ基部には数㎜ほ どの軟骨質の骨質盤が見 られる。

ドジョウといえば、かつては農村部の子供の小遣 い銭稼 ぎのタネだった。

竹 で編んだテボを水路 にしかけて、翌朝行商人 に買い取 って もらっていた ら

しい○

それほ ど、 どこにで もいた ドジョウも現在の子供達 にとっては見た ことの

ない魚の一っになってしまったようだ。水槽に飼育 しているドジョウを見て

「これウナギ?王 と聞 く子供たちは意外に多い。現在では ドジョウを探すな

らば平野部でな く、かえって圃場整備が行われていない山間の水田の方が確

実である。

1992.8.9田 手川(東 脊振村)

雄の胸 ビレは大 きく尖っている

1994.5.27大 串1=水 系のた め池

(富 士町)古 川雅 通氏 捕獲

雌の胸 ビレは小さく丸みを帯び る

1994.5.27古 川雅通氏 捕獲
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ヤマ トシマドジョウ

Cobitis matsubarai

ドジョウ科

地方名 しまど じょう、すな くいど じょう

大 き さ10cm

生息域　中流域

別名タイ リクシマ ドジ ョウともいう。九州 と山口県の一部に分布す る。県

内では流れのある河川で、底質が砂礫であれば、 どこにでも生息する。

砂の中の小動物等を口か ら吸い込み、 えら穴か ら砂粒 を吹き出 しながら前

進 して餌を取 る。同じような食性 を持つカマツカほ どではないが、驚 くと砂

の中に潜る。

ヒゲは6本 で、体側および背中の黒褐色 の点列は、別種 と思 えるほど変異

が大 きい。 また、眼の下 には、直立できる小 さな硬 い棘があるが、別に毒が

あるわ けではない。雌雄 の区別は ドジ ョウ と同様である。胸 ビレの形や骨質

盤の有無のほか、大 きさではやは り雌が大型になる。

シマ ドジョウ類は、分類がやや難 しい。県内に生息するシマ ドジ ョウ類は

ヤマ トシマ ドジ ョウ と考 えてほぼ間違いないが、 よく似た本州 に分布す るシ

マ ドジョウと区別するためには、雄の胸 ビレの付け根の骨質盤の形 を見 る必

要がある。ヤマ トシマ ドジョウの骨質盤は単純 な円形であるが、シマ ドジョ

ウでは、 くちばし状 になっている。骨質盤 を持たない幼魚や雌では区別 は難

しい。 また、体側の模様が点列でなく、縦条になっていればスジシマ ドジョ

ウな どの可能性がある。

さらに細かい話になるがヤマ トシマ ドジ ョウの染色体数 は94本 で あるが、

有明海 に流入する河川に生息するものは染色体が86本 で ある。染色体数の異

なる生物 同士は子孫 を作 ることがで きないため、別種 ということになる。そ

のうち佐賀平野側のものは 「ア リアケシマ ドジ ョウ」 とで も呼 ばれることに

なるのだろうか?

雄1991.9.6馬 場川(神 埼町)

1994.8.1六 角lll(武 雄 市)

胸ビレ基部 の骨 質板は雄のみ にみ られ る

1994.8.1(同 左)
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アリアケギバチ
Pseudobagrus aurantiacus

ギギ科

地 方 名 ぎ ぎ ゅ う 、 ぎん ぎ ゅ う、 ぎ ゅ う ぎ ゅ う、

ぎん ぎ ょ、 ぎ ん ぎ ょば ち、 き ん ぎ ょば

ち、 ぎ ぎ ょ、 し ゃ ち、 へ ぶ い ぎん ぎ ょ

大 き さ20cm

生 息域　 上～下流域 、湖沼

陸に上げると胸 ビレと付 け根の骨をす り合わせてギュッギュッと音を立て

ること、背 ビレと胸 ビレの棘の先端に弱い毒があり、不用意につかむ とハチ

に刺 されたような痛みを感 じることから、県内には 「ぎんぎょばち王をはじ

め多 くの地方名がある。

ギバチは奇妙 な分布をす ることで も知 られていた魚であった。東海から中

四国に近縁なハゲギギをはさんで、北陸以北の北 日本 と九州に分布域 が隔離

されているのである。近年になって、同一種 と思われていた北 日本のギバチ

と九州のギバチに染色体数や遺伝子に明瞭 な相違があることが発見 され、九

州産 のギバチはア リアケギバチ として、別種 とされるようになった。

ア リアケギバチは、国内で生息が最 も危険な状態 にある 「絶滅危惧種王の

ひ とつである。

昼間 は、流れの緩やかな淵尻の石の下や物陰にひそみ、夜間や雨後 の濁 り

水に行動 し水生昆虫な どを捕食する。水槽中では昼間で も冷凍赤虫や ミミズ

などを好 んで捕食 し、比較的飼育 しやすい魚である。

県内では、厳木川、中川、多布施川か ら確認 されている。夜行性の魚で も

あり、昼間が中心の調査では、まず確認されないが、様々な地方名の存在が

示すように、かつては広 くク リークにも生息 した魚であ り、現在で も意外 と

多 くの河川 に生存 している可能性 もある。生息が確認 された地域 は、いずれ

も適 当な流れがあ り、浮 き石や隙間のあいた石垣や水草など隠れ家が豊富な

地点である。

1993.10.11多 布 施川(佐 賀市)古 川国夫氏捕獲

幼魚1994.9多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲

アリアケギバチ の顔

1993.10.11(同 上)
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ナマズ
Silurus asotus

ナマズ科

地方名 な まず、 ひ ょうたん ご、 ひゅ うたん ご、

ひ ょうたん、ひ ゅうたん

大 き さ60cm

生 息域　 中～下流域、 ク リー ク、た め池

「オタマジャクシはカエルの子…」とい う童謡があるが、初 めてナマズの子

を見た時、なるほ どと思った。胸 ビレがなけれ ば、ひげのはえた黒いオタマ

ジャクシにしか見えなかったか らである。

この頃は、6本 のヒゲを持っているが、成長 して数cmに な る頃には1対 が

退化 して、親 と同様に4本 のヒゲを持つようになる。

県内では、「なまず王は30cm以 上 の成魚を指 し、20cm以 下 の未成魚 は「ひゅ

うたん」「ひ ょうたん ご」などと呼ばれる。

産卵 は梅雨の大雨の翌朝 に水の落ち口か ら水田に侵入 して行われる。梅雨

の早朝 に、フナや コイに混 じって、水 田でバ シャバシャと一段 と激 し く飛沫

を上げているのはナマズである。雌 に雄が リング状 に巻 き付いて腹部 を圧迫

し産卵 を促す。近年減少した ドジ ョウの産卵 もほぼ同じである。

これらの魚が水田で産卵するのは、水温が高 く成長が速い こと、捕食者で

ある大型 の魚が いない こと、 そして餌 となるミジンコな どが豊富なことな ど

である。一歩間違えば干物 になる可能性 もあるが、その危険性 を差 し引いて

も、利点の方が大 きいのであろう。

ところが、多 くの水田がジャンボタニシの侵入を防 ぐため水面上 に突 き出

した塩 ビ管を通 して排水するようになったため産卵場 となりうる水田が減少

し、「あが りうお王と呼ばれる水 田で産卵す る魚たちの姿 もあまり見 られな く

なった。

近年、河川の改修については、水辺の環境 を重視 した 「多 自然型工法」 を

導入する方向に変わって きた。ぜひ、河川 と接続す る小水路や水田 との連絡

性 も考慮 して欲 しい ものである。

「なまず」のサ イズ にな ると体色は灰一色 になる1991.8.28晴 気川水系 のク リー ク(牛 津 町)

幼魚1993.7六 角川 水系のク リーク(白 石町)
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アカザ
Liobagrus reini

アカザ科

地方名 あかな まず、 うまん くそ ぎん ぎょ

大 き さ10cm

生息域 上～中流域

宮城一秋田以南 に分布する日本固有種である。アカザの仲間は朝鮮半島、

長江以南の中国、台湾 に数種が知 られ るが、国内で は一種でアカザ科を形成

する。

体色は赤レンガ色で、頭部 は縦扁し口の周囲 には8本 の ヒゲを持つ。比較

的類縁関係の近いギバチ と同様 に胸 ビレと背ビレの棘に毒があり、不用意 に

つかむ とかな り痛 い目にあう。

卵 は黄色で、寒天質 に包 まれているため4.6㎜ ほ どと大 き く、流れのかな り

速い瀬の石の下 に100個 程 度産着されて雌によって保護 される。

水質が良好で浮 き石の多い礫底で、石のまわ りや隙間を落 ち着きな くチ ョ

ロチ ョロ と泳 ぎまわって水生昆虫な どを捕食する。

学生時代に大変 お世話 になった先輩の調査に同行 して、アマゴやイワナ(ゴ

ギ)の 生息する上流域 で数回お目にかかった ことがある。その当時で も平野

部ではアカザは見 られず、二人 とも河川上流部の冷水域 に生息する魚 と信 じ

ていた。後に、中流域にも見 られる魚であったのだが生息環境や水質の悪化

によって、結果的にその様なところに生 き残っているに過 ぎない ことを先生

か ら教わ り驚いた覚 えが ある。

県内では、1978年 に筑後川 に確認例があるのみであったが、!993年4月 に

厳木川で、湯浅卓雄氏(岡 山市)に よって久 しぶ りに確認 された。

夜行性 の魚で、 もともと九州では数が少 ない魚であることから、一般 には

ほとんど知 られていないようである。なお、地方名 の「うまん くそぎんぎょ王

は田手川、「あかなまず王は城原川の中流域 で収集 した ものである。
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ワカサギ
Hypomesus trarspacificus nipponensis

キュウリウオ科

地方名 わか さぎ

大 き さ1lcm

生息域　湖沼

ワカサギはキュウリウオ科の魚で、アユやシシャモのように背 ビレの後 に

脂 ビレがあ り、魚体からは野菜 のキュウ リのような匂いがする。また腹 ビレ

が背 ビレよりも前 に位置するのが特徴である。

北方性の魚で、本来日本海側では島根以北、太平洋側 では利根川以北 に自

然分布する回遊魚である。冬季に氷結 した湖で氷に穴 をあけて釣るあの魚で

ある。水質や水温への適応性が高 く、降海で きない場合には湖な どに簡単に

陸封 される特徴があ り、現在では全国のダム湖 などに移植 されている。

佐賀県にも以前北 山湖 に放流 され、毎年春先には北 山湖 に流入する河川に

川底が見えないほど大量 に遡上する光景が見 られた という。 しか し、ブラッ

クバスが放流 された現在では壊滅状態である。

ところが、1993年lo月 下 旬、知人か ら 「多布施川でシシャモのような魚が

とれた王 との電話 をいただいた。冷蔵庫 に保管 してあったそれはワカサギで

あった。 その後、佐賀城の南堀 に立 ち寄 った とき釣 り人の魚籠の中にオイカ

ワに混 じっているのを見つけた。急遽 さば虫を餌に釣 り上げたのが、写真の

個体である。また、それ以前 にも巨勢川でも1970年 代 にキュウリの匂いのす

る魚が捕獲 されてお り、 これもワカサギ と思われ る。

もともと、九州には分布 しない魚であり、今回確認 された ものが北山湖 ま

た は、筑後川上流のダム湖等か ら流下 した ものの末喬であることはほぼ確実

なのだが、 それらが夏の間有明海で生育するのか、それ とも佐賀城 のお堀で

生育するのかは不明である。

り993.12.11多 布施川水系佐 賀城跡南堀(佐 賀市)

ワカサギ捕り

かつては北山湖に流入する河川には大

量のワカサギの群が見られた(1978.4

佐賀新聞)
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ア ユ
Plecoglossus altivelis altivelis

アユ科

地方名 あいご、あいの いお、 あゆ

大 き さ30cm

生息域　中～下流域

清流の女王な どと呼ばれる美 しい魚体の魚である。河 口近 くでふ化したア

ユの仔魚はす ぐに海 に入 り、春に7cmほ どに成長 して河川に遡上 し、河川の

中流で石 に体 あた りして表面 に付着するケイ藻やラン藻 を独特なロで 「けず

る」様にして食べる。そのため、アユのいる川の石 には独特の形のはみ痕が

見 られ る。 また、上流側の工事な どで石が泥 を被 ると付着藻類が死滅 し、ア

ユ も大 きな影響 を受 ける。秋 には体色が黒ずみ 「錆(さ び)ア ユ」 になって

河口付近に移動 し、産卵 を終 えると死亡する。

誕生か ら死亡するまで1年 間の短い一生である。そのため古 くは 「年魚」

の字が当てられている。 また、独特な香 りを持 つことか ら「香魚」、うろこが

小 さいことか ら 「細鱗魚」 とも表記 され ることもある。

現在用いられている 「鮎」 とい う字は中国ではナマズを意味す る。実は、

「鮎」は国字なのである。 日本書紀、肥前風土記 などにあるように神功皇后

が松浦地方に立 ち寄 られた際(お そらく玉島川で)女 官の衣か ら引き抜いた

糸に飯粒 を付 けて魚が釣れるか否かで、戦の勝ち負 けを占った ところ、アユ

が釣れた という故事にちなんだものである。なお、この珍事か ら、珍 しい地=

めつ らの国=松 浦の地名がで きた ともいう。

現在では、当の 「鮎」の字の発祥の地である玉島川では、上流部の開発 に

より流下 した土砂が淵や石 を埋 めアユが減少 し、放流が行われている。当地

の人 は在来の玉島川のアユは放流 ものより、はるかに美しい と自慢 されてい

る。

1994.7.3嘉 瀬川(大 和 町)

遡上期のアユ(シ ラスアユ)

1993.3.20半 田川(唐 津市)

熊本常夫氏捕獲

婚姻色 のあらわれた産卵期 のアユ(錆 アユ)

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)
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野鳥と魚

平野 正徳(佐 賀市)

佐賀県では今 までに約300種 の野鳥が知 られているが、その半数近 くが水鳥

や水辺の鳥 といわれている海 ・川 ・湖沼やその周辺を生活の場 にしている鳥

達で、その中の多 くは魚に依存 して生 きてお り、魚の減少 は野鳥に大 きな影

響を与 える。それはツル ・サギ ・ウ ・カモメ ・シギ ・カワセ ミ ・海鳥等の仲

間で、大空 を舞 うワシ ・タカの中にもフィッシュ ・イーター としてよ く知 ら

れている種がある。 これ等の鳥 と魚の関係 は野鳥が魚類 の捕食者 となる場合

が一般的だが、時には逆の場合 もあるし、又水鳥の体 に付いた魚卵が遠隔地

に運 ばれて魚の増殖 に役立つこともある。

魚の集まる所 にはいつも水鳥の姿があるが、この習性 は古来伝統的な漁法

として利用 されてきた。水鳥 に追われて密集 した集団 になるキビナゴを網で

捕る 干鳥 もちあじろ王 とい う漁法が古 くから瀬戸内海で行われているし、近

年盛 んになったプレジャーボー トによる トロー リングも水鳥の群 「鳥やま王

を発見することか ら始 まる。

川で はウ(佐 賀でウノ トリ)を 使ってアユを捕 る鵜飼(う かい)が あるが、

佐賀地方では以前クリークでフナを捕 る鵜飼が行われていた。筑後川上流の

原鶴温泉はアユの名所 としてもよく知 られ、戦前か ら鵜飼が盛んである。秋

も深 まり川 にアユの姿が見 られな くなる頃、 ここのウは佐賀市北川副町の鵜

匠原口夘六 さんに引き継がれ堀の鵜飼 に使われるが、春暖か くな ると再び原

鶴に帰ってい く。

舟 を使用するアユ漁 とは異 なり、堀ではウに引 き綱 を付 けず自由な行動に

任せ られる。百匁のフナ といえば釣人の間では大物 であるが、 これ位のフナ

は一呑みにしていた。又 この鵜飼 にはいつもお供がついていて、5メ ー トル

以上 もある長竿の先 に網 を付 け、手前 に掻 くようにして魚を捕 る「まえかき王

を持 った人達が、ウに追われて岸辺の水草 に身 を潜めた フナをこの網で捕 ら

せて もらうのである。

ウの篭を担 ぐ鵜匠を先頭に、長竿を持った人達が続 くこの集団は冬枯れ し

た田園の風物詩 として親 しまれていたが、鵜匠の原口さん も既 に故人 となら

れ、今 日ではそれを知る人 も少な くなったようである。

(ひ らの ・まさの り、医師、 日本野鳥の会佐賀支部長)
野鳥と魚
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アリアケシラウオ

Sulanx ariakensis

シラウオ科

地方名 とん さんいお、 しらうお

大 き さ15cm

生息域 河 口 ・汽水域 、有明海側の み

国内最大のシラウオで、有明海湾奥部や諌早湾、熊本 県北部の沿岸の塩分

濃度が低い浅海 に生息する。10月 か ら11月 にかけて産卵のために河川の感潮

域の上限付近 まで遡上する。産卵す ると死亡 してしまう年魚である。国外で

は、朝鮮半島 と中国の黄海沿岸に分布する。

ア リアケシラウオに限らずシラウオの仲間 は魚食魚の良好な餌になってい

る。シラウオの仲間は透明な体で捕食者か らの発見を遅 らせることで、捕食

を免れている。つ まり体が大 きくなるということは、捕食者に発見 される危

険性が高 くなり、ひいては種の存続にかかわ る問題 になりかねない。

実際、大型のこの魚が分布 している黄海 は 「黄河は水を流すのか、泥を流

すのか王 とい う言葉が示す ように、遠 く黄土高原か ら大量の泥 を運ぶ黄河の

ため常 に濁 っている。 また、国内唯一 の分布地である有明海 も常に泥で濁っ

ている海 である。 この濁 りの著 しい環境 こそ15cmに も成長するア リアケシラ

ウオが生き残れた理由であろう。

県内には、シラウオ、ア リアケヒメシラウオ、ア リアケシラウオの3種 が

生息 しているが、 この うちシラウオ とアリアケ ヒメシラウオはほとん ど区別

されていないが、 このア リアケシラウオだけは 「殿様が食べる魚王の意味の

「とんさんいお王 として区別 されている。

1970年 以 前は、手押 し網で本種 を専門に捕 る漁業が成立 していたが、近年

では浅海や河口付近でほかの魚に混 じって捕獲 される程度 にまで激減 してお

り、環境庁 によって絶滅危惧種の指定 を受けるまでになっている。
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アリアケヒメシラウオ

Neosalanx reganius

シラウオ科

地方名 しらうお

大 きさ6cm

生息域 下 流域～河 口域、有 明海側のみ

有明海 は日本最大の干満の差 を誇 る泥深い海である。また、塩分濃度が低

く、時に淡水化することす らある特殊な海である。そのため、有明海やそ こ

に流入する河川 には独特な生物が多い。

環境庁指定の絶滅危惧種であるア リアケヒメシラウオは、世界中で有明海

に流入する緑川 と筑後川 にのみ生息する魚である。 この魚が特定の河川 にの

み生息するのは、ほかのシラウオの仲間が主 に沿岸 で生活するのに対 し、 こ

の魚が感潮域の上限に生息する純淡水魚だか らである。

中国には本種 に近縁な仲間が生息するが、 このようにデ リケー トな分布を

する魚を調べ ることによってこそ、 日本列島が中国大陸 と陸続 きだった頃の

環境を推測で きるのであろう。

このように小 さな魚 はただで さえ見分 けが難 しいのだが、透明なシラウオ

の仲間をその場 で生きたまま確認す るのはさらに難 しい。 アリアケ ヒメシラ

ウオ は他のシラウオよ り小型で、胸 ビレ条数が20本 以上 もあるうえにその基

部が大 きいため、胸 ビレ付近を拡大すれば比較的容易に区別できる。

1991年 には嘉瀬川でも初 めて確認 されている。有明海の塩分濃度が低下 し

た時 に、嘉瀬川に侵入 した とも考えられるが、遺伝子の交流のない別な個体

群 である可能性 もある。 しか し、1992年 の秋以降は河口堰の稼動 により生息

環境 は干満の影響 を受けない止水域 になってしまっている。 シラウオの例の

ように生存 している可能性 もないわけではないが、産卵が主 に砂底で行われ

ることを考えると、泥をかぶ る止水で は死滅 している可能性の方が高い。

1991.11.10嘉 瀬川(久 保 田町)

オス(写 真上、1994.6.23筑 後川)

メス(写 真下、1994.5.23筑 後川)

鷲尾真佐人氏 捕獲
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シラウオ
salangichthys microdon

シラウオ科

地方名 しらうお

大 き さ10cm

生息域 河 口 ・汽水域

北海道から熊本 までの主要河川の河 口付近 に広 く分布す る。体は側扁 し、

頭 は縦扁 しているため、横か ら見た姿はジェット戦闘機のような精桿な体形

である。

江戸時代、隅田川河 口の佃煮の発祥の地佃島一帯では本種が多 く捕れた と

いう。「お どり食い王に用いるシロウオ より弱 く、捕獲す るとす ぐに死んでし

まう。死ぬ と他の透明な魚 と同じように体が白濁 して不透明 になる。この時、

酸欠 に最 も弱 い脳が先に白濁する。この白 く浮 き出た脳の形が徳川家の家紋

「三つ葉葵王の形 に見えることか ら将軍家への献上魚 となった という。

県内で生 きた まま酢醤油などで食べ る 「お どり食い王に使われ る方 はハゼ科

のシロウオの方である。 こちらは、シーズンには酸素封入 した ものがスーパ

ーの店頭 に並ぶこともある。

シラウオの方は、 シロウオ漁 に混 じって捕獲 され ることもあるが、 こちら

はす ぐに死亡 してしまう。 このため、卵 とじや天ぷ らのほか酢 の物 にされ る

ことが多い。

3月 頃 に産卵のため河川 に遡上 し、水草や砂礫底 に卵 を産みつける。ふ化

した稚魚 はす ぐに海に入 り、産卵期 まで沿岸帯で生活する。汽水湖で生 まれ

た ものは、ふ化後 も海 に入 らないものが多い。なお、霞 ヶ浦や八郎潟では淡

水化後 も生息が確認 されているとい う。

以前、松浦川本流でのシロウオ漁にて混獲されていたが、松浦大堰の完成

により梁の設置が不可能 になったため、近年 は捕獲 されていない。
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ニ ジマ ス

Oncorhynchus mykiss

サケ科

地方名 に じます、 ます

大 き さ45cm

生息域 上～中流域、 ダム湖

北米原産の魚で、 日本へは1877年 以 来数度に渡って移入 されている。サケ

科の魚 にしては、比較的高水温に耐えることがで き、人に慣れやすい。筆者

の印象ではエアコンの効 いた室内ならば、水槽飼育 も十分可能のようだ。

養殖が容易なため全国に広まり、各地で放流 もされてきたが、定着 した例

は少ない。現在では、20～30cmほ どに養殖 した ものを河川 に放 ち、直ちに釣

らせる 「釣 り堀型漁業」が主流である。

水生昆虫や落下昆虫のほか甲殻類やヒル、小魚な ど動物性の ものはほ とん

ど何でも食 う。水槽 内ではコイの餌 も食べて くれ る。 しかし、 この食性がた

たってか、養殖個体 はお互いの背ビレをかじってしまうため、背 ビレが いじ

けて しまっているものが多い。味は、サケ科 にしては美味な方ではない。 ま

た、降海するものは 「スチールヘッ ド」といわれ、 こち らは最大120cmの 記録

がある。

話 は変わるが、40年 ほ ど前まで厳木川や嘉瀬川の小支流に、ヤマメともニ

ジマス とも違 う魚がいた とい う。個人的 には、イワナの可能性 もあると思っ

ている。イワナにはい くつかの亜種があ り、中国地方に住 むゴギが分布 の西

限 とされている。

厳木川や嘉瀬川の幻の魚が、仮 にイワナだった とすると生物地理学上 の大

発見 になる。 また、それがどのイワナに近いものなのか?興 味は尽きないの

だが、語 って くれた人の言 うとお り、砂防ダムで流路が分断され、河床が コ

ンクリー トで被われてしまえば、生 き残 っている可能性 はほとんどない。

婚姻色1995.2.26飼 育1固体(諫 早市 干拓の里「むつごろう水族館王)
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サ ケ
Oncorhynchus keta

サケ科

地方名 さけ、 しゃ け

大 き さ65cm

生息域　 中～下 流域 、玄界灘側

サケ といえば新潟や北海道の川 に遡上す る魚で、九州 には縁のない魚 と思

ってお られ る方 も多い ことと思 う。筆者自身 も子供 の頃に松浦川でサケの遡

上が確認 された ことを新聞で読んで驚いた覚えがある。

写真 は1993年 捕獲 された雌のサケである。捕獲 された方の話では、玉島川

には昔か ら毎年10尾 程度 は遡上 してくるとのことである。 また、松浦川では

産卵 もしているという情報 もある。それ を裏付 けるように、1994年4月 には

松浦川の河口付近に合流す る半田川で、降海寸前の7cmほ どのサケの稚魚が

捕獲 されている。

なお、スーパー等でお馴染みのサケの切 り身に もキングサーモン、紅ザケ

な どいろいろな名前が記されてい るが、それぞれキングサーモンはマスノス

ケ、紅ザケはベニザケ、 ピンクサーモ ンはカラフ トマス、銀ザケはギンザケ、

そして シロザケがサケのことである。

さて、サケは3～5年 ほ ど海 で生活 した後、生 まれた川の水の匂いをたど

って遡上(母 川回帰)し 、生 まれた場所 に戻 って産卵す る事が知 られている。

河ロ付近 までは地磁気によって自分の帰 るべ き方角を知るとされていたが、

ベニザケの陸封型であるヒメマスについての研究の結果、地磁気ではな く視

覚が重要であるとの結果が報告 されている。つま り、海底の地形を覚えてい

るのだそうだ。 ものす ごい超能力である。

しかし、母川回帰率 は80%程 度 で、一般に考えられているほ どは高 くない。

もっ とも、 こういった 「落 ちこぼれ王達が分布域 の拡大の原動力 となるわ け

であるが○

遡上 してきた雌の成魚1993.10.8玉 島川(浜 玉町)増 田正光氏捕獲

降海前 の幼魚1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕 獲
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ヤマ メ
Oncorhynchits masou masou

サケ科

地 方名 えのは、や まめ、 ます

大 き さ30cm(降 海 型 は60cm)

生息域 上流域

ヤマメは夏でも20℃ を超えない渓流 に住む、サケ科 に属す美味な魚である。

体側 の小判型の模様 はパーマーク と呼ばれ、サケ科 の幼魚 に共通の模様であ

る。他の多 くの魚が、降海の前にパーマークが失われ るのに対 して、河川で

一生 を過 ごすヤマメは成長 しても幼魚期の体色 を保 ち続ける。

しかし、ヤマメは降海 して産卵のために河川に遡上するというサケ科 の習

性 を、失って しまったわけではない。桜の咲 く頃 に河川に遡上 して くる60cm

ほ どのサクラマスと呼ばれ る魚がヤマメの本来の姿なのである。つまり、正

確 にはヤマメは 「サクラマスの河川残留型」 と呼 ばれ るべきなのである。

同 じ親から生 まれた兄弟が、降海 してマスになるか河川 に残留するかは、

河川で生活する最初 の1年 間の成長で決 まる。成長が悪かったものが降海 し

てマス化するといわれ る。 このため、夏の短い北 日本 に降海するものが多 く、

西 日本 には河川に残留するものが多い。降海するものはパーマー クが失われ、

銀 白色 にな り、銀毛(ぎ んけ)ま た はスモル トと呼ばれ る。

春の低水温期 には六角川河口や多布施川等で も捕獲例がある。 これ らの個

体 はパーマークが見 られるので、降海の途 中というわけではない。 しかし、

県内にもダム湖 を海の代用 とした り、実際に海から遡上するサクラマスが存

在するようだ。

9月 頃の産卵期 には、台風などで増水 した流れに抗 して、 さらに源流部 ま

で遡上す る。 この時、普段 は越 えられない堰堤な ども河原を迂回して一気 に

遡上するという。

1994.6飼 育個 体(富 士町)

1991.7.29嘉 瀬川(三 瀬村)
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アマ ゴ
Oncorhynchus masou ishikawae

サケ科

地方名 えのは、や まめ

大 き さ25cm(降 海 型 は50cm)

生息域 上流域

中国地方の山間を旅行すると 「ひ らめあります」 と書いた看板 を目にする

ことがある。かつては、 日本海沿岸で捕れ るサメを 「わに王 と呼んで食 して

いた地域であ り、運搬技術 の進 んだ現在では新鮮な海産魚 も手に入 るように

なってはいるが、わ ざわざ宣伝す るのもおかしな話である。実 はこの地域で

言 う 「ひらめ」 とは、イワナの仲間であるゴギに対 して体幅の薄 いヤマメや

アマゴを示す地方名なのである。

アマゴはヤマメ と大変 よく似 た魚である。ヤマメその ものの魚体 に 「ほく

ろ王の ような朱点が見 られることで容易に区別で きる。 しかし、通常あまり

区別 をされないようで、「ヤマメの塩焼 き」を注文すると塩焼 きされたアマゴ

が出される程度の ことは珍 しい ことではない。

アマゴは本来、関東以西の太平洋側お よび瀬戸内海 に流入する河川(九 州

では大分)に のみ分布する日本固有亜種である。面 白い ことに、水温の関係

で生息できない南九州を除 くそれ以外の地域にはヤマメが生息する。当然、

佐賀県 はヤマメの分布域 に当た る。

両種の間に見 られる分布上 の 「住みわ け王は、 日本列島の成立の過程 を示

唆する重要な証拠 として注 目されて きた。 しかし、現在では本来の分布域を

無視 した放流により、ヤマメ とアマゴの分布域 は撹乱 されつつある。 また、

そのような地域では 「あいの子」が生じている。

なお、ヤマメに降海型 のサクラマスがいるように、アマゴにもサツキマス

とい う降海型が存在す る。長良川河口大堰問題 のシンボルになった魚である。

賛否両論あると思 うが、堰の稼動 により、 日本固有亜種のひとつが本来の生

活 を営 める河川が、地球か ら消滅 した ことは間違 いない。

1994.8.13天 川(厳 木町)

1994.8.13(同 上)
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カダヤシ
Gambsia affinis

カダヤシ科

地方名 たっぷみのー

大 きさ5cm

生息域　 下流域、 汽水域、 ク リーク ・ため池

佐賀市蓮池町の とある堀で投網を打った ら見慣れない小魚が2種 類かかっ

た。後 にエツとブルーギルの幼魚であることが分か ったが、 まだ何かいない

か と思って浅瀬 を見る と、 メダカのような小魚が。 しかし、 メダカ特有の背

中の金色の線がみられず、全体が妙 に黒 い。手網です くってみるとカダヤシ

であった。

地方名の 「たっぷみの一王は英名(英 語での呼称)の タップ ミンノウか ら

きたものである。また、「ぼうふ ら(蚊 の幼虫)王 を好んで捕食することか ら

モスキー トフィッシュとい う英名 もある。ただし、いずれの英名 もほかの魚

にも用いられるので注意 を要する。

県内へは昭和40年 代 にボウフラ退治のためグッピー とともに放流 されてお

り、その子孫が各所で定着 している。

雄 は雌 よ りも小さ く、3cmほ どにしかならない。卵胎生で雌 は卵で はな く

仔魚を産 む。つまり、ほかのほとんどの魚 とは異な り、体内受精を行 うので

ある。そのために、雄の尻 ビレは細長い交尾器 に分化 している。小 さな雄が

雌の死角の下面後方か ら、交尾器 を前方に突 き立てて忍び寄 る姿はなん とも

情 けない感 じがす る。

原産地は北米大陸の南東部で、日本 には台湾経 由で移植 されている。移植

の目的は文字通 り 「蚊絶や し王である。 しかし、現実 にはメダカの生息域や

食性 と完全 に重複 し、 より大型 になること、卵胎生のため卵が捕食されるこ

とがない等の理 由で、全国で目下 「メダカ絶や し」の真 っ最中である。県内

でもすでに、カダヤシが占拠 して しまったク リークもあるが、 まだ まだメダ

カの方が優勢である。 このようにメダカが健在な地域 は、全国的には珍 しい

例 になって しまった ようだ。

雌1994.8本 庄江川水 系のクリーク(佐 賀市)

雄1990.8.4佐 賀江川水 系のクリーク(佐 賀市)
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グ ッ ピー

Poecilia reticulate

カダヤシ科

地方名 ぐっぴ一

大 きさ5cm

生 息域　 下流域、汽水域 、ク リー ク ・ため池

グッピーといえば熱帯魚(観 賞魚)の 代表のような魚である。未成魚や雌

はカダヤシに似 るが、雄の婚姻色 は大変派手で美しい。品種改良 によって様々

な美 しい品種がつ くられている。色彩 も様々であるが、特に尾 ビレの変異は

同一種 とは思えないほどの多 くの変異がある。

野外で分布調査を行 う場合、種の同定の困難 な稚魚 を持ち帰 って成長後 に

調べることがある。1992年 に武雄市のクリークで行 った調査で は、持ち帰っ

た稚魚の中にダブルソー ドと呼ばれるタイプの尾 ビレを持つ雄が紛れ込んで

いた。

このグ ッピーの親がカダヤシと同様 にボウフラ退治のため持ち込 まれた も

のか、熱帯魚愛好家の水槽から逃 げ出した(ま たは捨て られた)の かは不明

であるが、最近の流行はデルタテールと呼ばれるタイプが主流なので、かな

り以前か ら自然繁殖 している可能性が高い。佐賀市近郊 のクリークで も見か

けた とい う話 も時折耳に入る。

カダヤシより競争力 は弱 く低温 にも弱いが、水質の悪化 には強 く、本州で

も温排水の流れ込む水域 には定着す ることが知 られている。温暖な沖縄では、

在来のメダカは北米原産 のカダヤシに駆逐 され、カダヤシもその後 の水質の

悪化によって、南米原産 のグッピー に置 き換わ りつつある。

「蚊絶や し士のためのカダヤシがメダカを絶や し、生活排水がそのカダヤシ

を絶やし、住人 のいな くなった水域 にグッピーが増加 しているわ けである。

近年、佐賀市を中心 に下水道の普及に歩調 を合わせるように外来2種 とは

無関係 に、蚊が減少 した ことは実に皮肉な ことである。

婚姻色のあ らわれ た雄1992.9,12六 角川水系のク リーク(武 雄市)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



メダカ
Oryzias latipes

メダカ科

地 方 名 か わ く じ ら、ざ っ こ 、しょ ん し ょん い お 、

た い わ し、た か ん ち ょ、た ば や 、ち ゃ 一

わ し、ち ゃめ ご、べ いべ い た ん ご 、 め ざ

か 、め ざ っ こ、め じ ゃか 、め だ か ん ち ょ、

め だ こ、め ち ゃ ば や 、め ん こ

大 きさ4cm

生息域　 中 ～下 流域 、ク リー ク ・た め池 、細 流

メダカは水田地帯 の魚であ り、その分布域 も稲作の文化圏 と一致す る。メ

ダカの属名 「オ リズィアス」はイネの属名 「オ リザ」 に由来 した ものである

し、英名 もライスフィッシュである。また和名の由来 も、眼が高い位置にあ

るか らとする説 のほか に、 こめ(米)ざ こ→めざこ→めざか→めだか と転 じた

とする説 もある。

馴染 みの深い魚で、全国で地方名の数 は3000と も5000と もいう。県内の古

いわ らべ歌 には、「ベイベイタンゴ(メ ダカ)寄 って こい。サクズぬって食わ

す っけん。 メジャカ(メ ダカ)と カッカ(ハ ゼ)と ドンコと酒盛 りしたとさ」

とい うもの もある。

雌雄 の識別点は特徴的な尻 ビレの形でできる。雄は平行四辺形、雌 はやや

先細 りになっている。 また、雄の背 ビレは破れたように見 える。2つ のヒレ

が雌雄で異なるのは理由がある。産卵時 に雄 はこの2つ のヒレで器用 に雌を

抱 くのである。

産卵 は早朝に行われ、一度の産卵で数十個 ほど産む。メダカの雌 は産出さ

れた卵 をしばらく肛門付近 に房状 に付けた まま泳 ぐ。卵は1㎜ 強で2cmほ ど

の粘着糸 を持つ。 この粘着糸で水草な どに1個 ずつ産着 されてゆ く。水温 を

30℃ ほ どに保てば周年産卵 させ ることがで きる。

県内の状況か らは不思議 に思 えるが、他県ではメダカが減少 してなかなか

お目にかか らな くなったため、理科の観察のために業者か ら観賞用のヒメダ

カ(緋 メダカ)を 購入する学校が増 えている という。

1993.12.24六 角 川水系のク リーク(白 石 町)

雌 雄は背ビレと尻ビレの形 で区別できる。

写真 は雄1993.12.24(同 上)

雌1993。12.24(同 上)
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クル メサ ヨ リ
Hyporhamphus intermedius

サヨリ科

地方名 さよ り

大 き さ20cm

生息域 下 流域、河 口 ・汽 水域

和名 は、久留米市付近で捕れることか らきた ものであるが、有明沿岸の固

有種 とい うわけではない。本州、九州 の下流域か ら河 口に広 く分布 し、国外

では朝鮮半島および中国にも分布する。

背中は淡黄緑色で腹側 は銀白色で気品の感 じられる魚である。下 あごは著

しく突出 してお り、サ ヨリに似 るがサヨリ(40cm)よ り小 さく、下あごの先端

の下面が朱色ではな く黒色であるため区別は容易である。また、サヨリは汽

水域 まで は侵入す ることがあるが、 クルメサヨリの ように純淡水域 には入 ら

ない。逆 にクルメサ ヨリは、塩分濃度の低い有明海で こそ海で も見 られるが、

ほかの地方では海で見 ることはまれである。

柳川市出身の詩人、北原 白秋 は 「サ ヨリはうすい、サヨリはほそい。ぎん

の うを、サ ヨリ、おねえさまににてる。」と詠んでいる。こち らは、下 あごに

口紅 をつけたサ ヨリの ことのようで もあるが、「サ ヨリの うちはまみつか、し

おか」 とも詠んでいるところを見 ると故郷のクルメサ ヨリの ことのようであ

る。

トビウオに近い仲問だけあって、驚 くと水面か ら飛び出して数mほ どジャ

ンプする。5月 か ら6月 にかけて10尾 ほ どの群 で産卵 を行 う。夜間には灯火

に集 まる性質があり、久留米市付近では 「サ ヨリす くい王が風物詩であった。

卵 は同じダツ目のメダカ とほぼ同 じ1.3㎜ ほ どで、やは り絡 みつ くための長い

糸を持 ち、水 に浸 った岸辺の植物や水草 に産みつけられ る。

近年、 ほとん どの河川の河口に最 も近い堰が鋼鉄製 の転倒堰 にかわってか

らは、海 と河川下流部 との移動が困難になり減少が著 しい。

写真提供(Y)
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イ トヨ

Gasterosteus aculeatus

トゲウオ斜

地方名 なし

大 きさ8cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽 水域 、玄界灘側

トゲウオ科の魚 は、 ジグザグダンス と呼ばれる求愛行動や鳥の巣 に似た産

卵巣をつ くる魚 として有名な魚である。ただし、小鳥顔負けの立派な産卵巣

をつ くるのは、10本 前 後の棘を持つ トミヨ属の方で、イ トヨ属の方は、中に

「焼 き芋」でも入 っていそ うな、 ゴミ溜 めのような産卵巣をこしらえる。

冷水性 の回遊魚で、太平洋側では利根川以北、 日本海側では山ロ県以北に

分布す るとされていた魚である。 また、本州の湧水地帯 には陸封 された個体

群が見 られ、 こち らは天然記念物等の指定 を受 けている。

背 ビレの変化 した独立棘 を3本 持ち、腹 ビレも1対 の棘 になっている。 し

かし、通常 はこの棘 は体に密着 して収納 されてお り、サバ のミニチュアのよ

うな印象 を受 ける。

県内のイ トヨは回遊型で、3月 頃に玄界地方の河川に遡上 して くる。やが

て雌 は腹部がはちきれんばか りに肥大する。雄 は背側が青色、喉か ら腹 にか

けては鮮やかな朱色の美 しい婚姻色を呈す る。

雄 は直径6cmほ どの円錐型 のくぼみの中心に、水草 をくわえてきては差 し

込み、同 じく砂 を運 んできては上か らばらまき、 この後肛門をす りつ けなが

ら腎臓か らの粘着液を体 を震わせなが ら塗 り付けてい く。こうした作業を繰

り返 して トンネル型の巣を完成 させ る。

雌 は、産卵 を行 うだけで産卵後数 日で死亡す る。雄 は卵がふ化するまで、

侵入者を果敢 に攻撃 した り、卵 に胸びれで新鮮 な水 を送 った り(フ ァンニン

グ)、死卵 を除いた りと甲斐 甲斐 しく世話 をし、稚魚の姿を見届 けた後、ゼン

マイが切れた ように死亡する。3cmほ どに成長 した稚魚は6月 頃に降海 し、

春 まで海で生活す る。

1994.3.4半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕獲
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〈攻撃〉縄張りへの侵入者は雌でも激しく攻撃する り994.3.4半 田川(唐津市)熊本常夫氏捕獲

〈巣材の搬入〉

水中の植物片をくわえて、

巣の中心に挿入する

1994.3.4(同 上)

〈砂 の搬 出 〉

巣の中の砂 をくわえて運び出す1994.3.4(同 上)

〈巣材の固定〉

肛門をすりつける様にして、腎臓からの分泌物を塗りつけていく

1994.3.4半 田川(唐津市)熊本常夫氏捕獲

〈ファンニング〉

胸ビレをつかって巣の中の卵に新鮮な水を送

る1994.3.4(同 上)

巣から泳ぎ出た仔魚1993.5
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タウナギ
Monopterus albus

タウナギ科

地方名 な し

大 き さ80cm

生息域　 水田、ため池 ・ク リー ク

「ヘビも飼 ってるの?」 初 めて水槽の中のタウナギを見た人 は、たいがいギ

ョッとするようである。 どう見てもオレンジ色のヘビにしか見 えない。

ヒレはほぼ完全に退化 してお り、背 ビレ ・尾 ビレ ・尻 ビレが癒合 してひだ

状の隆起 になってお り、遊泳の役 に立 ってい るとは思 えない。 また、えらは

あるが退化 してお り魚の くせ に直接空気を吸 えない と溺死する。 また、お腹

を上 にして寝 ていることもある。 さらに、34cmほ どまでは雌であるが46cm以

上 に成長す ると雄に性転換するなど、 とにか く妙な魚である。

韓国か ら東南アジア までに分布 し、増血剤 としてウナギより高値で取引さ

れ るという。国内では琉球列島に自然分布す るらしい。 また、近畿地方には

台湾か ら移入された実績がある。

佐賀市で捕獲 されたタウナギが自然分布 なのか、他の水生生物の放流 に混

入 して侵入 したものかは、生物学的撹乱 を受 けてしまった現在では、 とんと

分か らないが、 ここでは移入魚 として扱 うことにする。

小型の ものは水田に トンネル を掘 って生活する。そのため棚 田のある地方

で は、水田の水 を漏 らして しまう困 り者である。眼は、地下生活に適応して

か メダカよ り小 さ くあまり見えてないようである。そのかわ り匂いには敏感

で、水槽内では ミミズを専食 している。

空気呼吸の比重が大 きく、干上が ってしまうような沼で も穴 の中に潜むこ

とができるし、雨後 には陸上 を移動することもあるという。 ときどき鎌首を

もたげるようにして水面 に口先 をあげて空気 を吸 う。空気 は、口腔内に蓄え

られるが、この時頭部の直径が1cmほ ども膨 らむ。

1992.6八 田江川水系のク リーク(佐 賀市)内 川 正美氏捕獲

空気 を吸 って、膨らんだ頭部

1992.6(同 上)

1992.6(同 上)
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アユ カケ
Cottus kazika

カジカ科

地 方 名 う る ご、 こ お さず 、 しゃ ち 、 や まほ 一

り ゃ

大 き さ25cm

生息域 中～下流域

金沢のゴ リ料理に使 う魚 といえば、その うまさゆえに思い出される方 もあ

ることと思う。 その隣の福井県には、霰が降 るような寒い夜に白いお腹を上

にして海に下 るという言い伝 えか ら 「あられが こ」 という地方名 もある。

神奈川一秋田以南、九州の中流域の礫底 に生息する。太平洋側 より日本海

側の方が多いという。秋か ら冬 にか けて、夜間に降海 し早春に産卵す る。ふ

化 した稚魚は、約1カ 月海で生活 し河川 に遡上する。

「石化 け」の達人で、身を寄せ る障害物のない ところで は、胸 ビレを体 に密

着 させ、尾を曲げて這いつ くぼるようにしてじっとしている。鯉蓋(え らぶ

た)の 後縁 に4本 の棘があ り、特 に一番上 の棘は長い。

和名 は石 の表面の付着藻類 をはみに来たアユをこの棘 に引っか けて捕食す

るという言い伝 えか らきた ものである。同 じ意味のカマキ リという別名 もあ

る。

県内では生息数が少な く1978年 に筑後川、中川 と浜川か らの記録があるの

みである。

富士町杉 山でかつてヤマノカミが遡上 してきていた頃、 ドンコほ どの大 き

さの 「すいつ きどん こ」 と呼ばれる謎 の底生魚が いた とい う。素手で腹のあ

た りをつかんで捕 ることができるが、 この時一気 に引き抜かないと石 に吸い

付いて、体がちぎれてしまうとい うことであったが、筆者は、 この 「すいつ

きどんこ」はアユカケではないか と思っている。

ヤマノカ ミと同様 に遡上力が大変弱 く、階段式魚道 はもちろんごく低いコ

ンクリー ト製の固定堰 も越 えられないため、近年全国的 に減少している。九

頭竜川では福井県の天然記念物 に指定されている。

写真提供(Y)
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ヤ マ ノカ ミ

Trachidermus fasciatus

カジカ科

地 方名 や まんかみ、 かわんかみ、 かわんかみ

どん こ、か わかみ どん こ、 かんかん じ

ょう、かわ おこず、お こず、 たちゃ

大 き さ16cm

生息域 中～下流域、 有明海側の み

カジカ科の大陸系遺存種で、国内には有明海湾奥部 とその流入河川にのみ

生息す る。前鯉蓋骨(さ いがいこつ)に4つ の棘があ り、鯉膜(さ い まく)

が 明瞭な榿色 であるなどの特徴があり、他 と間違 えることはない。

和名の由来 となった 「山の神王 は容貌が醜 く、古 くか ら女性が山に入ると

や きもちを焼 くとされた女神である。きこりは、 この女神の怒 りを鎮めるた

めに、 さらに醜悪なオ コゼの類 を捧げる習慣が全国各地にある。ヤマノカミ

の名 は、オコゼに似ていることか らきた ものか、実際 に 「山の神」 に捧げた

ことか らきた ものかは定かでない。

中国では四鯛鰭 とも呼ばれる。 これは、成熟 した個体では前鯉蓋骨の後方

も鯛膜 と同じ榿色になるため、鯉蓋が2対 あるように見 えるためであろう。

また、長江流域の松江鰹 もスズキではな く、ヤマノカ ミの ことである。

昼間 は、石の下や木杭等の物陰に身を寄せ、夜 に活動 し甲殻類や小魚を捕

食する。11月 頃 に有明海 に産卵のために降海する。 このころには、雌 は卵巣

が発達 して石鹸で も飲み込んだかのような体形になっている。雄 は、頭が雌

よりもひ とまわ り大 き くなり区別 は容易 になる。

河口や干潟域 に到達すると、雌 はタイラギの貝殻内に2cmほ どの粘着卵 を

産み1年 の寿命 を終 える。雄 は、卵 を保護 した後やは り死亡する。産卵に参

加 しなかった ものは、 もう1年 生 きる。

5月 頃に2～3cmほ どになった稚魚は河川 に遡上する。以前は嘉瀬川の場

合、富士町の杉 山地 区にまで遡上 していた というが、河川が各種の近代的な

堰 によって分断された現在では、ほとんどの河川で河口に最 も近い堰で遡上

が阻害 され、本来の生息地に到達 できていない。

雌の成魚1993.10本14天 祐寺 川(佐 賀市)森 嘉彦氏捕獲

雄の頭部1994.12多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲
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雌の頭部1994.7.10浜 川(鹿 島市)

雄の成魚は行動も慎重で、第1背 ビレの第3棘 が短くなる様だ

1994.12多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲

遡上期の幼魚1993.5.3本 庄 江川(佐 賀 市)

冬期には雌の腹部は卵で膨らむ

1993．10.14天祐寺川(佐賀市)森 嘉彦氏捕

獲

ヤマ ノカミの卵1994.2.15
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カジカ
Cottus pollux

カジカ科

地 方名 な し

大 き さ17cm

生息域 上～下流域

カジカ といえば、清流で鈴の音 のような美 しい声で鳴 くカジカガエルを連

想 され る方 も多いことと思 う。実は、魚に もカジカ とい う魚がいるのである。

カエルの方 はシカのように美しい鳴 き声か ら、魚の方 はシカの肉を思わせ る

ような味からきた もの らしい。金沢のゴリ料理には本来アユカケを用いるが、

最近は資源量の減少で同じ科 のカジカが代用 とされてい るようである。

カジカは以前か ら3つ の型 に分けられることが知 られていた。つま り、上

流か ら中流域上部 に生息して大型の卵 を産 んで海 に下 ることな く一生 を河川

で過 ごす大卵型(河 川陸封型)と 、中流域 から下流域上部 に生息 して小さな

卵 を産み、ふ化 した稚魚が1カ 月ほど海で生活する時期のある小卵型(両 側

回遊型)と 、琵琶湖 にのみ生息するさらに小 さな卵を産む湖沼型である。

これら、カジカの3つ の型については学者 によって見解が異なる。つま り、

湖沼型 をウツセ ミカジカ とし他の2型 は将来的には別種 とす るが当面 は型 と

してお くとす る考 え方 と、湖沼型は小卵型 と同一 と見 なしてウツセ ミカジカ

とし、大卵型 をカジカ とする考 え方 とがある。 この場で は前者にしたがって

カジカ として扱 うことにした。

県内での確認例 は少な く、20年 程 前に筑後川 と糸岐川および嘉瀬川か らの

確認例があるのみ(型 は明記されていない)で あったが、1995年5月 上旬に浜

川で3cmほ どの遡上途中の小卵型(両 側回遊型)の 幼魚が久 しぶ りに確認され

た。

なお、 ウツセ ミカジカの特徴 は、両眼をつなぐ黒色 の帯が見 られること、

胸 ビレ条数が13～16本 で カジカの12～14本 よ りやや多い ことなどである。

大卵型の成魚 写真提供(Y)

遡上期の小卵 型の幼魚1995.5.4浜 川(鹿 島市)
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オヤ ニ ラ ミ
Coreoperca kawamebari

スズキ科

地 方名 よつ め、 よ るめ ひ る め、 み ず く り

せ え べ え、 み つ くりせ えべ え、 せ

えべ え

大 きさ12cm

生息域　中流域

国内のスズキ科の魚の中で唯一の純淡水魚である。和名 は、鯛蓋(え らぶ

た)に ある暗青色の眼状斑紋 と、本当の眼か ら放射状にのびる赤褐色模様が、

もう1尾 の頭部の様 に見 え、 それが本来の 「親」 をにらんでいる様 に見 える

か らだという。 しかし、実際には地方名の 「よつめ」の方が通 りがよい。

体色 と模様は精神状態によって瞬時 に変化する。興奮時には1cmほ どの暗

褐色の横帯が数本出現 し、すみかのヨシの根元に同化 して見える。さらにス

トレスが続 くと、真 っ黒にな り死亡することが多い。

岸辺 の植生の豊かで水質のよい河川の緩流部に、縄張 りを作 って単独生活

をす る。典型的な動物食性で、水生昆虫や甲殻類、小魚な どを捕食 する。飼

育 は、餌 さえ確保で きれば容易であ り、人にもよく慣れ る。水槽の前で観察

していると、オヤニラ ミも水槽の中か らこちらを観察 している。慣れて くる

と水面からジャンプして餌 を捕 った り、指にも反応するようになる。 しかし、

2尾 のオヤニラミを同じ水槽に入れると大喧嘩の後、必ず一方が死亡する。

また、異種の場合で も決 して良い結果 は生 まない。個人での飼育 は単独飼育

が無難である。

産卵期 には雄がコウホネや ヨシ、ササ等の水中部分 を口で清掃 し、雌に2

cm強 の卵 を2列 に産卵させる。雄 は稚魚がふ化 して泳 ぎ去 るまで、外敵 を追

い払 った り、胸 ビレで新鮮な水を送った り、死卵を除去 した りと、甲斐甲斐

し く世話をする。親不孝の代名詞のような和名 と実際 は、 まるで様子が違 う。

子育 ての様子から 「みず くり(水 繰 り)せ えべえ王 とい う地方名がある。

護岸工事 などで岸辺の植物帯が除去 されると、真っ先に姿を消す魚で環境

庁 によ り希少種 に指定 されている。

1992.8.30田 手川(東 脊振村)

オヤニラミの 顔1994.8.28厳 木川(厳 木 町)

体 色の変化は著 しい1994.8.28(同 左)
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スズ キ
Lateolabrax japonicus

スズキ科

地方名 は くらご、 は くら、あかめ ば くら、や

すみ ば くら、はね、すす き、 せい ご、

はねせ い、 すず き

大 き さ100cm

住 息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

河口付近の汽水域には、周縁性淡水魚に分類され る沿岸性の海産魚が餌 を

求めて侵入 している。 スズキも日本各地の沿岸に見 られ る周縁性淡水魚であ

る。国外では中国、朝鮮半島、日本海沿岸な ど東アジアに分布する。 ほかに

オース トラリア東岸で も確認 されているが、 こち らは移植によるもの とされ

る。

スズキは出世魚のひ とつで、15cmま で をハクラ、30cmま で をセイゴ、60cm

まで をバネ、60cm以 上 をスズキ とい う。有明海側の地方名はバ クラゴーバク

ラーアカメバクラーヤス ミバ クラーハネースズキと多 くの段階 を経て「出世王

す る。

有明海は有数 な漁場であったが、近年では 「スズキ」のサイズにまで生 き

残 って出世す るものはかなり少な くなっている。

産卵は、11月 ～1月 頃 に外洋に面 した岩礁地帯で行われ る。卵 は1.2～1.5㎜

ほ どの球形で粘着性 のない浮遊性卵である。幼魚 は沿岸のアマモ場や河口付

近 に生息する。6月 頃 には5cmほ どに成長 し河川 に侵入するようにな り、8

月 に10cmほ どになると中流域にまで侵入するもの もいる。若魚の体側の背側

や背 ビレに見 られる 「ほくろ王の ような黒色斑は成長 に伴って消失す るが、

東シナ海 と有明海の ものは成魚まで残存する という。

島根県の松江市 は鰹(ス ズキ)料 理で有名である。 しか し、中国の松江鰹

(晋の高官であった張翰が、ふ と故郷の松江鯖 を食べた くな り、あっさりと

官を捨てて松江 にもどってしまった という故事で有名)と は全 く無関係で、

松江鰭 はヤマノカ ミの ことである。

1992.7.26松 浦川(唐 津 市)
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ブルー ギル
Lepomis macrochirus

サ ンフ ィ ッ シュ科

地方名 ぶる一 ぎる、 ぼろぎれ

大 き さ25cm

生息域 中～下流域、 ク リーク ・ため池、湖 沼

この魚は北米原産で、えらぶたに暗青色の斑紋があるため、 ブルー(青 い)

ギ ル(え ら)と いう。ため池な どで「タイのような見慣れない魚が捕れた王と言

う場合、 このブルーギルであることが多い。

1960年 に天皇陛下が皇太子時代 に訪米 された折、 ミシシッピー川産の18尾

が シカゴのシェド水族館から贈 られたのが始 まりで、その後、各地の止水域

で爆発的 に増加 しつつある。

県内には、宮崎県の一ツ瀬ダムか ら1967年 に神埼町の日ノ尺池 に入れ られ

たのが最初である。

この魚の分布拡大 はオオクチバスの餌用 にとの考 えか らの意識的な放流 も

大 きな要因である。 しかし最近では、逆にオオクチバスの幼魚の多 くがブル

ーギルに食われることから食物連鎖ではブルーギルの方がオオ クチバスより

も上位 に位置すると考えられている。

生後1年 に満たない幼魚は全体 に透明感があ りパステル系の金属粉 をまぶ

した ようで美 しいが成長す ると全体 に黒味を増 し、体高 も高 くなる。 また、

餌のためか全体が明るい黄色 で、体側 の暗色横帯が不明瞭になっている場合

もある。生殖期の雄は胸部 に赤錆色の婚姻色が現れ る。産卵 はオオクチバス

とほぼ同 じで、雄が砂泥底 に作 ったす り鉢状 の巣 に行 われる。ふ化 した仔魚

は、やは り雄 によってしばらく保護 される。

在来魚 は環境の悪化 の他、子供の頃 はブルーギル に、成長す るとオオクチ

バスに捕食され るとい うトリプルパンチによって絶滅の淵 に立たされている

ものも多い。

1991.8.25中 地江川水系 のク リー ク(干 代 田町)

幼魚199り.8.4佐 賀 江川水系のク リーク(佐 賀市)

婚姻色1994.5.1」 多布施川水系

佐賀城 跡南堀(佐 賀 市)
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オオ クチバ ス
Microptents salmoides

サ ンフ ィッ シ ュ科

地方名 ぶ らっ くばす、ばす

大 きさ50㎝

生息域　 中～下流域、 ク リー ク ・ため池 、湖 沼

北米原産の魚で、一般 にはブラックバスの名の方が とお りがよい。1925年

に箱根の実業家がアメリカ合衆国のオレゴン州から取 り寄せて自宅 の池に飼

っていた ものが、芦 ノ湖 に脱走 して定着 した といわれている。魚食性が非常

に強いため、芦 ノ湖か らの持 ち出しが禁止されていたにもかかわ らず、ルア

ーフィッシングの対象 として各地のダム湖などにヤ ミ放流が行われ、現在で

は日本全国のほ とん どの止水域に分布す るようになっている。

非常 に貧食で、カムルチーのように人 にこそ食いつかないが、動いている

ものであれば魚やエビをはじめ何にで も食いつ く。

脅えることを知 らないようで、捕獲 したばか りで も水槽 に入れた途端 に先

住者を食い尽 くすのに、 ものの数分 とかか らない。

水槽 の中の惨劇 と同じ事が天然の水系で も起 こっている。淡水資源の宝庫

である琵琶湖ではオオ クチバスが爆発的 に増加 し、いた る所で群泳する姿が

見 られ、 これ に反比例するように在来魚が激減 し、内水面漁業に大きな被害

を与えているという。

県内でも、いつの間 にかダム湖に姿が見 られ るようにな り、流下 した幼魚

が河川や クリークにも分布 を広 げている。アメリカでは塩分濃度のかなり高

い汽水域 にも姿が見 られる という。本当な らば有明海 の特に湾奥部はもとも

と塩分濃度の低い水域で もあり、遠か らず有明海 にも侵入 して しまうのかも

知れない。

味 は白身で美味。老化防止に効果の高いタウリンを多量に含んでいる。芦

ノ湖では高級魚 として、琵琶湖では学校給食 にも利用されている。健康 と淡

水生態系の保護のため、釣 ったオオクチバスはキャッチア ンドリリースなど

せず、食べてしまいましょう。

1993.8.29六 角川(武 雄市)

幼魚1992.7.19松 浦川(山 内町)
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ヒイラギ
Leiognathus nuchalis

ヒイラギ科

地 方 名 しい か ぶ ら、 し い ら、 しぬ ふ た 、 しび

ら、 ち ょん 、 ち ょ ん ご ろ 、 とん ば 、 ひ

い ら ぎ

大 き さllcm

生息域　 河 口 ・汽水域

和名は、背ビレと尻ビレの棘が非常 に固 く、 まるで樹木の ヒイラギの葉の

ようであるところから付 けられた名前である。また、地方 によっては 「ネコ

ナカセ王 とか 「ネコゴロシ王な どと呼ぶ ところもある。

河川で見 られる魚の中では最 も銀色の美しい魚で、 まるでクロームメッキ

をほ どこした ように輝 く。

口は普通 に見 えるが、目の前方の膨 らみの中に、スライ ドする漏斗型 の吻

が格納 されてお り、採餌時 には漏斗型 の口を前方下向きに突出させて、水を

吹 きかけ餌 を掘 り出して捕食す る。その ときの顔 は、「ひょっ とこ王を思わせ

る。

発光す る魚 といえばチ ョウチンアンコウのような深海魚のイメージがある

が、内湾性 の強いヒイラギも発光する魚である。何のために光るのか、 どう

やって光 るのかは、寡聞にして知 らない。

外洋にはほ とん ど出ず、河川水の影響 の強い内湾 に群れて生活す るが、潮

の満ち引きにのって汽水域 の上限付近 までボラ類に混 じって河川にも侵入す

る。 しかし、完全な真水では生活できないようで、純淡水域には入 らない。

「餌取 り王として釣 り人 に嫌われる魚で、硬い棘のためかあま り食用にもさ

れないが、吸物や酢づけにした りして骨 を柔 らか くすれば食べられる。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

1994.8.11松 浦川(唐 津市)
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クロダイ
Acanthopagrus schlegeli

タイ科

地方名 くろだい、ちぬ、 ちん、 めいた

大 き さ60cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽水域

クロダイは北海道南部以南の水深50mほ どの岩の多い浅海 に見 られる魚で

あるが、幼魚は春から秋にか けて、よ く河川に侵入す る。塩分濃度の低い河

口や汽水域 に餌 を求めて侵入するのだろうが、中流域 まで侵入することも珍

しくない らしい。 このため、 ボラやスズキ と同様に、周縁性淡水魚 として扱

われている。

な どと、頭ではわかっていても実際に、投網に引っかかっているクロダイ

を初 めて見た ときは、 さすがに狼狽 してしまった。捕獲地点 は確かに、河口

付近の汽水域であったが、捕獲時は干潮で隣の瀬 にはアユが泳 ぎ、上流から

流れ下 る水 のため、舐 めても塩気は微塵 も感 じなかった。

貧食 な魚で、甲殻類や貝類、ゴカイのほか大型 の藻類 も食いちぎって食べ

る。水槽内では小魚を他の魚食魚のように丸飲みにするのではな く、食いち

ぎって食べるのが印象的であった。

それはそうと、釣魚 として人気の高いクロダイは、「クロ(標 準和名 はメジ

ナ)王 と区別 して、チヌと呼ばれ ることが多い。実際には、「チン王 と発音さ

れる。なお、クロダイに非常 によ く似 るが、腹 ビレ、尻ビレ、尾 ビレの下半

分が黄色 いものは近縁のキチヌであり、「しらちん」「きびれ王「わせ王「きち

ん王などと呼ばれ る。

クロダイの小型の ものは「めいた」と呼ばれ る。 クロダイは性転換 を行 う魚

で、20cm以 下 の小型 ものはすべて雄 として機能するが、25cmを 超 える頃には

明確に雄 と雌が分化す る。

関東で小型のクロダイを 「ちんちん王 と呼ぶのは偶然 にしては出来す ぎか

もしれない。

1994.8.7糸 岐川(太 良町)
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ナイルテラピア
Oreochromis niloticus

カワスズメ科

地方名 な し

大 き さ50cm

生息域　 温排水の流 れ込 む河川、 クリー ク、用

水路

テラピアの仲間は雌が卵や仔魚を口の中で保育するところか らマウスブ リ

ーダー とも呼ばれ
、観賞魚 としても有名なグループで様々な種類が飼育 され

ている。

ナイルテラピアは1962年 にアラブ連邦から食用 として移入され、各地で温

泉水等 を利用 して養殖がなされている。タイにやや似ていることを良いこと

にイズ ミダイ(泉 鯛)と か、学名のオレオクロミス ・ニ ロチカのチカを掛 けた

チカダイの販売促進用の名前 も考案されている。

県内では、諸富町の養鰻場で残餌 の処理のため、入れ られた ものが近 くの

クリークにも自然繁殖 しているようである。1991年 に千代田町のクリークで

捕獲 した2cmほ どのブルーギルの幼魚の中に、たった1尾 だが混 じっていた。

しか し、夏季には分布を広げるが冬季の低水温 に耐 えられず、今 のところ養

殖場 の排水 口付近以外では生 きられない ようである。

植物プランク トンやウキクサなども食べる雑食性で、成長が速 く水槽内で

も1年 後には20cmほ どに成長 した。

ところが、その年の秋 にブルーギル と一緒の水槽で、何 と産卵 して しまっ

たのである。ナイルテラピアは1尾 しかいないので処女生殖(単 為生殖)の 可

能性 もあるがブルーギル との雑種 の可能性 も否定できないため、1993年 に単

独で飼育 した ところ、今度は2回 の産卵に成功 し、2回 とも稚魚を得ること

がで きた。

個体数が少ないときの両性生殖 は近親交配の危険 も高 く、なにより相手 と

巡 り会 う必要がある。 しか し、単為生殖な らばその どちらの問題 も無関係に

なる。帰化昆虫ではこのような事例 は確認 されているが、 もともと性的分化

のあまり進 んでいない魚類で も起 こるもの らしい。

1991.8.25中 地江川水 系のクリーク(干 代田町)

単為発生 した と思わ れる幼魚1993.11撮 影
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ボ ラ
Mugil cephalus cephalus

ボラ科

地 方 名 い な 、 ぼ ら、 くろ め ご 、 くろめ 、 だ ん

ぎい 、 ち ゅ う ぼ ら、 う うぼ ら

大 き さ60cm

生息域　 中～下流域、河 口 ・汽水域

松浦川河口の松浦大堰の魚道 にはおびただ しい数の40cmほ どの魚が集 まっ

て くる。黒いものもあれば白黒の もの もいる。近 くの子供に聞 くとコイだ と

い う。 しか し、 どうもコイには見えないので捕獲 した ところ、ボラであった。

白く見えたのはうろこに付 いた寄生虫であった。

ボラは成長 にともなってバク→オボコ→イナ→ボラ→ トドと名前が変わる

「出世魚王である。 うぶな女の子を示す 「オボコ娘王、江戸の魚河岸の粋 な若

者が、結 った 「鯉背銀杏王か らは 「イナセな王、行 き着 くところまで行 ったの

意味の 「トドのつまり王など、ボラか ら出た言葉 は多い。

有明海側 の地方名 も成長 に合わせて、「くろめご王→ 「くろめ王→ 「だんぎ

い王→ 「ぼ ら王→ 「ちゅうぼら王→ 「ううぼら士 と、や はり 「出世王する。

ボラの卵巣の塩蔵品 は、中国の墨 に似ているためカラス ミと呼ばれ、庶民

の口にはなかなか入 らない高級珍味である。 ボラは日本全国に分布す るのに、

長崎がカラス ミで有名なのは、産卵のため東 シナ海に回遊 の途 中、長崎沖に

達 したころの卵巣の成熟具合が丁度良いためである。当地 には 「トンビがタ

カを産 む王 と同意の 「カラス ミ親子王 とい う言葉がある。

西アフリカを除 く世界の暖海に広 く分布す るいわばコスモポ リタンで、 日

本各地 の沿岸に も普通 に見 られ る。下流域で渦を巻 くように群れているのは

ボラの子供であることが多い。成長するにしたがって、前後か ら脂瞼(し け

ん)と 呼ばれ る透明な膜が眼を被 うように発達 して くる。また、胸 ビレの基

部がほんの りと青みを帯びるのもボラの特徴である。

1991.11.2町 田川(唐 津市)

稚魚1995.3.28塩 田川(塩 田町)
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セスジボラ
Chelon affinis

ボラ科

地方名 しゅくち、 しくち

大 き さ30cm

生息域　 下 流域 、河 口 ・汽 水域

日本の沿岸 には14種 ほ どのボラ科の魚が見 られる。 このうち、ボラ属のボ

ラ、 タイワンメナダ属 のタイワンメナダ とナンヨウボラ、 フウライボラ属 の

フウライボラ、そしてメナダ属のメナダ とコボラとセスジボラの7種 は、少

な くとも河川の汽水域 にまでは侵入す るとされ る。

県内の河川で普通 に見 られ るのはボラ、メナダ、セスジボラの3種 である。

ボラは玄界灘側 と有明海側 の両方 に見 られ るが、メナダは有明海側 に多 く玄

界灘側 ではほ とん ど見か けない。逆に、セスジボラの方は玄界灘側には多い

が有明海側では見かけない。 どうも、好 みの底質が異なるためのようである。

セスジボラは、目にはボラほどではないがボラ同様 に透明な脂瞼が発達 し

ている。 しかし、ボラのような胸 ビレ基部の青色斑 は見 られない。 また、目

の上半分 はメナダのように朱色 を帯びている。色彩的には、あまり特徴のな

い魚であるが、セスジボラの和名が示すように、背中(頭 部から背 ビレを通 る

背中線)に くっき りと尾根線状のスジが走っているので、他のボラ科の魚 との

区別 は容易である。

玄海地方では 「しゅくち」「す くち」という地方名で呼 ばれるが、多 くの地

方でこの地方名はメナダを指す ことか多いので気をつける必要がある。

ボラとメナダの新鮮 なものは、刺身な どにして も美味であるがセスジボラ

はあまり食用にされ ることはないようである。

1994.8.11松 浦川(唐 津市)

1994.8.3松 浦川(唐 津市)
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メナダ
Chelon haematocheiluis

ボラ科

地 方 名 え び な ご、 え び な 、 えぶ な 、 あ か め 、

わ か や す み 、 や す み 、 ふ る や す み 、 な

よ し、 な よ せ 、 ま い お、 し ゅ くち、 し

くち

大 き さ100cm

生息域 下流域 、河 口 ・汽水域

魚 に限らず、昆虫 にしろ植物にしろ、素人 には見分けが難 しい仲間がある。

それ らを見分けられる様 になるためには、まず実物 をよく見ることである。

メナダ とボラも意外 と区別のできない人の多い魚である。 しか し、両種を

並べてみれば、その違いは一 目瞭然のはずである。

まず、体形がメナダの方がはるかにス リムで、上か ら見 ると頭部が偏平(縦

偏)で 、鯉蓋(え らぶた)の ところが最 も左右 に張 り出 してお り胴体 より太

くなっている。脂瞼は発達せず、地方名の 「あかめ王、「しゅ くち王が示す よ

うに目の上半分 と口元が朱色を帯びる。 また、メナダの胸 ビレ基部には青色

斑 はない。

メナダもボラと同様 に成長に伴って コス リ→ トウブシ→メナダ と名前の変

わる出世魚である。県内では 「えびなご王→ 「えびな(え ぶな)王 → 「あかめ王

→ 「わかやすみ」→ 「やすみ」→ 「ふ るやすみ士→ 「なよし王 と変化す る。

八 田江や福所江など有明海 に注 ぐ小河川 には 「江」のつ くものが多い。佐

賀の平野部 を流れる川を 「江湖」と呼ぶ ことか ら来てお り、「えぶな王(江 鮒)

とは、その様 なところに多い魚であることを示す。また、「まいお」(真 魚)

の地方名は有明海沿岸で古 くか ら漁業 の対象 として重要な魚であった ことを

意味するもの と思われる。

九州以北の 日本全国に分布するがボラより少な く、北に多い とされ る。 し

か し、泥底 を好 むためか、城原川、田手川の下流で捕獲 したものはすべてメ

ナダであった。

1991.9.6田 手川(千 代田町)
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イダテンギンポ
Omobranchus punctatus

イソギンポ科

地方名 なし

大 き さ9cm

生息域　 下 流域 、河 口 ・汽 水域

関東以西に分布 し、潮間帯や潮だ まりな どにも見 られる。石や岩 の隙間か

ら顔 を出 して眼 をキ ョロキョロさせて周囲をうかがい、胸 ビレ と腹 ビレで歩

くようにして、チ ョロチ ョロ とはいまわ るような泳 ぎ方は子ネズミのようで、

ひょうきんで愛 らしい。

体色 は地味な灰褐～灰赤色で、液体が流れたあとのような数本の暗色 の縦

条がぼんや りと見 える。 この暗色縦条は雄 は明瞭であるが、雌ではやや不明

瞭である。腹 ビレは黄色 く、胸 ビレより前方の喉 のあた りにある。

体は側扁 してお り体幅は薄い。口は小 さく 「おちょぼ口」であるが、一番

奥の歯 は犬歯(牙 状の歯)に なっている。特 に下顎の犬歯は巨大である。

ギンポと名のつ く魚は、イソギンポ科 のほかに もニシキギンポ科、アサヒ

ギンポ科、ボウズギンポ科 などがあるが、 このうちイダテ ンギ ンポと体形 の

似 ているのは、やはり同じナベカ属 の魚である。

イダテンギンポを黄土色 にして前半 を白色 とこげ茶色 の横帯で染 め分 けて

後半 はごま塩 をまぶ したようなナベカ、頭部にニワ トリのとさかのような皮

弁を持つ トサカギンポ、眼の後方に1個 のほくろのような黒色斑が見 られる

クモギンポな どが、岩の多い河口付近の汽水域で も見 られ ることがある。 こ

のうち、過去にナベ カは糸岐川で確認例がある。

1994.8.7糸 岐川(太 良 町)
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ワ ラス ボ
Taenioides rubicundus

ハゼ科

地方名 じんきち、 すぼ、 どうきん、 どきゅう、

わ らすぼ

大 き さ35cm

生息域　 河 口 ・汽水域、有明海側 のみ

有明海沿岸 の民家の庭先 には、 ときどき妙 な 「縄のれん王が見 られる。ワ

ラスボを干す風景である。内臓 を抜いたワラスボの鯉穴(え らあな)か ら口

にひもを通 してぶ ら下げてお くと、2～3日 でかちかちの素干 しがで きあが

る。見た目は悪いが、はさみで3cmほ どに切って油で妙めて醤油をかけると

立派 な肴の出来上が りである。保存はきかないが、干 し始 めて1日 ほどの生

乾 きの頃が最 も美味 という。

ワラスボは河口付近の軟泥底を好み、国外では朝鮮半島、中国、インドに

分布 するが、ムツゴロウ同様 に国内では有明海 にのみ生息す る。

見るか らに長 い体形 はウナギを思わせ るが、癒合 した腹 ビレが示すように

ハゼ科の魚である。胸 ビレの背中側の2/3は 鰭 膜(ひ れま く)が な く、糸

状 になってお り 「うちわ王の骨のようである。眼は発達せず結果 として成魚

では皮下 に埋没 して機能 していない。口は大 き く歯 は口か らむ き出 しになっ

ている。正面か ら見た顔は、映画のエイ リアンを連想させ る。

潮の引いた干潟で、「スボ掻 き王と呼ばれ る道具で泥を切 るようにして引っ

かけて捕 る漁法が有名 なため泥の中に生息する魚 と思われがちであるが、潮

が満 ちて くると水中を泳 ぎ回る。立派な歯 を持 ってはいるが噛む力が弱 く、

ゴカイな どの餌 を加 えて逃がさない程度の機能 しか持たないようである。ほ

か に、アゲマキなどの軟体動物 も食べているようである。

ワラスボより小型で、赤みの強 い 「あかすぼ王「ち うなぎ王と呼ばれるもの

は、チワラスボで こちらは静 岡以西の河 口域や内湾 に広 く分布 している。

1993.11筑 後川

1993.11(同 上)
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シロウオ
Leucopsarion petersii

ハゼ科

地方名 しろうお、 しろいお、 しらうお

大 き さ6cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽水域

シラウオ科のシラウオとハゼ科のシロウオ。紛 らわ しいことこの上ないが、

シラウオの方はよく見れば背 ビレの後 ろに 「申し訳」程度の脂 ビレがあ り、

アユやサケに近縁であることが分かる。シロウオの方 は胸 ビレの直下に左右

が癒合 した腹 ビレが、やはり「おまけ王程度 についておりハゼ科 と分かる。唐

津の料亭 などで「おどり食 い王されるのはハゼ科の シロウオである。有明海側

にも分布 しているのだが、玄界灘側ほ ど熱心 には捕獲 されていないようであ

る。

シロウオは海で生育 し、産卵のために河川 に遡上する回遊魚である。2月

から4月 にか けて遡上するが、河川 に入 ると消化管は退化して餌 を食べない。

水深10cm～20cmの 流れの緩やかな砂底に到着す ると砂 を一粒ずつ口に くわえ

て トンネルを掘 り、水底からさらに5～30cmほ ど下の石の下面や側面 に産卵

する。雌 は産卵後、雄 は卵のふ化後死亡する年魚である。

体 はやや飴色を帯びた透明で、裏側の眼球や背骨 も透 けて見 えるが、死亡

す る と白濁 して不透明 にな る。雌 の腹部 の大 部分 は卵で ある。 この中 に

300～700粒 もの卵が入っているのだか ら驚 きである。体 の中央 にある目立つ

球状の構造は浮力を調節するための浮 き袋である。点々 と見える小黒斑 はメ

ラニン色素を含む色素胞で、唇 はこれが集 まってお り、雌雄 とも黒い口紅を

しているように見える。

産卵のため、遡上 してきたものを水槽に入れてしばらくする と、 ピンピン

と泳 いでいるのは雌 ばか りになって しまう。 この時雄 は、砂の中に潜った り、

石の下の砂粒を1粒 ずつ口で くわえてせっせ と穴 を掘 り産卵床 をこしらえて

いる。

雌の成魚 中央の球状の構造は浮き袋1995.3.20半 田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲

産卵巣を掘る雄1994.3.4

半田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲
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ミ ミズハ ゼ
Luciogobius guttatus

ハゼ科

地方名 な し

大きさ8cm

生息域　 下流域、河 口 ・汽 水域

名前が示すようにハゼ科の魚であるが、シロウオを除 く他のハゼ と異 なり、

背 ビレを1つ しか持たない。癒合 した腹 ビレが吸盤状 になってい るハゼ亜科

としての特徴以外の体形や動 きは、むしろドジョウに似ている。

全国の河川の下流か ら河口までの石 のある所に潜み、小動物 を捕食する。

産卵期 は2月 から5月 ごろまでで、他 の多 くのハゼ と同様 に石の下面に2.5mm

ほ どのだ円形の卵 を一層に産着する。卵 はふ化するまで、や はり雄によって

保護され る。その頃の雄は頭部の筋肉が左右 に張 り出すので、雌 との区別が

容易になる。

水槽 内では、生 きた ミジンコで飼育 したが、「へ王の字 に結んだロで1㎜ ほ

どの ミジンコを一粒ずつパ クリパク リとやる様子はなかなかユーモラスであ

る。

よ り塩分濃度の高い汽水域や潮間帯の転石部 には、腹 ビレが痕跡化 したナ

ガ ミミズハゼ、胸 ビレの最上鰭条が遊離 し10cmな るオオ ミミズハゼ、眼の下

にヒゲ状突起 を持 つヒゲ ミミズハゼなども見 られる。

また、海の影響 のある井戸や洞窟からは、赤みが強 く眼が小 さく退化 した

イ ドミミズハゼや ドウクツミミズハゼが住む。 この2種 については全国で も

確認例 も少な く生態 については不明なことが多い。

海辺 にお住 まいで井戸 をお持ちの方は、一度井戸 の中を覗かれてみてはい

かがだ ろうか。

1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏 捕獲

1994.3.29半 田川(唐 津市)(同 上)
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カワアナゴ
Eleotris oxycephala

ハゼ科

地方名 どんこ

大 き さ25cm

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

普段 あまり泳がず、川底 に腹 ばいになっている魚 を一般に底生魚 とい う。

この仲間 には、カマツカなどのコイ科、ヤマノカ ミやアユカケなどのカジカ

科、そしてハゼ科 などが含 まれる。県内では、 コイ科 を除 く底生魚を 「どん

こ王 と総称 することが多い。

大 まかな科の相違点 を述べ ると、コイ科の底生魚 は背 ビレが1枚 で他は背

ビレが2枚 である。その中で、うろこがな く鯛蓋(え らぶた)の 縁が棘状 に

なっていればカジカ科。 うろこがあればハゼ科。さらに、左右の腹 ビレが癒

合 して吸盤状 になっていればハゼ亜科、左右の腹 ビレが独立していればカワ

アナゴ亜科である。

カワアナゴは、茨城県以西の流れの緩やかな淀みに生息する。夜行性で、

昼間は石の下や倒木の陰 に潜 み夜間に小魚やエビ、カニ等の甲殻類 を捕食す

る。 この生活形態のためか、またはもともと個体数が多 くないためか県内で

の捕獲例は少な く、特に地方名 もないようである。六角川の旧河道(古 川)

で捕獲 された写真のカワアナゴも「初 めて見 るドンコの様な魚が捕れた王とわ

ざわざ届けていただいた ものである。筆者自身 も、 このほかには多布施川水

系の水路で捕獲 されたものを確認 したに過ぎない。

頭か ら背面 は平坦で断面 は四角に近い、平常の体色 は背面が淡黄褐色、腹

側 は暗褐色のツー トンカラーに染め分けられているが、 ドンコに近い仲間で

もあ り、黒一色か ら灰 白色 まで大 きく変化する。物陰に潜む性質が非常に強

い。頭部の下面に も白色の斑点があ り、尾 ビレと胸 ビレの基部にそれぞれ2

個 の黒色斑が見 られ る。 また、雌の肛門の直後 にある生殖突起は房状 になっ

ている。

1994.7.3古 川(江 北町)東 島禮氏 捕獲

1994.7,3(同 上)

腹側1994.7.3(同 上)
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ドン コ
Odontobutis obscura obscura

ハゼ科

地方名 い しが きどん こ、 どんぽ、 どんぽつ、

む ぎつ くどん こ、ぼぼこや し

大 き さ25cm

生息域　 上 流～下流域 、細流、ク リー ク ・ため

池、湖沼

学生時代 に先輩の調査 に伴 って、島根県の宍道湖に注 ぐ河川の調査に同行

した ことがある。小 さな温泉街を流れる誰か らも顧 みられないような小川だ

ったが、それが幸いしてか近代的な治水工事 とは無縁 な状態であった。スキ

ューバダイビングで もするような格好で、さして深 くもない川の中をはうよ

うにして潜水すると、握 り拳大の石がゴロゴロしている川底に「私 は石です王

といわんばか りに動かない ドンコが、ほぼ30cm間 隔 で並んでいたのには驚い

た。肉食性 の ドンコが これだけの高密度で生息できるのは、その数十倍の餌

となるエ ビや小魚が宍道湖か ら補給 されて くるためであろう。

海 に起源を持つハゼ科の魚は、ほ とんどの ものが一生の うちに何 らかの形

で海 との関わ りを持つが、 カワヨシノボ リとドンコの2種 は、一生 を淡水の

みで生活するハゼ科 としては数少ない純淡水魚である。海 と比べて厳 しい淡

水環境に適応す るため、大型の卵(長 径5㎜ 、短径2㎜)を 産み、稚魚は最

初から親 と変わ らない姿 をしている。

成長に伴って全体 に丸みを増してい くが、大 きくなっても下唇 の突出した

「うけぐち王のままである。

ドンコは新潟 ・愛知以西に広 く分布 し、県内で も普通に見 られる。飼育は

容易で、慣 らせ ば沈降性の コイ用の餌で も飼育で きる。体色 も周囲に合わせ

て白色か ら黒色 まで変えることがで きる。また、隠れ家 として大 きな石 を入

れておけば梅雨頃 に産卵床 を作った雄が大 きな音でグーグー と鳴 くのを聞 く

ことがで きる。ただし、金魚等 と一緒 の水槽 に入れないこと。毎 日金魚が減

ってい くのを観察する羽目になる。肉は柔 らかい白身で美味、賞味に値す る。

1994.5.1多 布 施川水系佐賀城跡南堀(佐 賀市)

1994.8.1六 角川(武 雄市)
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佐賀低平地における「水文化」の特徴と再生 於保 泰正(佐 賀市)

小学校3年 頃 までの思い出は、八田江や堀で泳 ぎフナ取 りに熱中したこと

である。鱗 を光 らせながら枝吉樋門を遡上す るフナを網でサ ッとす くい上げ

バケツー杯 になる位取っていた。石垣 ドンポをつった感動 も忘れることがで

きない。先輩達10人 位 の集団で遊 んでいたが、技術 の足 りない低学年ではで

きないことも多 く、上級生 になった らと思ううちにク リークでの遊泳が農薬

のために禁止 された。

充分 に遊べなかった思いをして今 日まできたが、悔 しい思いは生態調査 を

通 して、 ドンコやカマツカ(砂 もぐり)を 取 り35年 ぶ りに味わ うことで満た

された。夏になる と堀や川で遊んだ風景 を思い出し、ふ るさとの原風景 とし

てよみがえって くる。

かつて堀の水は飲水や風 呂の水 として生活 に利用 され、魚介類 を養い、田

に揚水 して暮 らしを支えてきた。川神祭 は安全 と生命の水に感謝す る祭 りと

して各集落で行われ、ふ るさとの豊かな 「水文化王が形成 されていた。1カ

月程かかって行われていたゴ ミクイ(泥 土上げ)は 田の肥料 として利用 され

「しまい祝」は社会的絆 を強 める役割 をはた していた。

水 ・物質循環が完結 した農村部 は、戦後の工業化 の中で大 きく変容 してい

った。 ゴミクイは化学肥料に、馬か らトラクター に、草 とりは除草剤に とっ

てかわられた。1965、6年 の 「新佐賀段階王 と言われる反収 日本一 は農薬の

多量投入によっているが、その反面、1962年 の除草剤PCPに よ る魚毒事件

は、堀や有明海 のみならず琵琶湖など全国規模で被害が発生 し、健康や生態

系に深刻な影響を与えて きた。 また生活排水のたれ流 しによ り堀 は下水路 と

化 していった。堀 は浅 くな り、泳 ぐことも、 フナを食べ ることもで きな くな

り、「水文化王は衰退 してきた。

この ような 「水文化王の再生には様々の切 り口が考えられるが、水質の改

善 とゴミクイ(渡 喋)が 必要不可欠である。水質の改善 には、各家庭で生活

雑廃水 を浄化 して流す ことと、環境保全型農業への転換が早急に検討される

必要がある。淡水魚の写真を見ると魚たちもその ことを望んでいるように思

われる。

(おぼ ・やす まさ、建設 コンサルタント経営)

堀覚え書き
慣例 による管理

堀の管理は、古 くからの慣例で、堀の近くの水田の持ち主に委ねられ

ていた。東西に走る堀では、その北側に位置する田の主がそれに接する

南部の堀を管理した。南北に走る堀では、その東側の田の主がその管理

に当たった。管理区域を示すものは 「冬堰」と呼ばれ、減水した冬の堀

の水面から30センチ内外の高さの堰が設けられていた。冬堰は個人また

は共同で堀を干して魚を捕るために作られたものが多く、冬といえども

排水が続けられるよう冬堰の中央だけは水面以下に掘 り下げられていて、

次の堀への移動に差し支えないようにしてあった。

「堀覚 え書 き王(37、61、101、191ペ ー ジ)以 上4編 は内田萬二 ・元佐

賀女子短大教授の 「堀王(「新郷土王連載)を 参考 にまとめました。

内田萬二(う ちだ ・まんじ)氏

略歴 明治42年1月18日 生 まれ。86歳 。東京高師研究科卒。戦後 は佐

高教官な どを経て杵島商校長で定年。佐賀女子短大教授を務めた。佐賀

平野 の堀(ク リーク)に 関する研究を続け、そこに生 きる動植物か ら人々

の生活、文化 まで考察 した多 くの論文がある。主 なものに 「堀王(「新郷

土王昭和28年 か ら29年 まで21回 連載)、 「佐賀平野の堀の生物相の変遷王、

「ヌクメ」、「佐賀平野の堀 と漁具 と漁法王(佐 賀女子短大研究紀要)な

ど。
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ムツ ゴロウ
Boleophthalmus pectinirostris

ハゼ科

地 方 名 ほ ん む つ 、 む つ 、 む つ ご ろ、 む っ ご ろ

う、 む っ と う

大 き さ18cm

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域、有 明海側 のみ

日本で は有明海 と八代海の一部にのみ分布する魚で、佐賀の代表のような

魚であるが、近年減少が著 しく環境庁によって危急種 に指定 されている。佐

賀平野に住む人でも実物を見たことのない人 も少な くな く、 トビハゼどころ

かヨシノボリ類をムツゴロウと思 う人すらいる。

減少の原因は生活排水や農薬、ノ リ漁業の影響 など諸説あったが乱獲が主

原因だった らし く、六角川河ロー帯が禁漁区に指定 されて以降、特に1990年

か らは回復の兆 しが見 える。

体の割 には大型の歯 を持 っているが、動物食ではない。潮が引いた干潟表

面のケイ藻 をか き集めて食べている。 この時、盛んに頭 を左右 に振 るため遠

くか らで も確認できる。潮が満ちて くると自分の巣穴に潜って潮が引 くのを

待つ。

成魚 は緑がかった灰色～褐色の体色 に点々 と瑠璃色の小斑点が散在す る。

また、2つ の背 ビレと尾 ビレには、小斑点が密 にあ り美 しい。幼魚 は、褐色

の地に トビハゼを思わせ るような不規則な黒色斑がある。

潮間帯に生息す るが、100%海 水 ～淡水 まで幅広い耐性 を持つ。1994年 は記

録的な小雨の年で、河川か らの流下量が極端 に少な く、例年は見 られないと

ころに も浮泥の堆積が見 られた。六角川の河口か ら30㎞ ほ ど遡 った大 日堰(武

雄市橘町)は 感潮域の上限付近 に位置する。普段 は大潮の満潮時以外は潮の

影響 を受 けない砂底であるが、 この年は大水 を経験 しなかったため浮泥が堆

積 し、8月 の上旬 にムツゴロウの3cmほ どの稚魚の大群が見 られた。 このム

ツゴロウ達は年末 には10㎝ を超 えるほどに成長 していた。彼等にとっては塩

分の濃度 よりも泥の条件の方が重要 なようである。

求愛のジャンプ1995.6.10六 角 川(福 富町)
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約5㎝ ほどの未 成魚1991.11.10嘉 瀬川(久 保 田町)

約3㎝ ほどの未成魚1994.8.1六 角川(武 雄市)

〈闘争する成魚〉縄張りをもつ大型の個体は同種の未成魚や、シオマネキなどの侵入者を威嚇、

排除するが、未成魚と同サイズのトビハゼの侵入は気にしない1994.6.5六 角川(福富町)

〈ムツゴロウの摂食痕>199412.29六 角川

(武雄市)

〈ムツゴロウの作った道〉摂食中のムツゴロウ

は数分笛に必ず水の中に飛び込む。水溜りは縄張

りを持たない未成魚達のオアシスとなる

1994.12.29(同 左)
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トビハ ゼ
Periophthalmus modestus

ハゼ科

地方名 かっち ゃむつ、 かっちゃん、か なむつ、

とびはぜ

大 き さlOcm

生息域　 河 口 ・汽水域

有明海沿岸以外では、東京湾以西 の河口干潟の発達 した河川に点々 と分布

し、 日本海側 には分布 しない。ムツゴロウに似た魚で、ムツゴロウの子供 ぐ

らいに思 ってい る人 もいる。

魚の くせに水を嫌 うかのように潮が満 ちて くると、堤防や石や竹竿 などに

よじ登って潮が引 くのをじっと待つ。表皮が乾燥すると時々水に飛び込むが

す ぐによじ登 って くる。潮が引いて干潟が現れ ると、干潟の上 をちょこまか

と活発に動 きまわって小動物 を捕食す る。

ムツゴロウ とは形 も色彩 も異なるが、確実な区別法は敵を威嚇す るときに

立てる第1背 ビレの条数を見 ることである。ムツゴロウは5本 しかないので

簡単 に数 えられるが、 トビハゼは14本 で野外で は正確に数えるのが難 しい。

慣れて くると逆光で、シルエ ットしか見 えな くて もその行動パター ンで区別

できるようになる。満潮時に水面上 の竹竿な どに張 り付 いているのは間違い

な くトビハゼの方である。また、 トビハゼは干潟を歩 くとき胸 ビレと尻 ビレ

付近3点 で体 を支えて、腹部 を干潟につけない。大 きなムツゴロウの縄張 り

を素通 りで きるのが トビハゼで、ムツゴロウの幼魚の場合、縄張 りの主に激

しく追い払われる。 また、干潟表面 のケイ藻 を食べるムツゴロウは、ケイ藻

を削 り取 るため腹 ばいになって頭 をくね くね と左右 に振 って食事 をする。

トビハゼは純淡水では生活できないので淡水魚 とはいえないが、100%の 海

水 でも生活できない。汽水魚 という言葉があれば一番ぴった りのような気が

する。 しか し、彼等が一番好むのは水ではな く、空気のような気がする。

1995.2.26飼 育個体(諫 早市 干拓の里むつご ろう水族 館)

水中のトビハゼ ムツゴロウ

と異なり、水の中を泳ぐこと

は多くないが、危険を感じる

と魚の本性を発揮する

1995.2.26(同 上)
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ス ミウ キ ゴ リ

Chaenogobius sp.1

ハゼ科

地方名 な し

大 きさ9cm

生息域 下流域 、河 口 ・汽水域

ウキゴリの仲間はハゼ科 としては大 きな浮 き袋 を持 ち、中層に浮かんでい

ることが多い。ウキゴ リの呼称 も 「浮 くゴリ王か らきたものである。頭部 は

縦扁 してお り、横か ら見た顔 と上から見た顔 はかな り印象が異なっている。

スミウキゴ リ(墨 ウキゴ リ)は 、かつてはウキゴリの汽水型 と呼ばれてい

たもので、同様に中流型 と呼ばれていた ものはシマウキゴリ(縞 ウキゴリ)

として別種 とされるようになった。現在で もウキゴリと呼ばれ るものは、か

って淡水型 と呼ばれていた ものである。 このうち、実際に浮 いていることの

多いのはウキゴリで、成長 したス ミウキゴリとシマウキゴリは浮 き袋 もやや

小 さ く、石の下や物陰に潜 んでい ることの方が多い。

これ ら3種 は、成魚の形態や婚姻色 も異なっているが、仔魚の頃か らすで

に色素胞等に違いが見 られることが報告されている。幼魚期 も尾ビレとその

基部の模様 もかな り異なっている。スミウキゴリは、第1背 ビレの後縁 に黒

色の小斑がないことで他の2種 と区別で きる。

県内での生息は少ないようで、個性的な顔 つきに もかかわ らず地方名 も聞

かない。

産卵は春で、10～30cm程 度 の平 らな石の下面 に産着 され る。ふ化 した仔魚

は、海に流下 し、5月 頃3cmほ どに成長 した稚魚が遡上 して くる。

第1背 ビレの後端に黒斑がないことが特徴1994.3.29半 田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲

スミウキゴ リの顔

1994.3.29半 田川(同 上)
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ビ リン ゴ

Chaenogobius castaneus

ハゼ科

地方名 なし

大 きさ6cm

生 息域　 下流域、河 口 ・汽水域

和名 は、メダカの地方名 として使われていた もので、本種がメダカをひ と

まわ り大 き くした程度にしかならないことか らきた ものであろう。北海道か

ら九州 まで分布 し、河口付近の泥底を好む。

マハゼ属の魚 に似た特徴のない体色であるが、 ウキゴリ属のビリンゴは、

舌の先端が切 り欠 き状にへ こんでいる。 この ような舌の形状の特徴 はウロハ

ゼ属 も同様である。

ビリンゴは、同 じく全国に分布するジュズカケハゼや近年宍道湖で発見さ

れたシンジコハゼに酷似する。 これ らの中で ビリンゴは、アシシロハゼに似

た横帯が見 られないことで区別できるが、生息環境 によっては横縞の不明瞭

なジュズカケハゼ も見 られるため、 これ らの区別には、眼上の感覚管 とその

開口部の数で確認 するのが無難である。

これ らのハゼはすべて雌が雄よ りひ とまわ り大 きく、産卵期 には雄ではな

く雌が婚姻色 を呈す る。尾 ビレと胸 ビレを除 くすべての ヒレが黒ずみ、体 も

黒みを帯 び淡色の横帯が現れ、雄 に求愛する。産卵 は雄が掘った縦穴の壁面

に産 みつけられ る。雄 は、他の多 くのハゼの ように別の雌 に卵 を産 ませた り

せず、1尾 の雌の産んだ卵 をふ化 まで保護する。産卵床には、放棄 されたア

ナジャコやゴカイの巣 も利用 されるとい う。

県内での生息数はあ まり多 くないようで、筆者 らも1994年 に糸岐川で2尾

を捕獲 したに過 ぎない。

写真提供(Y)
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ウ ロハ ゼ

Glossogobius olivaceus

ハゼ科

地方名 どん こ

大 き さ20cm

生 息域　 下流域、河 口 ・汽水域

和名 は 「ウロ」つまり石の隙間にすむハゼの意味で、成長すると普段か ら

物陰に隠れて餌 を待つ習性がある。岡山を中心 とする瀬戸内地方ではこの習

性 を利用 して素焼 きの壷や木箱 を沈めて本種 を漁獲する 「ハゼ壺漁業」が行

われてい る。味はかなりうまいとのこと。

分布域はゴクラクハゼに似 て太平洋側 は茨城以南であるが、日本海側 は能

登半島を越 え新潟南部以南 となっている。礫底 よ りは砂泥底を好み、 ときに

下流の純淡水域 にも侵入す る。

ウロハゼは涙が流れたあとのような、眼か ら上唇 を通 り抜け突出した下唇

に達する特徴的な黒色の帯状 の斑紋が見 られ る。 また、頬の下部にはご飯粒

でもくっつけたあとのような黒色斑紋が2～3個 見 られ る。 これ らの斑紋は、

河川への遡上 を始めた頃にはすでに明瞭 に見 られ る。 また、眼か ら背 ビレに

かけての頭部上面 に見 られる 「ほくろ王のような黒色小点が分類の決め手に

なる。

これ らの特徴 によって下流から河 口付近に見 られ る、あま り特徴 のない地

味 なハゼ科の幼魚の中で も比較的容易に区別で きる。

1991.11.10嘉 瀬川(久 保田町)

未成魚1991.11.10(同 上)
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マハゼ
Acanthogobius flavimanus

ハゼ科

地方名 はぜ

大 きさ25㎝

生息域　 中～下流域 、河 口 ・汽水域

日本全土 と中国、朝鮮半島の河川の汽水域や内湾に広 く生息す る最 も普通

に見 られ る大型のハゼである。夏期 には純淡水域 にも多 く生息す る。大衆的

な釣 りである 「ハゼ釣 り」の対象 となる魚である。

ゴカイ類 などの小動物や小魚、藻類 などを捕食する。 この際、視覚が重要

な役割 を果たすようで、餌 を発見すると腹 ビレでバランスをとりなが ら、胸

ビレでのこのこと歩 くようにして接近 し、一定の距離 まで近づ くと体勢を整

えて一気に飛びかかる。 このため、干満の差が非常に大 きい有明海側の河川

では、干潟の泥が巻 き上げられ視覚が きかな くなる大潮時よりも、小潮の時

の方がよ く釣れるという。

成長 したゴクラクハゼやハゼクチに似 るが、尾 ビレの上部2/3に 明瞭な

点列が見 られ、下側1/3は 斑 紋がないこと、尾部の下部には青 白く光る真

珠光沢が見 られることな どで区別できる。

産卵 は、1月 中旬から3月 下旬で汽水域の泥底 に掘 られた2つ の出入口を

持つＹ字型 の直径5cmほ どの トンネル壁面に行われ る。1年 後に11.5cmほ ど

に成長 した ものは産卵 し死亡 して しまうが、8cmほ どにしか成長 していない

ものは産卵せず、さらにもう1年 生 きて産卵後やはり死亡する。

水質の悪化 にも耐性が強 く、生息域である河口や内湾が汚染によって生 き

残 りはしたが、できものので きたような奇形 のものや油臭いものが増 えて人

気を落 としたが、秋から冬 にかけてのてんぷらは美味である。

近年、船のバラス ト水に混 じって密出国 した と思われるものがアメ リカ西

海岸 に定着 しているという。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

幼魚の第1背 ビレには黒斑が見られる1993.6嘉 瀬川(久保田町)
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ハゼ クチ

Acanthogobius hasta

ハゼ科

地方名 は し くい、 ながれは しくい、 はぜ、 は

ぜ くち

大 き さ40cm

生息域　 下流域、河 口 ・汽水域 、有明海側 のみ

以前、知人から 「有明海側のハゼ と玄海側のハゼは形が違 うのはなぜか」

と聞かれた事がある。答 は簡単、別種だからである。

ハゼクチは、日本で は有明海湾奥部 にのみ分布する魚なので、玄海地方の

河川ではマハゼしか釣れないのである。 また、冬季に有明海側 の魚屋の店頭

に並ぶハゼは、マハゼではな くすべてハゼクチの方である。

マハゼ との違いは、 まず大 きさ。全国に分布するマハゼが20cmほ どにしか

ならないのに対 して、ハゼクチは45cmを 超 えるもの もある。マハゼの尾 ビレ

の上側2/3に は点列が見 られるが、ハゼクチの尾 ビレには点列 はない。 ま

た、ハゼクチの尾ビレ基部の中央 よりやや背 中側 に寄った ところには、輪郭

のぼやけた淡い黒色斑が一つ見 られる。マハゼより尾部が長 く、それにとも

なって第2背 ビレと尻 ビレの軟条がマハゼの13本 とll～12本 よ り、それぞれ

5本 以上多い。

春か ら秋にか けて河川や時 にクリークで も生活 し、晩秋に有明海 に入 って

3月 頃に産卵。その後、痛々 しいほ どやせ細 って 「流れはしくい」 となって

1年 で一生 を終 える年魚である。つ まり、成長の よいものは1年 で45cm以 上

に成長することになる。広大 な干潟を持つ有明海の生産力の膨大さを思い知

らされ る。

1994年 の夏に糸岐川のJR鉄 橋 下で干潮時に行った調査では、同じ地点か

らマハゼ とハゼクチの未成魚が捕獲 された。大 きさはあまり変わ らないが、

マハゼが流れのある砂礫底に多かったのに対 して、ハゼクチは流れのない泥

底の方に 「すみわ け」 る傾向が見 られた。

1993.り1筑 後川
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ア シシロハゼ
Acanthogobius lactipes

ハゼ科

地方名 はぜ、 どんこ

大 きさ9㎝

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

玄海地方の早春の風物詩であるシロウオ漁 には場所 によっては、様々な汽

水域の魚が混獲 される。ハゼの仲間ではヌマチチブと、 このアシシロハゼが

多い。5cm程 度 のアシシロハゼには、 これ といった特徴がな く、尾ビレの下

1/3に 黒 色の点列が見 られない ことか ら、同属のマハゼの幼魚 ぐらいに思

われていることが多いようだ。

水温が上昇 し、7cmほ どに成長すると、体側に10本 ほ どの淡色の横帯が明

瞭 にな り、他のハゼ との区別が容易 にで きるようになる。この頃には雄 の第

1背 ビレは糸状 にのびだ してお り、縄張 りのつ もりなのか盛んに背ビレを立

てて威嚇の姿勢を示す。 しか し、 もともとおとなしいハゼであ り、他のハゼ

のような躍動感 も力強 さもない。あまり大き くもない口を捻 り声で も立 てる

かの様 に精 いっぱい開 けているのが何 ともいじらしい。

マハゼ同様 に、 日本各地の内湾や汽水域 に生息 し、底生の小動物や藻類を

食べている。産卵期 は5月 か ら7月 で、他の多 くのハゼ と同様 に沈み石の下

面 に産着 され、や はり雄によって保護 される。なお、マハゼの産卵期 は1月

下旬か ら3月 中旬であ り、 こちらの稚魚 はシロウオ漁 の頃には、 まだこのサ

イズ までは成長 していない。アシシロハゼ と同サイズのマハゼの幼魚 は頭が

大 きい 「頭でっかち」で、第1背 ビレの後端 に明瞭な黒色斑が見 られる。

1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕獲

未成魚1993.3.20半 田川(唐 津

市)熊 本常夫氏捕獲
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ゴクラ クハゼ
Rhinogobius giurinus

ハゼ科

地方名 なし

大 き さ10cm

生息域　 中～下流域、 汽水域

魚の地方名 には面 白いものが多 い。骨の硬いヒイラギは「ね こごろし」。美

味な魚では、箸で鍋の底 をつついて食べることか ら「なべ こわ し王、ご飯が足

りな くなって隣 りに借 りにい く 「ままか り」な ど枚挙 にいとまがない。和名

にも面白いものがある。1尾 で11人 を死亡 させ ることができる毒を持つヒガ

ンフグ(彼 岸河豚)な ども結構ブラックユーモアか もしれない。

ゴクラクハゼはやや地味な体色 ながら「極楽」と言 うか らには、何か由緒正

しい由来があるか らに違 いない と思 うのだが、和名の由来 には行 き着かなか

った。大型の個体の頬に見事 な唐草模様状 の斑紋が見 られるためであろうか。

ゴクラクハゼは、分類 の難 しいヨシノボ リ属に分類 されるが、かつては、

単一種 とされた時期 もある他 のヨシノボリ類 とは、大 きさが異 なること、眼

か ら口先に伸びる赤 い線が見 られない こと、背面の うろこが胸 ビレの付 け根

よ りも遙かに前方の眼の直後 まであることなどで、簡単に区別で きる。また、

頬の ミミズ状の斑紋 と体側 に見 られ る小 さな青い斑点等 も一 目で分かる特徴

である。 どちらも成長 に伴 ってより派手 に、 目立つ ようになる。

本来、茨城一福井以南の中 ・下流域 に分布するが、南九州か ら運ばれる仔

アユに混入 して北 日本 にも分布 を拡大 しているとい う。 この中にはダム湖 を

海の代わ りにして、「陸封」され るもの もある。

県内で もほとんどの河川の下流の、丸い小石が半ば砂 に埋 まった ような平

瀬や淵 に生息する。特 に有浦川では数 も多 く、下流側か らマハゼーゴクラク

ハゼー シマヨシノボ リと 「すみわけ」が見 られ る。

1992.8.14有 浦川(玄 海町)

未成魚1995.3.20半 田川(唐 津市)熊 本常 夫氏 捕獲
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シマヨシノボリ

Rhinogobius sp.CB

ハゼ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い し もち 、 い し も ち ゃ、

い せ もっ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん し ょ、 さ な ぶ り、 さな

ぼ り、 す い つ ぎ ど ん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ7cm

生息域 中～下流域

少 しばか り前の図鑑 には、 ヨシノボリ属の魚は、 ゴクラクハゼ、 ヨシノボ

リ、カワヨシノボ リの3種 が記 されていることが多いが、近年それ まで多少

模様が違 うだけで、単一種 と思われていた ヨシノボリは少な くとも9種 に分

けられることが分かっている。 シマヨシノボ リは、従来の ヨシノボリの横斑

型 に相 当する。

シマヨシノボリは、頬に赤色～褐色の ミミズ状 の縞模様が見 られ ることが

最 も簡単な区別法である。 そのほかの特徴 は、胸 ビレ基部に2～3個 の細 い

頬 の縞 と同色の三 日月型の斑紋があ り、背 ビレ、尻 ビレ、尾ビレに数条の点

列が見 られることなどである。 これらの特徴 は成熟 した雄で顕著である。雌

はやや小ぶ りで、普段 は区別がつ きにくいが、産卵期 には他の ヨシノボリ類

とは異な り婚姻色 を呈す る。インクをこぼした ように鮮明なブルーに染 まっ

た腹部を雄に見せつけつ けるようにして積極的 に求愛するという。

北海道 を除 く全国の流れのあま り速 くない平瀬に生息す る。県内で もほぼ

全域 に分布するが、玄界灘 に面す る河川 と有明海側では南部 の流程が短 く下

流域の発達 しない河川には多い。

なお、本種 はヨシノボリ類の中で も最 も神経質で捕獲が難 しい とされるよ

うだが、県内で は特 にそのような印象 はない。

雄の婚姻色1992.8.14有 浦川(玄 海 町)

雌の婚姻色 シマヨシノボリは雌

も婚姻色を発現する1994.8.13

厳木川(厳木町)
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オオヨシノボリ
Rhinogobius sp.LD

ハゼ科

地 方名 い しぴ っ ち ゃ、 い し も ち、 い し もち ゃ 、

い せ も っ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

一 ん
、 ぐり一 ん し ょ、 さな ぶ り、 さ な

ぼ り、 す い つ ぎ どん こ、 び っ ち ゃ ん 、

や まん か ん じ ょ

大 き さ10cm

生息域　上～中流域

オオ ヨシノボリは、かつてヨシノボ リの黒色大型 と呼ばれていたものであ

る。しか し、いつ も黒いわ けではなく、普段は他のヨシノボリ類 と似た体色

をしている。ただ、この時 もオオヨシノボ リは、胸 ビレ基部に菱形 の、尾 ビ

レの基部 に棒状の明瞭な漆黒の斑紋が見 られ る。 トウヨシノボ リに も胸 ビレ

基部 に似 た暗色斑を持つものがあるが、 こちらは黒 ではな く、 こげ茶色であ

る。見慣 れて くると、最近 まで同一種 にみなされていた ことす ら不思議なほ

ど、色彩や明暗 のコン トラス ト等は異 なっている。

オオヨシノボ リは、北海道 を除 く日本全国 に分布するが、規模の大 きな河

川の早瀬を好む。

ヨシノボ リ類 の産卵期は5月 ～7月 で、雄が口で砂 を運び出 した川底 の沈

み石の下を掘 りその天井にあた る石の下面に産みつけ られる。雄 は、ふ化 ま

で卵を保護す る。ふ化 した仔魚 は直ちに流下 して海に入 り、親 と同 じ様 な体

つきになって再 び川へ遡上する。夏場 に河口堰の魚道 の下手 に遡上のチャン

スをうかがっているハゼの子の群のほとん どは、ヨシノボ リ類 の稚魚である。

この時、持ち前の強力な 「吸盤」で、 したた り落ちる水があれば、ほとん

ど垂直 の壁で も空気中を文字 どお り 「よじ登 る」ことがで きる。

1994.8.13厳 木川(厳 木町)

1994.8.13(同 上)
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トウヨシノボ リ

Rhinogobius sp.OR

ハゼ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い し もち 、 い しも ち ゃ、

い せ も っ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん し ょ、 さ な ぶ り、 さ な

ぼ り、 す い つ ぎ ど ん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ7cm

生息域　 上 ～中流域 、 ため池

トウヨシノボリは雄 の尾柄の基部 に榿色の婚姻色が現れ ることか らきた和

名 である。かつての榿色型 のほか、宍道湖型、房総型、湖沼型 も含 まれてお

り、将来的には更 にい くつかの種 または型 に分割 され る可能性 もある。

胸 ビレ基部 には、オオ ヨシノボリを思わせるような暗色斑が見 られること

が多いが、輪郭がぼやけてお り、色彩 も漆黒ではな く暗褐色である。体色 も

雌雄や時期によっても変化が大きい。雄 は、産卵期が近づ くと体側の斑紋が

消失 してうろこの中心が瑠璃色、前後が榿色になり全体 として青みの強い単

一色 になる
。さらに、産卵盛期になると全体 が黒っぼ く変化す る。 また、雌

では、 シマ ヨシノボリのように尾 ビレや背 ビレに点列が見 られ るほか、頬に

はカワヨシノボリを思わせるような赤褐色の微小な斑点がそばかすの ように

見 られ ることも多い。

また、産卵期 にも和名の由来 となった雄の尾ビレ基部 も榿色 にならない も

の もある。県内に分布が確認 された ヨシノボリ類以外 に日本本土に分布 され

るとす るル リヨシノボ リやクロヨシノボリまで含めた中で、 どれにも該当 し

ない ものが トウヨシノボ リであると考 えた方が、都合が よいかもしれない。

トウヨシノボリは環境への適応力が強 く、産卵 は他の ヨシノボリ類 と異な

り泥 の塊で代用す ることができるため、湖やため池を海の代用 として陸封さ

れ ることも珍 しくない。 このため、アユ等の放流 に混 じって各地に分布 を広

げてお り、分類 を一層やや こし くしている。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

雄の婚姻色1992.10.27嘉 瀬川(大 和町)
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カワヨシノボリ

Rhinogobius flumineus

ハぜ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い しも ち、 い し も ち ゃ、

いせ もっ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん しょ、 さ な ぶ り、 さな

ぼ り、 す い つ ぎ どん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ6cm

生息域　上～中流域

カワヨシノボリはハゼ科では数少ない純淡水魚で、富士川以西 に分布する

日本固有種である。県内では、本種 の好む中流域 の石の多い平瀬が少 ないた

めか、過去に塩田川での記録があるほかは今 のところ厳木川で しか確認 して

いない。

現在では、ヨシノボ リ類 はカワヨシノボリも含めると10種 に分類 され るが、

以前 は胸 ビレ条数が18本 未満の ものをカワヨシノボ リ、18本 以上 のものは一

括 して ヨシノボリとされていた。

そもそ も、本種 だけが早 くか ら独立 した種 として認め られてきたのは、明

らかに生活形態が異なっているからである。つまり、他の ヨシノボリ類が2.5

㎜ ほ どの卵 を多産(数 千～数万個)し 、ふ化 した仔魚 は流下 して海で生活す

るのに対 し、カワヨシノボリは6㎜ ほどの大型卵 を少産(100個 程 度)し 、十分

に大 きな仔魚はふ化 と同時に流れの中で生活 し海へは入 らない。つまり、他

のヨシノボリ類が 「下手 な鉄砲 も数撃てば当たる」式の繁殖戦略を持つのに

対 して、カワヨシノボリは、最 も危険な仔魚期 を父親の保護を受ける卵の中

で過ごす ことで、少 なく産んで確実に育てる戦略 を選んだわけである。

ヨシノボ リ類の区別は慣れるまでは非常に難しい。 しかし、筆者 自身がそ

うであったように、捕獲 した ものがすべて トウヨシノボリばか りであり、そ

れ に気づかずに更 にそれを細分類 しようとしていることも少な くはない。県

内では、厳木ダム直下のコンクリー ト製の固定堰の下で は県内で見 られるヨ

シノボ リ類 のほ とん どが混生 しており、水中眼鏡等で観察すれば、それぞれ

の違いが分か るのではないだろうか。

婚姻色1994.8.13厳 木川(厳 木 町)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



ヨシノボリ類の

見分け方

ヨシノボリ類は最近までカワヨシノボ
リとヨシノボリの2種 のみと考えられ
ていただけに区別が難しいため、それ
ぞれの特徴を簡単に示しておく。なお、
他にクロヨシノボリや、ルリヨシノボ
リも生息している可能性もある。

ヨシノボリの仲間の吸盤(左右の腹ビレの

癒合したもの)は 特に強力で水槽壁にも平

気ではりつくことができる

1992.7.26松 浦川(唐津市)

シマヨシノボリ

顛にミミズ状の模様がある。尾ビレの点列だけで区別しない方が無難。

1992。8.14有 浦川(玄海町)

オオヨシノボリ 胸ビレ基部の斑紋が輪郭の明瞭な漆黒の菱形である

1994.8.13厳 木川(厳木町)

トウヨシノボリ

顛に斑点があることも多く、胸ビレ基部にぼ

やけた暗色斑があることもあり、尾ビレ基部

がいつも榿色であるわけでもない。

1992.7嘉 瀬川(大和町)

カワヨシノボリ

顛に斑点がある。胸ビレの条数を数えるのが無難

1994.8.13厳 木川(厳 木町)
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シモフリシマハゼ

Tridentiger bifasciatus

ハゼ科

地方名 しまはぜ、す じはぜ

大 きさ7cm

生息域　 中～下流域 、河 口 ・汽 水域 、ため池 ・

ク リーク

感潮域 は、泥の堆積が見られ、いつ も濁っていると思われているが小潮の

干潮時は河川か らの流入水 のため意外 と透明度が高 く、水中眼鏡 をつけての

潜水調査 も河川によっては可能である。 そこで目立つのが体長数cmほ どのヌ

マチチブな どのハゼ科の未成魚で、所 によっては川底一面 を被 うほど生息す

ることがある。その中でひ ときわ 目立つのが縦縞模様 で染め分 けられた、 こ

のシモ ブリシマハゼである。ハゼ科のこの魚は好奇心が旺盛で、目の前 をピ

ンピンと寄 らず離れずの距離で愛敬を振 りまいて くれ る。「妖精の よう」とい

えば、ち ょっ とオーバーか もしれないが可愛い魚である。

シマハゼの名前の由来である眼 を通過する体側の縦縞 は、大型になる と、

全体が薄茶色になり不明瞭になる事があるが、その場合で も体側 にはうっす

らと痕跡が うかがえる。

シマハゼは、近年シモブリシマハゼ とアカオビシマハゼの2つ に分けられ

るようになった。 シモ ブリシマハゼは頬に見 られ る小 さな白色点が頭部の下

面 にも見 られるのが特徴である。 これに対 して、アカオ ビシマハゼは尻 ビレ

に2本 の赤色の線が見 られ、胸 ビレの最 も背中側の鰭条は、ほかの鰭条のよ

うに膜でつながっておらず遊離条 となってお り、 フジツボの見 られるような、

さらに塩分濃度 の高い場所 に生息す る。

シモブリシマハゼは、ヌマチチブとともに混群 をなしていることが多いが、

ヌマチチブの方がやや上流側まで生息するようである。 しか し、 これ は淡水

への適応力の差よ りも流速の影響の方が大 きいようである。 シモブリシマハ

ゼ もヌマチチブ同様に水道水で飼育できるし、何 よりヌマチチブの生息しな

いクリークなどにも見 ることがで きる。

卵を守る雄1995.4筑 後川 濱野大作氏提供

未成魚1991.10.27嘉 瀬川

(久保 田町)

1995.3.14塩 田川(鹿 島市)

藤井秀男氏 提供
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ヌマチチブ
Tridentiger•brevispinis

ハゼ科

地方名 あなはぜ、 どんこ

大 きさ10㎝

生息域 中～下流域 、河 口 ・汽 水域

物事を強引に押 し通す ことを示す言葉 に 「ゴリ押 し」 という言葉がある。

しか し、 この言葉が漁法の一種であることはあまり知 られていない。 ゴリと

はカジカやハゼな どの底生魚 を総称す る呼称であ り、川底に敷いたむしろに

このゴリを川底の石 もろとも追い込 んで捕 らえるのである。 ゴリ漁の獲物 は、

多 くの場合ヌマチチブである。

国内の淡水域 にはヌマチチブの他にチチブ とナガノゴ リが生息す る。 これ

らの3種 は同一種 と考えられていたが、最近 になって天皇陛下 らの研究によ

って区別 されるようになったものである。

この うち本土 に分布するヌマチチブとチチブはよ く似 るが、ヌマチチブの

胸 ビレ基部の淡色部 には榿色の線が見 られる。 また、第1背 ビレにも2～3

本 の暗赤色線が見 られ、雄の第1背 ビレは糸状 に伸長する。 これに対 し、チ

チブは胸 ビレ基部の淡色部には榿色の線は見 られず、4cmに 成 長する頃 には

雌雄 とも第1背 ビレは糸状に伸長す る。

県内の全河川の河 口から汽水域 にかけて見 られる3cmほ どの黒っぼくずん

ぐりしたハゼの群のほとんどは、ヌマチチブであることが多い。

この時期のヌマチチブは体 を横断するように淡色 の横帯が7～8本 見 られ

るが、成長する と見 られなくなり黒地 に白色の斑点が見 られるようになる。

このほか環境や精神状態によって白色～黒色 まで大き く色彩を変化 させ る。

県内では今の ところヌマチチブばか りでチチブは確認 していないが、 さら

に塩分濃度 の高い河口付近 にはチチブ も生息 しているのか もしれない。なお、

近縁のシロチチブは有明海 にのみ生息す る固有種 とされていたが、最近朝鮮

半島か らも生息が確認 されているようである。

1992.8.14有 浦川(玄 海町)

未成魚1994.3.29半 田川(唐 津 市)

熊本常夫氏捕獲
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カ ム ル チー

Channa argus

タイ ワン ドジ ョウ科

地方名 らい ぎょ、 たいわん どじょう

大 きさ100cm

生息域 中～下流域 、汽水域 、 ク リー ク ・ため

池、湖沼

1923年 頃 に移入された魚で、カムルチーという和名 は原産地の朝鮮半島で

の呼称 をその まま取 り入れたものである。 しかし、一般 には中国名の「雷魚王

の方が、はるか にとお りがよい。ただし、 この呼称 はカムルチーのほかに台

湾から移入 されたタイワンドジョウも含んでいることが多いので注意を要す

る。

タイワン ドジョウはカムルチーによく似 るが、体側の斑紋が小さ く、背ビ

レの上部 に2本 の暗褐色の線があることなどで区別で きる。しか し、両種 の

確実 な区別法 は尻 ビレ条数を数える必要が ある。31本 以 上であればカムルチ

ー、29本 以下 ならばタイワン ドジョウである。

タイ ワン ドジョウは近畿地方以外で は、 ほとん ど見 られないようである。

県内で確認 した雷魚類 もカムルチーのみで、タイワン ドジョウはまだ確認 し

ていない。

空気を直接呼吸す ることができるため水質の悪化 による酸欠 には強い耐性

を持つ。小魚のほか、カエルやアメ リカザ リガニなど何で も食べる。成長が

速 く、疲労回復や補血 に効果が高いため、食用 目的に移入された。味 も大変

美味で刺身 もいけるという。

しか し、身 には顎口虫が寄生していることがあ り、 これを人が食べると顎

口虫が皮下を這いまわ り、脳に達することもある。刺身 を薄 く切 って光に透

か してみて ピンクの斑点がなければ安全 と言われるが、生食 は厳 に慎 むべき

であろう。

魚食性が強 く害魚のレッテルを貼 られた この魚 も、近年圃場整備によりク

リー クが植生の乏しい大型の水路に置 き換 えられて以降激減 し、淡水生態系

の頂点の座 は北米原産の魚食魚達に取って代わ られつっある。

1994.3.11六 角 川水系のク リー ク(白 石 町)

稚魚1992.7六 角川水系 のク リーク(白 石 町)

1994.3.11(同 上)
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クサフグ
Takifugu niphobles

フグ科

地方名 がん ば、 くさふ ぐ、すなふ ぐ、ちーち

ーぶ く、 は まぶ く

大き さ15㎝

生息域　 下流域、河 口 ・汽水域

北海道 を除 く全国の沿岸に広 く分布する魚で、釣人の問では餌取 り名人 と

して有名 な 「嫌われ者」のひとつである。毒性(テ トロドトキシン)が 強 く

食用 として利用 もされないため、時た ま針 に掛かる と、驚いて水や空気 を吸

ってピンポン玉のように膨 らんだ ところを足で踏みつぶされて、「ボン」と音

を立てて昇天する もの も少な くない。

本来は海産魚であるが、夏季 に河川に普通 に侵入す る。背面は暗緑色で、

示 さな淡黄色の斑点が多数ある。背 ビレや胸 ビレ後方の大 きな黒色斑の周 り

に白い縁 どりがないことが特徴である。

普段 は、背 ビレと腹 ビレをパ タパ タとせわしく動か して泳 ぎ、黄色い尾 ビ

レは舵程度 にしか使わない。驚 くとよく砂に潜るため 「すなふ ぐ」等 とも呼

ばれ る。

産卵 は、春か ら夏にかけての大潮の ころ、満潮 に合わせて、浜辺の波打ち

際 に大挙 して行われる。 この様子は、テレビな どで も時折紹介されるが、阿

鼻叫喚 というか怒濤 というか、浜辺 に殺到 した雌雄がビチビチ と跳ね回る大

混乱の中で行われ る。

結果 として、卵 は次の大潮 まで浜辺 に取 り残されるが、卵食性のある本種

が 自分たちの子孫 を食い尽 くさないための本能行動だ と思うと、感慨深 いも

のがある。他に、 シマフグや トラフグ も河川やクリークに侵入することがあ

るらしい。
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その他の水辺動物(エ ビ)

ミナ ミヌマエ ビ

流れの緩やかな水草の多い ところに多い3cmほ どの小さなエビ。色は青、

赤、黄、茶、緑褐色のほか無色半透明、など様々な変異に富む。背 中線 に数

㎜ の淡黄色の縦帯が入ってツー トンカラーになっていることも多い。ヌマエ

ビやヌカエ ビに似 るが額角上縁の棘(ギ ザギザ)は 先端付近にはない。 また、

ふ化 した幼生がプランク トン生活 を行わない ことな どで区別される。

スジエ ビ

最 も普通に見 られ る5.5cmほ どに成長す るエ ビで、水草帯やコンク リー ト壁

面 などに群れていることが多い。和名 は体 に黒色の横縞があることか ら。色

は透明感が強 く、歩脚 の関節が黄色 い。汽水域 にも見 られる。

テナガエビ

体長は9cmほ どにもなる。和名の もとになった第2胸 脚 は非常に長 く、は

さみ脚 になってお り、成長 した雄では15cmに もなる。体色 は赤、黄、褐色お

よび黒色であるが、小型の もので は無色 のうえ、はさみ脚 もあまり長 くな く

スジエビに似 る。低地 の止水域や汽水域 に生息 し、物陰に潜 むことが多い。

アメリカザ リガニ

1930年 にアメリカのニ ューオー リンズか らウシガエルの餌用 として移入さ

れた。日本在来のザ リガニは、北 日本の冷水域 にのみに分布す るので、県内

のザ リガニはすべてアメリカザ リガニである。第2胸 脚 は大 き く、 はさみ脚

になっている。小型のものは暗褐色、暗緑色 のため別種 と思っている人 も多

い。色素 を全 く持たない白化個体(ア ルビノ)は 観賞用 として扱われている。

また、青色の色素だけが残 っている青色個体 も自然界で も時折見 られる。

ミナミヌマエビ

スジエビ

テナガエビ

アメリカザリガ二
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「水を創る（つくる）」

井上 一夫(武 雄市)

昨年は、少雨に酷暑 そして新年早々には、神戸 を中心 に大 きな地震が来た。

今年に入っても雨 は少 なく、昨年以上の渇水 になるのではと心配 されている。

低平地の広がる、佐賀の山は浅い。武雄 を流れる一級河川六角川の源流、

神六山の標高 は447メ ー トルであ り、その浅 い山に河川の環境維持水 としての

水の供出は望めない。む しろ途中の利水ダムの水の確保 さえ、危 うくなって

きているのが現状であろう。

近年、家庭における水 の使用量 は、益々多 くなってきている。 この水の排

水の技術が、生活の快適環境 をつ くるための重要なポイ ントになると思う。

勿論、生活の快適環境は、人 のみでは無 く生態系全体か らの評価でなければ

ならない。

かっての暮 らしの中では、家庭か らの排水の処理技術は、素掘 りの溜桝や

その回 りの ミミズや土壌微生物の働 きで足 りてきた。その部分 を拡大 し、今

の技術 を付加 した ものが、個別処理の家庭用合併浄化槽 といえると思 う。

水 を大量に消費す る今の暮 らしの中で、人 と自然 とのいい関係 を保 とうと

すれば、 その中間に水処理施設 を介在 させ ることが不可欠である。

各家庭で個別処理 し、河川 に環境維持水 として戻す。上流のダムで取 り上

げた水 を、一度家庭で使い元の水質 に浄化 して同 じ量をその場で川 に戻す。

水 を棄 てるのではな く、水 を創(つ く)る ・創造す るイメージである。

私は5年 前 に、乳酸菌飲料の容器 を濾材にした家庭用合併浄化槽 を設置 し、

その機能を検証 して きたが、年間(日 間)を とお してBOD(生 物化学的酸

素要求量)1ppmを 維 持 している。環境 に対す る水質は、BODだ けではな

く、窒素や リンや界面活性剤など幾つかの要素が考 えられるが、それらにつ

いては家庭 内での制御や、河川の土壌や植 ・生物の浄化能力な ど、総合的 ・

重層的 な水浄化のネ ットワークを、構築 していくことで解決で きると思 う。

阪神大震災 は、都市 におけるライフラインの脆弱さを露呈 した。パイプラ

インを引 き回 し、下流で大量処理す る水処理方法がいいか、各家庭で処理 し、

近 くの川に戻 してやる個別処理方法がいいか、低平地で軟弱地盤そ して山が

浅い(河 川途中の水が少 ない)、 そのような佐賀の 自然環境の中で、佐賀 に見

合 った技術 を見出し、それ を積極的 に進める時期にきていると思 う。

そしてそのことが多様 な生物が棲める水の復権、結果 として人 も住みやす

い水環境の再生につながると思 う。

その ような自然 と共生 したナチュラルライフライ ンの構築が、阪神大震災

か ら私たちへのメッセージ と思 っている。

(いの うえ ・かずお、武雄 まちなみ研究会)
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釣 り日記 「あ の川　 この堀 」

「…寒の釣 りは大場所 のヌクメない所はまん中で釣れ、竿は3～3.5間 が よ

く、ヌクメある所 はヌクメ付近 にポイン トを選び、ゲンチ藻の多い所 は藻切

れを探 り、またはツキの心持ちにて釣ること。鵜入れ後は10日 以 上釣れず、

曳網は1週 間位 で釣れ るようで鵜入 りの証拠 には必ず前カキのあとが点々 と

あること。…」(昭 和32年2月17日)

「あの川 この堀王という釣 り日記の一節だ。著者は西田惣七氏。佐賀市で

醤油醸造業 を営む傍 ら、市内 とその近郊の川、堀 を釣 り歩 いた。昭和34年2

月、56歳 で急逝。手帳 にしたため られた ものを次男 ・豊藏氏がまとめ、一周

忌 に出版 した。県内の人が著わした釣 りの本 としては唯一 のものといわれ る。

昭和30年 か ら亡 くなった月までの4年 余。松 の内からいそいそと寒ブナ釣

り、水ぬ るむ春 はハヤ、ヤマメに興 じ、夏は清流 にアユを求め、秋 はハゼの

数釣 り、ヘラブナとの駆 け引き… と四季折々、寸暇を惜 しんで出かけた。天

候や場所、 えさ、釣果な どとともに上記のような 「心得王 も記 されている。

「とにか く研究熱心でした。風呂上が りに翌 日の仕掛 け作 り。空 き瓶 に水 を

張ってウキのバ ランスを確かめた り、座敷か ら庭 に竿 を延 ばして調子 を見た

りしていた王(豊 藏氏)。

関東地方では古 くか ら親 しまれていた ものの、九州では珍 しいアユの ドブ

釣 り(毛 針釣 り)や タナゴ釣 りに も挑戦。特に佐賀で クソバヤ、ニガブナと

呼び、ハヤ(オ イカワ、カワムツ)や フナよ り下位 に、あるいは雑魚扱いに

されるタナゴ類 も 「冬場 に小川の堰下 のたま りに集 まっているのを、細 くて

短い専用の竹竿で狙 っていた。繊細なアタ リと数釣 りが面 白かったのでしょ

う。王(豊 藏氏)と いう。

自家用車が普及 していない当時、交通手段は もっぱら自転車かバ ス。遠出

ともなると道具一式 を抱 えて 「午前3時24分 発 鳥栖行 き、5時35分 日田行 き、

7時3分 日田着、7時30分 杖 立行 きバ スにて大山川上野瀬部下車…(ア ユ釣

り)… 帰 り6時20分 のバス、日田駅発7時13分 、 鳥栖発8時38分 佐 賀着9時

半」(31年8月16日)。 夜汽車 に揺 られる釣行。今思えば大変だが、楽 しかっ

た に違いない。

釣ってきた魚は妻 のナヲさん(平 成4年 没)が 料理。ハヤや子ブナはヒボ

カシ(焼 き干 し)、 近 くの神社の秋祭 りには、 フナの昆布巻 きが くんち料理 と

して家族 に振 る舞われた。川魚 は保存食 として大切にされていた。

今では荒廃 してしまった堀や、改修工事で様相が一変 してしまった河川 も

しばしば登場する。佐賀の自然や人々の生活の変遷 を知 る上で も興味深いも

のだ。高度成長期前の「あの川 この堀王。懐か しさとともに、さび しさを禁

じ得ない人 も多いだろう。

※ 冒頭 の日記(昭 和32年2月17日)の 中に出て くる 「鵜入れ」「鵜入 り」は

118、119ペ ー ジ、平野正徳氏が 「野鳥 と魚」でも指摘 している鵜匠によるも

のだろうか。

表紙のアユの魚拓は惣七氏が亡 くなる

前年、川上川の釣 り大会で優勝した時

の大物(67匁 ＝約250グ ラム)。裏表紙

まで使い、原寸大の魚拓は斜めにして

ようや くおさめられた

惣七氏のアユ釣り風景。場所は大和町

川上の嘉瀬川、官人橋上流。対岸に見

えるのは楊柳亭。昭和30年 前後
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河畔歳時記

1月 鹿島市のフナ市

鹿島市周辺には 「二十 日正月王 と呼ばれるえ

びす祭 りに、タイの代わ りにフナを供 える風習

がある。フナは昆布巻 きにして一昼夜、ダイコ

ンやゴボウな どとぐつ ぐつ煮込む 「フナんこぐ

い王 にする。その家庭独特の味付 けがあ り、豊

作や無病息災を祈る。昆布 の風味がしみ こみ、

骨までやわ らか く煮 えた 「フナんこぐい王は代

表的な郷土料理の一つだ。

前 日の19日 早朝、同市浜中町 と新天町 には300

年 前 か ら続 く 「フナ市王が立ち、 この材料を求

める人々でにぎわう。た らいや箱舟 に大小のフ

ナを泳がせ「こっちが安か よ王「ピチピチ しとっ

よ士 と業者の威勢 よい掛 け声が街 に響 く。キロ

当た り500円 前後。主婦 らは、た き火で暖を取 りなが ら生 きのいいフナを品定

めする。

2月 シロウオ漁

満 ち潮 に乗 って産卵のために、川を上るシロウオ。鹿児島県 ・志布志湾か

ら北海道南部 まで、朝鮮半島南部 にも生息。県内では2月 初旬か ら漁が始ま

る。東松浦郡玄界町の有浦川では、河口に向か って扇状 に広 げた「簗(や な)王

と呼 ばれる仕掛 けで生 け捕 る。簗で行 く手 をさえぎられた シロウオは、中央

に集 まり 「獲 りか ご(う け)王の中へ。引き上 げると飴色で透 き通 った魚体が

跳ね る。

やな漁 は有浦川の他、浜玉町の玉島川、唐津市 の半田川でも行われている。

伊万里市の佐代川では以前 はやな漁だったが、屠現在 は四つ手網漁 に代わった。

2月 松浦川のイダ(ウ グイ)漁

伊万里市の大川町漁協(井 手誠組合長、140人)が 松浦川で行 っている。例

年なら2月 中、下旬に始 まる漁 も、今年 は昨年の渇水や年明 けか らの降雨不

足の影響か ら不漁が続いた。 ようや く4月 下旬になって、まとまった雨が降

り漁が本格化。対象になるのは、降海型のウグイ。産卵のため海か ら遡上 し

て くるものを捕る。

組合員が事前に堰の下の浅瀬 に作 った産卵床には、体長40～50cm、 オ レンジ

色の縦縞が鮮やかなイダの群れが集 まって くる。産卵床の石 は川原の日に当

たって乾いたものを使 う。川の中のコケの付いたものは卵が付着 しないため、

イダも集 まらないという。

「魚は何で も知っているんですよ王と網か ら魚を取 り上げる組合員。資源保

護 のため、その場で人工授精 も行われ、ふ化 した仔魚は放流 されている。

イダは珍重 されてお り、刺 し身にして酢ぬたで食べ るほか、独特のイダ飯

がある。米が煮立 ったころあいに、 はらわたを抜いて水洗 いしたイダを中に

入れ、醤油を落 とす。御飯 をよ く蒸 した ら、身だけ箸で しごいて取 り、 ほぐ

して混ぜ合わせる。なかなかの珍味 という。

5月 エツ漁

エツは、5月 から6月 にかけて産卵 のために

筑後川を上 って くる。諸富橋近 くで は小舟が約

200mの 川 幅いっぱいに流 し網を張 り、これを待

ち受 ける。網 を巻 き上げると、銀色 に光 るナイ

フのような魚体が揺れ る。網 に掛か るとす ぐ死

んで しまうデリケー トな魚だけに料理 は鮮度が

決 め手。初夏の風に吹かれなが ら屋形舟で食べ

るエツ料理 は格別だ。

特異な姿がアシの葉に似ていることか ら伝説

も残 る。その昔、初夏の激 しい雨の 日、筑後川

の川べ りに一人 の旅の僧がたたずんでいた。貧

しい身なりで、だれも相手にしなかった。見か

初夏の川風を受けて屋形舟

で味わうエツ料理は格別

「フナんこぐい」用に生きの

いいフナを求める客でにぎ

わう鹿島市のフナ市
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ねた老漁師が 自分の舟で渡 して くれた。この親切に、僧が岸辺のアシをちぎっ

て川に流 した ら一匹の魚になった。この魚がエツで、後年、漁師はエツを捕 っ

て商いをし、幸福 に暮 らした。 この僧 は弘法大師だったという。 また、不老

長寿の秘薬 を求 めてやってきた中国 ・秦の徐福が、諸富 に上陸する時 に押 し

わけてで きた片葉のアシの落 ちた部分がエツになった とも伝 えられる。

漁獲量は潮や風な どに大 きく左右 され るが、河川改修や堰の建設、水質汚

濁な ど環境 の変化で近年激減 している。地元の諸富漁協では人工授精卵 の放

流 を行い対策に躍起だ。

12月 浜玉町の フナ食い祭 り

東松浦郡浜玉町の岡口地区に、生

きた寒ブナを丸ごと食べて無病息災

を祈る 「フナ食い祭 り王がある。同

地区の岡神社に伝わる奇習で、毎年

12月の初午(は つうま)の 日に行わ

れている。「豊臣秀吉の太閤検地の

際、この地を訪れた検地官が誤って

土地の守 り神である白蛇を殺したた

め大飢饅に襲われ疫病がはやった。

この時フナを唯一の栄養源として食

べ、飢えをしのいだ王 との伝説が残 り、約400年 間続 いている。

岡神社で神事 を終 えた後、持 ち回 りの座主の家に集 まって行われ る。 フナ

はあらかじめ近 くの玉島川、横 田川で大小100匹 ほ どを捕獲 し、流水で泥 を吐

かせてお く。酒宴 もたけなわ になると、いよいよフナが登場。深鉢 に泳 ぐフ

ナは元気 いっぱい。箸でつかんで酢 みそで食べ るのだが、生きがよすぎて箸

が使 えず手づかみで口に運 んだ り、大 きいフナを丸か じりする人 もいて、笑

い声が絶 えず盛 り上がる。

生きたフナを、箸や手づかみでほおばる

フナ食い祭 りの参加者
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川 は面 白い ぞ

多布施川で投げ網打ち

古川 国夫 さん(佐 賀市長瀬町)

「オ ジさん魚見せてえ」。古川国夫 さんが営 むケーキ屋 さんは、淡水魚の ミ

ニ水族館 として近所で も有名。小学校の校門前にあるお陰で、下校時に必ず

立ち寄 る"常 連"の 子 もいる。「この歳になって子供の友達のいっぱいで きた

よ王 と、古川 さんも予期せぬ"お 魚効果"を 喜ぶ。 しかし、古川 さんはただ

の魚マニアで はない。 なんと、三十数種類 ・数百 匹に及ぶ淡水魚の大半を自

分で捕 まえたのだ。

店が閉 まる夜7時 、古川 さんは 爪漁師"に 変身す る。漁場 は多布施川上流

一帯
。胴長 を着て投げ網、バケツを持てば、だれ もケーキ屋 さん とは分から

ない。川 に着 くころには辺 りはもう真 っ暗。古川 さんは水量 と濁 り具合 を

チェックする と、「円盤投 げの要領王でエイヤ ッと網 を放つ。網は生 き物のよ

うにしなやか に、魚たちを包囲する。

婚姻色が美 しいアブラボテ、横に1本 走った黒 い線 がダ ンディなムギツク、

タナゴの仲間で最 も大 きいカネヒラなどが きらきらと光 りなが ら上がって く

る。 ときには上流 の

北 山ダムか ら流され

た らしいワカサギや

ブラックバス、下流

か ら上って きたウナ

ギ も姿を見せ るとい

う。

網 には、人の手 に

触れただけで死んで

しまう稚魚 もまぎれ

込 む。「なるべ く生か

して返 してや りたか

けんね」 と、古川さんはスプー ンとナイフで根気 よくす くい取 り、彼 らを川

に返 している。「そんなに捕って大丈夫?王 。そんな疑問 も古川 さんの漁 を見

れ ば安心に変わる。

護岸工事が進み、多布施川上流の景色は一変 した。ツル リとした石 とコン

クリー トの護岸 は魚たちにはつ らい環境だ。 ところが、た またま残 った古い

堰、流れを弱める捨て石 などのち ょっ とした場所がオアシス とな り、ア リア

ケギバチやオヤニラ ミなど貴重な魚が絶滅 を免れた。古川 さんはたまたまそ

こに網 を打 ち、生息確認の きっかけをつ くった。

公園化された河川敷にはいろんな人がいろんな目的でやって くる。中高生

はジョギングに、家族連れはバーベキューに、若者 は暗が りで愛を語 りに…。

しか し、"川"そ のものと接 している人 の何 と少ない ことか。

古川 さんは今 日も水に一番近い所で、川の 自然 と向 き合っている。

古川さんが投げ網で捕った多布施川の淡水魚は絶滅危惧

種も含む35種 。ケーキ屋さんの ミニ水族館として、下校

時の小学生に人気の的だ

閉店後は漁師に変身。夜、明かりのない川に向かって黙々と網を投げる

古川さん
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見 て見 て こんな大物

南米のアマゾン川な らいざ知 らず、佐賀県内の川やク リークにもこんな大

物(一 部海産)が 一。釣 りや投網、 もりで突いた り…悪戦苦闘で捕 らえられ

た彼や彼女(?)を ご覧下さい。捕獲当時、佐賀新聞紙上 に掲載され、話題

となった写真 を厳選 して紹介 します。アル

ビノのナマズも加 えました。(日付 は掲載 日)

ソ ウ ギ ョ 全 長l,48メ ー トル、 胴周 り85

セ ンチ 、重 さ55キ ロ(筑 後川、

昭 和60年7月26日)

ウ ナ ギ 全長1.35メ ー トル、胴 周 り35セ ンチ、重 さ7.2キ

ロ(肥 前 町高 串の海 、平 成2年3月26日)

ウ ナ ギ 全 長l.l5メ ー ト

ル、 胴の 直径約9セ ン

チ、 重 さ3.2キ ロ(塩 田

川、昭和60年6月28日)

カ ム ル チ ー 全長9L5セ ン

チ、 重 さ5キ ロ(佐 賀 市

の南 堀、 昭和54年5月 ρ7

日)

ナ マ ズ 全 長40セ ンチ、 ひげ も含 め た全

身 が 白いア ル ビノ。背骨 は プルー に見

える(武 雄川 、昭 和60年5月24日)

淡水魚飼育の魅力

濱野 大作(佐 賀市)

みなさんは、魚 を飼育 した ことがあ りますか。魚 とは、水の中で何の道具

も無 く、生きてい くことができる素晴 らしい生物です。その中で も川魚(温

帯性淡水魚)は 、私たちの一番身近で、 しかも自分で採集 して くることので

きる魚です。

こんな狭い佐賀県ですが、かな りの種類の川魚が住 んでいます。それは幸

いにも、佐賀県が田舎であった ことがよかったので しょう。最近 の熱帯魚ブー

ムのせいか、最初か ら高価 な熱帯魚 を飼われる方が随分増 えてきたように思

われ ます。

川魚の飼育 は、熱帯魚飼育の入門 として、大いに役立ちます し、川魚を大

切に飼った人 は、熱帯魚や海水魚にない魅力 にひかれることで しょう。天気

のいい 日に部屋の中でテレビゲームをさせ るより家族 で川や沼に行って、一

緒に魚を捕 るのです。自分で捕 った魚には、店で買った魚よ り愛着がわ くも

のです。この魚 はどこの川で、いつ、誰 と、捕ったということを、大人は忘

れて も子供 は覚 えているものです。捕った魚を飼育 している と、その後に死

ぬこともあります。大切 に飼ってあげないと死んでしまうのです。

ここで、 自分以外の生物、例 えば人間や魚に対 して、 こんな扱 いをした ら

死ぬ。 ここまでやった ら駄 目になるとい うことを、 自分で覚 えるものです。

淡水魚飼育 には、自分で捕る、自分で運んで くる、飼育す る、最後に生物 の

一生をその狭い水槽の中で勉強することがで きるのです。

私は小さい ころに、朝早 くか ら夜遅 くまで魚捕 りをした ものです。夜遅 く

魚捕 りをしているとき、お巡 りさんに 「魚捕れるかい、気 をつ けて帰れ よ王

と声を掛けられた こともありました。

一番身近 にいる川魚を飼育する ということは、誰 にで もできる、経費があ

まりかか らない鑑賞魚飼育 としては、大変お薦 めできるものです。生 き物に

対す る優 しさを養い、 また水が汚れて くる と魚がいな くなるとい う視点 に立

ち、河川の浄化、美化に関心を持つ ことがで きるので はないでしょうか。

(は まの ・だいさ く、ペッ トショップ経営)
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捕 っ た ら飼 っ て み よ う

この本 を手 にされた方は、身近な淡水魚 も意外に美 しいと感 じられた方 も

少 な くない ことと思 う。実際、私の周 りにもその魅力に とりつかれて しまっ

た人 も多い。今 まで、 なぜその美 しさに気付かなかったのであろうか?そ れ

は釣 り上 げられたいわば 「陸に上った魚」か、魚を狙 う天敵 のように水面上

から見 ていたか らである。つ まり、魚の美 しさを知 るためには、魚 と同じ目

の高さか ら見 ることである。そのためには、水槽で飼育 してみることが一番

である。

天然の川や湖では、植物性プラン

ク トンが光合成 を行 って増殖 してい

る。 これを動物性プランク トンが捕

食する。動物性 プランク トンは小魚

に捕食 され、小魚 はよ り大型 の魚に

捕食 される。 このように生物が 「食

う一食われる」 の関係でつながって

いることを 「食物連鎖王とい う。実際には、これらの生物の排出物や遺体(有

機物)が バ クテ リアなどによって分解 され、無機栄養(肥 料)と して植物性

プランク トン等 に吸収され、再び 「食物連鎖」に取 り込 まれ循環(リ サイク

ル)し ているのである。つ まり、物質 は消滅するのではな く形 を変えて存在

し続 けるのである。

水槽で魚 を飼 うとい うことは、単に水 を入れた容器 に魚を入れ るというこ

とではな く、先 に述べたような生物間の循環の一部 を切 り取って屋 内に持ち

込むことだ と考 えるべきである。理論的には池の水 と砂を水槽 に入れ、水草

と水槽壁の藻を食わせるための巻 き貝 を入れてやれば、餌 どころか手入れの

必要 もないバランス ドアクア リウム(永 久水槽)が で きるはずである。

実際には、理論通 りにはいかないが、 このバ ランス ドアクア リウムの理論

を理解 していない と過度な給餌や世話、 または、放任 につなが ってしまい、

結局 「魚の飼育 は難 しい王 ということにな りかねない。

バ ランス ドアクアリウムの問題点は、飼育できる魚の数 は少ないことであ

る。水槽の中にメダカが1尾 では一体何 を飼育 しているのか分からな くなっ

て しまう。 しか しそこには人間が手助けす ることで、飼育で きる魚の数を増

やすことができる。

魚 を増やす と、 まず餌 と溶存酸素(水 に含 まれる酸素)が 不足す る。餌 に

ついては日本の淡水魚の多 くは雑食性なので餌 は金魚や コイの餌 を与 えれば

よい。溶存酸素についてはエアポンプやろ過器で対処できる。 しか し、 しば

らくたつ と魚自身が排出 した有毒なアンモニアによって魚の調子が悪 くなっ

て くる。 このアンモニアは砂やろ過器な どの中にある種のバ クテ リア(硝 化

細菌)が 繁殖 していると、彼 らが硝酸に作 り替 えて くれることで減少 させる

ことができる。硝化細菌 によって生 じた硝酸は水草の肥料 となるのだが吸収

量に も限界があるため、飼育する魚の量、つま りは餌の量に もよるが1～4

カ月おきに水換 えを行 うことで除去す る。

水槽 のセッ トの仕方

大きな水槽は非常 に高価であるが、小さな水槽は水の量が少ないため温度

や水質の変化が大 きく管理が難しい。 コス トパ フォーマンスを考えると、最

も普及 している60cmの ガ ラス水槽がよい。 また、 ろ過器、蛍光灯 もセ ットで

購入することを進める。できれば、恐 ろしい白点病 に備 えてヒーターや小さ

なす くい網、魚薬(何 にで も効 く薬は効果 は何 にで も今一つ と考えた方がよ

い)。 全部合わせて も普及品な らば1万 円程度でそろうはずである。

設置場所……60cm水 槽 でも水 を入れる と60㎏ ほ どになる。大人が乗 ってもぐ

らつかない丈夫な台 を用意する。また、直射 日光の当たる所は

水温の変化 も大 きく、水槽壁 に藻が付 く原因 になるため避 ける。

むしろ専用の蛍光灯の明か りが感 じられ るくらいのやや薄暗い

ところの方が見栄えもよい。また、水換 えの手間を考 える と蛇

口か ら近い方が都合が よい。

ろ過器………有毒なアンモニアを除去す るためだけでな く、酸素の補給 にも

なるので、必ずセ ットす ること。通常は「上面ろ過王「底面 ろ過王

のどち らかが用いられ る。 どちらも一長一短 あるが、管理の面

では 「上面 ろ過」が楽である。 また、簡易なコーナーフィルタ

ーは60cm水 槽 には容量不足である。
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レイアウ ト…砂や小石 を必ず5cm

ほ ど入れ、石や流木、

水草等で生息環境 を

イメージして隠れ家

を作 ってや る。砂 は

お米 をとぐ要領で濁

りがな くなるまでよ

く洗 うこと。多少の

濁 りは水ができあが

ると、な くなるので

神経質 になることはない。

水作 り………カルキを抜 くことではな く、砂やろ過器 にバ クテ リアが繁殖す

ることを意味する。最初、白っぼかった水 も水作 りがすむ と、

著 しく透明度が向上する。水 を入れてろ過器 を回し続 けても、

バ クテ リアの餌がないため時間がかかるが、少数の小魚 を少量

の餌で飼育す ると比較的早 く水作 りがで きる。すでに軌道 に乗

っている水槽のフィルターの一部や砂 を入れてやって もよい。

また、魚薬 を投与するとバ クテリアが死滅することがあるので、

この時 も新品の水槽 と同じように水作 りか らやり直す必要がある。

飼育の仕方

日本の淡水魚のほとん どは雑食性なので、一部 を除いては市販のコイや金

魚の餌で十分である。動物食性の魚の多 くも、慣 らせばコイの餌 を食べるよ

うになる。ペ ッ トショップには様々な種類の餌が売 られているが、魚の口に

入 る大 きさなら問題 は起 こらない。大 きす ぎる場合 にはそれを砕いてやれば

事足 りる。汎用性 を考 えると、浮上性の餌 よりも沈降性の餌が望 ましい。 こ

ち らな らばハゼ科等の底生魚 も食べることがで きるし、小さな魚 もふや けて

か ら食べ ることがで きる。割高 になるが、テ トラ社の シュテープル フー ドは

慣れない魚でも比較的食いがいい。また、冷凍赤虫 はほ とん どの魚が食べる

ので万一 に備 えて冷凍庫に保管 してお くのもいい。

餌の量 は、数分間で食べてしまう量 を1日 に2～3回 や るのが基本である。

水温や魚の量 によって異なるので、特に決 まった量はない。毎 日観察 して、

やせていなければ良 しと考 えてよい。むしろ、おびえていた り、餌が合わな

くてほとん ど食べていない ときに無駄に餌をやる方が、はるかに害が大 きい。

同様 に死魚 もすみやかに除去 しないと、腐敗 して水質 を悪化させ る。

水槽壁 を掃除 して もす ぐに藻がついた り、透明度が良 くて も水が黄ばんで

きた ら水換えを行 う。水換 え時 には、上面ろ過器のフィルターウール も手 も

み洗いす る。年に1回 は砂 も洗 うことが望ましい。水 を全量交換するのでな

ければ、水道水 をそのまま使 って も差 し支えない。 しか し、湯 ざましや井戸

水等の場合、水温の変化が大きかった り、溶存酸素が欠乏 していた りと問題

があることが多いので注意 を要する。

採集と運搬

魚 にはそれぞれ適 した環境があ り、同じ様な環境には同じ様 な魚 しか生息

しない。 よって、 目的の魚の習性 をよく調べてお く必要がある。魚種や時期、

河川によって捕 ってはいけない魚、漁法、禁漁区、禁漁期があるので、該当

する河川の内水面漁協等 に連絡 し確認 を取 ってお くこと。手網で捕れた小魚

を大 きく育 てた方が、慣 らしやす く愛着 もわ くものである。

また、 ドンコやヌマチチブなどは危害 を加 えるので、他の魚 と同じ水槽で

は飼育で きない。オヤニラミにいたっては希少な魚である以前 に、個人 レベ

ルでは単独飼育 しかで きないので遠慮 したほうが無難である。 また、魚食性

の魚や、アユのように特殊な餌 しか食べないものも飼育 は難 しい。逆に、成

長して も5cmほ どにしかならない魚は群で飼育 した方がよい。 こうしたこと

を考えて持 ち帰 るようにすべきである。

持ち帰 る時には、欲張 らずに少数ずつ持 ち帰 るのが基本である。乾電池式

のエアポンプを取 り付 けたふた付 きのバケツを準備 してお くと数時間は大丈

夫である。釣具屋で生 き餌を運搬するための容器 を購入するのもよい。いず

れにせよ、新鮮 な水 を入れて運ぶのだが、氷な どで急激 に水温 を下 げること

はか えって危険である。

取って きたばか りの魚が死亡す る原因

「魚の飼育 は難 しい王 と思われてい る人が多いのは確かである。その多 く

60cm水 槽 に上面ろ過装置を

セットした状態
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は、かってあや しげな水槽で金魚の飼育 に失敗 した経験か らきた ものが多い。

ろ過器付 きのちゃんとした水槽であれば、以下 にあげる初期死亡 の原因の4

つ のポイン トに注意すれば、魚の飼育 は小鳥より簡単であることが実感でき

ることと思 う。

温度の急変……水温の変化は3℃ 以内にとどめること。水温計がなければバ

ケツの中に10秒 間 手を入れて、す ぐに水槽 に手 を入れて温度

差 を感 じなければ、その差 は3℃ 以内になっているはずです。

酸素の欠乏……エアポンプやろ過器を使 っていて も、新 しい水槽(水 作 りの

で きていない水槽)に は1週 間は5cm以 下 の魚 を5～6尾 程

度にとどめること。また、入れたばか りの魚に餌 を多量 にや

ってしまうことも、初心者が陥 りが ちな失敗 である。死 んだ

魚や食べ残 しの餌 は、やがて腐敗 し溶存酸素を減少 させて し

まう。

ス トレス………人間 と同様に魚 もス トレスを感 じる。生息環境 をイメージし

て石や水草、流木等で隠れ家 をレイアウ トしてや る。 また、

底に敷 く砂 は硝化細菌の繁殖 を考 える と5cm以 上砂 を入れて

お くこと。

けがや病気・・…・特 に危険なものはスレによる感染症 と白点病である。 これら

は、早期発見 ・治療 を行 う必要がある。 また、外見から見て

わかるイカリ虫や魚 ジラ ミ(チ ョウ)は ピンセ ット等で取 り

除いてやる。その他病気 は、砂の洗浄や水換 えで自然治癒す

ることが多い。

※主な魚の病気と治療法

ワタカ ビ病 ・尾 ぐされ病

水カビが生 えた り、細菌感染 によってヒレが腐 っていきやがて死亡す る。

捕獲時の魚体のスレが原因 となることが多い。市販のグ リーンFゴ ール ドも

しくはパ ラザンを水槽の規定量使 うとよい。同時に塩 を50君 に対 して杯2杯

程度入れるとよい。 またマラカイ トグリーンを50を に0.01g入 れ るとよい。

捕獲時に網な どでスレた魚は持ち帰 らないことが一番の予防法である。

白点病

0.2mmほ どの白点が まず ヒレにつき、やがて全身 に広がってい く。コイ科の

魚に出やす く、感染性、死亡率は高い。野外か ら捕って きたタナゴ類等 は要

注意である。 また、春や秋 には自然 に発生することがある。市販のグリー ン

F、 もし くは、ハイ トロピカル を水槽の規定量使 うとよい。 またメチレンブ

ルーやマラカイ トグリーン等の色素剤 も効果的である。同時 に塩 を50β に対

してさじ2杯 程度入れるとよい。水草を枯 らしてしまうので注意すること。

毎 日観察 し、早期発見 ・治療が重要である。
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穴あき病

水が古 くなると出やすい。きれいな水 で飼育す る と自然治癒 する。水温

27～28℃ で 、ある程度治 るまで1/3ず つ毎 日換水す る。砂 を洗 うことも効

果的である。

イカ リ虫、チ ョウ

外見から見 て分かるイカ リ虫やチ ョウはピンセ ットな どで取 り除 き傷 口に

マーキュロクロームまたは、エルバージュとアクアセイフを混ぜたものを、

塗る。大量に発生している場合は、ディプテレックス水溶液 を100を あた り1

cc投 薬 する。
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内水面漁協のほかに、淡水魚を含む自然環境保全を目的に活動

する市民団体 を紹介 しておきます。

アクアフォーレ自然保護会

・平成4年4月 発会

・会 員 数182人(発 会時)

・事 務 局 神埼郡神埼町本堀2565五1小 桜保育園内

電 話0952-52-3345藤 戸 弘己 一

・会の目的 川や湖沼の きれいな水 を守 るため、山林 などの環境保全 を目指

す

・主な活動 自然環境破壊の恐れがある山林開発の制限を求める陳情

東南アジア諸国でマングローブな どの植林活動

嘉瀬川倶楽部

・平成6年9月 発会

・会 員 数45人(7年5月 現在)

・事 務 局 佐賀市西魚町56べ 一 スキャンプ内

電 話095229-2820田 中信明

FAXO952-29-8504

・会の 目的 嘉瀬川、およびその水系の自然に親 しみ、 これを守ること

・主な活動 自然に親 しみ、 自然 を知 ること

自然の保護 と回復のための実践活動

自然環境保全のための意見表明、陳情 など

力丸 喬之(佐 賀市)

テレビもあまり普及 していなかった昭和30年 代 の中頃だった と思う。当時

人気のラジオのクイズ番組 「私 は誰で しょう王か何かで、「カワクジラとは一

体何で しょう」 という問題が出た。

その頃、私 は魚貝類の地方名 を集めていたので我が意 を得た りとばか り小

躍 りした ものだが、各界の知名士が顔を揃えた回答者か ら正解 はなかった。

その後、縁 あって佐賀の地へ来て以来、ずっと 「川鯨」のルーツを探 して

きたが、い まだに不明の ままである。

おそくなったが、正解は 「メダカ」のことで、澁澤敬三著 「日本魚名集覧」

(昭和17年)に は佐賀県三養基郡鳥栖町鳥栖で こう呼ぶ とある。何 とユーモ

ラスな呼 び名で はないか。

なお、この書には2,700以 上 ものメダカの地方名が集められており、昔の日

本人がメダカを仲介に、いかに自然 に親 しみ、自然 を慈しんでいたかがわか る。

さて、魚貝類の名前には学会で決 められた世界共通 の「学名王(ラ テン語 ま

たはギ リシャ語で表記)と 日本国内で共通 の 「和名王(「標準和名王ともい う)

が ある。 しかし、一般 には地方特有の名前(「 地方名王 または 「方言王)で 呼

ばれることが多い。

魚食国であるわが国は魚貝の地方名が非常 に多 く、さらに、名前は同じで

もまった く別種の ものだった り、同じ種類のものが別 の名前で呼ばれた りで、

魚 を調査研究していると混乱することもしばしばだ。

魚貝の名前は、そのものの色や形、雌雄 ・幼成、生態 ・習性 に由来するも

の及びその転化 した ものが多 く、名前の起源 をた どるとなかなか味わい深い

ものがある。

最近 は流通 の広域化、遊漁の広域化、さらには魚貝類 に関する情報 ・知識

の普及 に伴って、今 までなかった名前が使われ るようになった反面、地方独

特の名前が使 われな くなってい くと同時に、魚貝 にまつわる地方の民話伝説

や故事来歴が語 られな くなってお り、一種の地方文化財が消 えてい くようで

非常にさびしく思っているところである。

(りきまる ・たかし、佐賀県物産振興協会佐賀支部事務局長)
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佐賀の淡水魚類目録及び地方名

科 名 和 名 地 方 名 備 考

ヤツメ ウナギ科 カ ワヤ ツメ ヤツメ ウナギ

スナヤ ツメ メクラ ウナギ

ヤツメ

ヤツメ ウナ ギ

コノシロ科 コノシロ オヤノ シャクセン

コノ シロ

ツナ シ

ハ ビラ

ハ ビロ

カタクチイワシ科 エツ ① エツ ①世界で有明海だけに住

ウバエ ツ む

シ リガ レエツ

サ ケ科 ヤマメ エ ノハ

ヤマ メ

アマゴ アマ ゴ

エ ノハ

ヤ マメ

ニジマス ② ニ ジマス ②北 アメ リカ原産

マ ス

サケ サケ

シャケ

シロジ ャケ

アユ科 アユ アイゴ

アイノイオ

アユ

キ ュウリウオ科 ワカサギ ③ ワカサギ ③1958年 以来、霞 ケ浦、

シラウオ科 シラウオ シラウオ 讐蠣 器 薦 縣

アリアケシラウオ④/
シラウオ 欝 麟 鹸 けに住む

アリアケヒメシラウオ⑤.ト ンサ ンイオ ⑤世界で有明海だけに住む

コイ科 タモ ロコ

イ トモ ロコ イ シバヤ

ソコバェ

ホ ンモ ロコ

ム ギツク アイ ノジ ョウ トク

科 名 和 名 地 方 名 備 考

イシバヤ

クチボ ソ

スジバヤ

スボ

スボバヤ

スボ ビキバヤ

ドジ ョウバヤ

カ ワヒガイ アブラバヤ

アブラメ

ニゴイ サクラバヤ

獄}鱗
ギ ョウ トク

ジ ョウ トク

スナセセ リ

スナモグ リ

ツチフキ

ドウキ ョウ

ボウジ ョ

ゼゼラ

モツゴ イシバヤ

クチボ ソ

ゼ ンモ ンバヤ

ウグイ イダ

ウグイ

ユダ

タカハヤ アブラバヤ

アブラボウ

アブラメ

ク ソバエ

ドロバエ

ハ ヤ

ヒナモ ロコ(メ ダカ)

カ ワバタモ ロコ(メ ダカ)① 中国大陸原産
。近年、

ソウギ ョ ① ソウギ ョ 佐賀 の各地で クリークの

カワムツ アカハヤ 麟 聚難 灘 謝
アカブチ ている

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



科 名 和 名 地 方 名 備 考

サ ンジ

シラハヤ

ハヤ

ヤマ ソウ

ヤマバエ

ヤマブ キ

オイカ ワ アカ ッパ

アカハヤ

アカブチ ①1978年頃から県内河川

アカライ 垂暑雛 融辮 黍
サ クラバヤ 混入 してきた もの と思わ

サ ンジ れ る

シラハヤ

ハヤ

ヤマブキ ②③中国大陸原産。埼玉

ハス ①ハス 騨 撒灘 編
バ クレン ② レンギ ョ と思われ る

コクレン ③ レ ンギ ョ

オオキンブナ ④ キンブナ ④フナ属魚類は自然環境

フナ 羅 懲 灘 し易く・
ホ ンブナ

マブナ

ギンブナ ④ ギンブナ

フナ

ホ ンブナ

マブナ

ゲ ンゴ ロウブナ ④ ゲ ンゴ ロウブナ

フナ

ヘラブナ

コイ コイ

ノゴイ

ヒゴイ

マゴイ

ヤ リタナ ゴ

アブラボテ

セボシタ ビラ

科 名 和 名 地 方 名 備 考

カネ ヒラ アカブチ

タイ リクバ ラタナゴ カンノ ンバヤ

ニ ッポ ンバ ラタナゴ ク ソバヤ

カゼ トゲ タナ ゴ シ ビンタ,「
シブタ

シブタ ゴ

シュブ タ

シンゴ ッチ ャ

タバヤ

デ ンバヤ

ニガブナ

ベタ ンチ ョ

ベニバヤ

ベ ンバヤ

ボテ

ドジ ョウ科 ドジョウ キネ ドジュゥ

ドジュウ

ドジ ョウ

ドンジ ョ

ドンジュウ

ヤマ トシマ ドジ ョウ① シマ ドジ ョウ ① 別名

スナ クイ ドジ ョウ タイ リクシマ ドジ ョウ

ナマズ科 ナマズ ナマ ズ

ヒュウタンゴ

ヒョウタン

ヒ ョウタンゴ

ギギ科 アリアケギバチ ギギュゥ

ギギ ョ

ギュウギュウ

ギンギュ

ギンギ ョ

ギンギ ョバチ

シャチ

ヘ ブイギ ンギ ョ

アカザ科 アカザ アカナマズ

ウマンクソギンギョ
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ウナギ科 ウナギ アオウナギ

ウナギ

オナギ

カニ クイ

ガネ クイ

ギンウナギ

クチ ボソ

ク ロ コ

ゴマ

シケウナギ

シラス ウナギ

ビリンソー

ビロツソ

ヨシノコウナギ

ソウメ ンコ

アナゴ科 マアナゴ アナゴ

ドグ ラ

サ ヨ リ科 クル メサ ヨ リ サ ヨリ

メダ カ科 メダ カ カ ワクジラ

ザ ツコ

ションシ ョンイオ

タイ ワシ

タカ ンチ ョ

タバヤ

チ ャー ワシ

チ ャメ ゴ

べ一べ一 タンゴ

マメ ンジャコ

メザカ

メザ ツコ

メ ジャカ

メダカ

メダカ ンチ ョ

メダ コ

メチ ャバヤ

メ ンコ

カダヤシ科 カダヤシ ① タップミンノー ①北アメリカ原産

科 名 和 名 地 方 名 備 考

グ ッピー ① グ ッピー ①南 アメ リカ原産

トゲ ウオ科 イ トヨ

タウナギ科 タウナギ

ボラ科 ボラ ② イナ ②成長に伴って呼び名が

ウウボラ 欝 海1出鵜 ゴーク
クロメ ロメ→ ダンギイ→ ボラ→

多票 鰯 惚 鵠ボラ
チュウボラ

ボラ

セスジボラ シクチ

ボラ

メナダ ③ アカメ ③成長に伴って呼び名が

エビナ 変わる 《出世魚》

エビナゴ 陣 臨 留 靖
エ ブナ カ メ→ ワカヤス ミ→ヤ ス

シクチ 報 そノ煽 ㍉9影
シュクチ(ナ ヨセ、 マイオ とも)

ナヨシ

フル ヤス ミ

マ イオ

ヤ ス ミ

ワカヤス ミ

タイワンドジョウ科 カム ルチー ④ タイワン ドジ ョウ ④中国大陸 か ら朝鮮 半島

ライギョ を経て移入された

ヒイラギ科 ヒイラギ シイカブラ

シイ ラ

シヌフタ

シビラ

チ ョン

チ ョンゴロ

トンバ

ヒイ ラギ

スズキ科 オヤニ ラ ミ オヤニ ラ ミ

セエベエ

ミズ ク リセエベエ

ミツク リセエベ エ
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ヨツメ

ヨルメ ヒル メ

スズキ ① アカメバクラ ①成長に伴って呼び名が

ススキ 欝 離 幌 ゴーノヽ
スズキ クラ→ アカメバ クラ→ヤ

セイ ゴ ス ミバ クラ→バ ネ→スス
_キハ クフ[玄 海]

セイ ゴ→ ハ ネセ

バ クラ イ→スズ キ

バネ

ハネセ

ヤス ミバ クラ

サンフィッシュ科 ブルー ギル ② ブル占ギル ②北 アメ リカ原産

ボロギレ

オオクチバス ③ バス ③北アメリカ原産

ブラックバ ス

タイ科 クロダイ クロダイ

チ ヌ

チ ン

メイタ

カワスズメ科 ナイルテ ィラ ピア ④ イズ ミダイ ④ アフ リカ原産

チカダィ

ティラピア

イソギンポ科 イダテンギンポ

ハ ゼ科 シロウオ イサザ

シラウオ

シロイオ

シロウオ

ミミズハゼ

カ ワアナ ゴ ドンコ

ドンコ イシガキ ドンポ

ドンコ

ドンポ

ドンポツ

ボボ コヤ シ

ムギツ ク ドンポ

ムツゴロウ ⑤ ホンムツ ⑤日本で有明海と八代海

ムッ の一部だ けに住 む

科 名 和 名 地 方 名 備 考

ム ツゴロウ

ム ツ トウ

トビハゼ カッチャムツ ①日本で有明海だけに住

カッチャン む

カナムツ

トビハ ゼ

ウロハゼ ドンコ ②形態や斑紋、生活史な

マハゼ ハゼ 錨 贈 撚 辮
ハゼクチ ① ナガレハシクイ 域や生息環境が異なる

ハ シクイ

ハ ゼ

ハ ゼクチ ・シマ ヨシノボ リ

アシ シロハゼ ハ ゼ(横 斑型)

ドンコ ・オオ ヨシノボ リ

ゴクラ クハゼ(黒 色大型)

ヨシノボ リ ② イシ ビッチ ャ ・ヒラ ヨシノボ リ

イシムシ(南 黒色大型)

イシモチ ・ル リヨシノボ リ

イシモ ッチ ャ(る り型)

イセモ ッチ ョ ・クロ ヨシノボリ

イ ッシンチ ョク(黒 色 型)

グ リー ン ・アヤ ヨシノボ リ

グ リー ンショ(モ ザイ ク型)

サナブ リ ・トウ ヨシノボ リ

サナボリ(榿 色型)

ビッチ ャン ・アオバ ラヨシノボ リ

ビッチ ン(中 卵形 ・腹部 る り色)

ヤマ ンカンジ ョ ・キバ ラヨシノボ リ

カ ワヨシノボ リ(中 卵形 ・腹部黄色)

シモ ブリシマハ ゼ ③ シマハゼ

スジハゼ ③従来のシマハゼ

ヌマ チチプ アナハゼ

ドンコ

チチブ

シ・チチブ ④ 謄 蘇 簸 ナ鎌
スミウキゴリ 朝鮮半島からも確認され

ビ リンゴ た
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ワスラボ ① ジンキチ ①日本で有明海だけに住

スボ む

ドウキ ン

ドキュウ

ワラスボ

カジカ科 ヤマノカミ ② オコズ ②日本で有明海だけに住

カワオ コズ む

カワ ンカ ミ

カワ ンカ ミドンコ

カンカ ンジ ョウ

タチャ

ヤマンカ ミ

カジカ

カマキリ ③ ウルゴ ③別名アユカケ

コオサズ

シャチ

スイツキ ドンコ

ヤマホー リャ

マフグ科 クサフグ ガンバ

クサブク

スナブク

チーチーブ ク

ハ マブク

(注)1.一 般 に 「淡水魚王 とは、一生涯 を、あるいは生涯の一時期 を淡水域

で生活する魚を指すことが多いが、 ここでは本文に従って、河口や

内湾 の湾奥部 などの汽水域 で生活する魚および海水域 と汽水域 を行

き来す る魚 も収めた。

2.魚 の地方名 は、詳 しく調べてい くと市町村や集落 ごとに も異なるも

のであるが、 ここでは県内の呼び名 とした。

3.以 前 はた くさん住んでいて流域 の人びとに親 しみをもって呼ばれて

いた魚 も、現在ではほとん ど見えな くなったため、名 を聞いても魚

種の確認ができず、魚の形態や生息状況などの情報で推測 した魚種

もある。
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